
令和６年３月

岡山県立津山高等学校



 



教科指導でのＶＧＲ育成

高い専門性とグローバルな視点を兼ね備えた
次世代トップサイエンティストの育成

津山サイエンスネットワークの拡大・充実

グローバルな視点
で将来を見通す力

協働しながら
最後までやり抜く力

様々な科学的手法で
課題解決に向け
探究する力

※１ 下線は第Ⅲ期において新しく設定した科目 ※２ ★は中学校と高校の教員のTTで実施
※３ ☆は学際的なテーマを利用，または教科の枠を越えて文理融合で教員が指導

岡山県立津山高等学校 第Ⅲ期 スーパーサイエンスハイスクール

研究開発課題

卒業生
• 東京大，京都大，大阪大，岡山大 等
• 海外研究機関（英米）

地域社会
美作大，津山高専，近隣の幼保小中高，
岡山県・鳥取県のSSH校 等

大学・研究機関等
• 全国で活躍する本校卒業生
• 研究者によるSSH科学セミナー 等

科学技術人材育成のための研修プログラム

科学全般を扱う中高６年間の学際型課題研究カリキュラムの開発



第Ⅲ期の特徴的な取組 全生徒が学際型課題研究に挑戦

iP＆S探（１・２年次全員が課題研究を実施）

形式科学（統計学・論理学等）の指導 地域の研究機関との共同研究

クラウドを活用した課題研究指導 近隣SSH校との研究発表交流

実験データの保存蓄積

活動内容の記録研究報告書の作成

研究の指導・指導法の共有

グローバルな視点
で将来を見通す力

協働しながら
最後までやり抜く力

様々な科学的手法で
課題解決に向け
探究する力

津山高専での研究指導 美作大学教員による指導

鳥取県のSSH校での発表 岡山県理数科校合同発表

統計手法を学ぶ教材の開発
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科
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１
年

理
数
科

２
年

2月校内発表会

11月基礎統計学講座

2月校内発表会

1月分野別発表会8月論理的文章
作成講座

8月論理的文章
作成講座

4月 iPⅠガイダンス 11月基礎統計学講座

2月校内発表会10月中間発表会 12月～校外での発表4月～分野別ゼミ

4月 S探Ⅰガイダンス

５月分野別実習

10月ミニ課題研究
ガイダンス

10月ミニ課題研究
ガイダンス

4月構想発表会 7月中間発表会 12月校内発表会 1月～各学会発表

1月クラス内発表会

2月 S探Ⅱガイダンス

3月 iPⅡガイダンス



を活用した研修・講演プログラムの充実と成果の普及

SSH生徒研究発表会
ポスター発表賞（R04）

地域への科学教育ボランティア科学系コンテストへの挑戦

日本金属学会高校生
ポスターセッション
日本金属学会長賞（R04）

中四九理数科校
課題研究発表大会
優秀賞（R05）

共
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数
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8月東京研修＠東京大学 8月京大研修＠京都大学 3月海外研修＠アメリカ合衆国 3月阪大研修＠大阪大学

12月海外研修トークセッション7月遺伝子実習セミナー7月成果報告会6月食品科学セミナー

1月博物館研修
＠津山自然のふしぎ館

10月地球環境研修
＠鳥取大学

8月ライフサイエンス研修
＠福山大学

7月先端科学研修
＠SPring-8

5月サイエンスキャンプ
＠自然保護センター

7月放射線セミナー 2月理数科講演会11月英語科学実験講座5月課題研究講演会

グローバルな視点
で将来を見通す力

協働しながら
最後までやり抜く力

様々な科学的手法で
課題解決に向け
探究する力

岡山県理数課題研究発表会
最優秀賞（R05）

←画像差し替え

サイエンスチャレンジ岡山2023
化学・物理分野レポート第２位

（R05）

「集まれ!科学への挑戦者」
優秀賞6件（R0４～05）



 



巻 頭 言 

校長  滝澤 浩三  

 

津山城下町最北端の武家屋敷後に建てられた本校旧本館は，1900（明治 33）年に落成し

た。当時，椿ヶ丘にそそりたつ校舎の偉観は道ゆく人の目を見はらせたであろう。旧本館は

品位と雄大さを備えた明治洋風建築として稀にみる文化財と言われており，1995（平成 7）

年岡山県から重要文化財の指定を受けた。明治時代の旧制中学校建築の数少ない遺例とし

て，学校建築史上重要な建物となっている。現在も，吹奏楽部が放課後の活動場所として使

用しており，本校の歴史を感じながら，文化的活動が行える貴重な場所となっている。 

その旧本館の裏手には，さらに本校の歴史が感じられる「十六夜山」がある。鎌倉時代の

初期，承久の乱に敗れた後鳥羽上皇が，隠岐の島へ流される途次，この地に立ち寄って十六

夜の月を眺め，歌を詠んだとの伝承がある「十六夜山古墳」の後円部が「十六夜山」である。

従来は大規模な円墳と考えられていたが，調査の結果，周濠をもった前方後円墳であること

が判明した。墳長約 60m，後円部分約 40m，前方部幅約 45m 程度の規模が想定されてい

る。この「十六夜山」という名は「十六夜の月」，つまり十五夜を過ぎてためらいがちに昇

ってくる月に由来するようだが，「十六夜山」は南東に広く開けた高台であり，昇る月が見

渡せる津山の月見の名所だったようだ。 

 さて，本校 SSH事業は昨年第Ⅲ期に採択され，２年目の取組をすすめている。今期の研

究開発課題を「高い専門性とグローバルな視点を兼ね備えた次世代トップサイエンティス

トの育成」と定め，21 世紀の社会でトップリーダーとして広く活躍していく上で必要な３

つの資質，「グローバルな視点で将来を見通す力（Vision）」「協働しながら最後までやり抜

く力（Grit）」「様々な科学的手法で課題解決に向け探究する力（Research Mind）」の育成

に取り組んでいる。取組の柱の一つである課題研究カリキュラムの開発については，これま

で培ってきた理数科の蓄積を普通科へも波及させ，幅広い分野の事象を科学的に捉え研究

していく取組にすることをねらいとしている。１年次では理数科に加え普通科でもミニ課

題研究を実施し，併せて研究倫理やデータサイエンスの学習を行うことにより研究の基礎

を固め，２年次の課題研究がより充実するよう改善を図っている。また，美作サイエンスフ

ェアを実施することで，地域の小学生を対象にした科学普及活動を行ったり，隣接する鳥取

県 SSH校との課題研究発表会での交流を行ったりすることにより，津山サイエンスネット

ワークは生徒の視野を広げ，多面的多角的な思考を促している。 

これらの活動が，本校の歴史により支えられてきた地域との繋がりと，併設する津山中学

校における課題研究等の取組との相互作用により，第Ⅲ期で目指すグローバルな視点での

VGRの育成に良い効果を生むことと期待している。 

 終わりに，本校 SSH事業の推進にあたり，指導助言をいただいている岡山県教育庁高校

教育課の皆様，また日頃からご指導ご協力いただいている運営指導委員，大学や研究機関，

同窓会等の皆様，保護者・地域の皆様，そして日々の教育に全力で取り組んできた本校教職

員に感謝の意を表したい。 
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岡山県立津山高等学校 指定第Ⅲ期目 
指定期間 

04～08 

 

❶令和５年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 

 ① 研究開発課題  

高い専門性とグローバルな視点を兼ね備えた次世代トップサイエンティストの育成 

 ② 研究開発の概要  

高い専門性とグローバルな視点を兼ね備え，科学や科学技術が関連する科学的諸問題の解決に寄与で

きる，次世代トップサイエンティストの基盤となる‘Vision’（グローバルな視点を持って将来を見通す力），

‘Grit’（他者と協働しながら失敗を恐れず，困難を乗り越え最後までやり抜く力），‘Research Mind’  

 （様々な科学的手法を用いて，課題の解決に向け探究する力）の育成を学校全体で研究開発する。 

 ③ 令和５年度実施規模  

各年次普通科５クラス・理数科１クラスの合計 18 クラス全校生徒を対象とし，併設中学校各学年２ク

ラス合計６クラスを加える。（令和５年４月１日時点） 

課

程 
学科 

第１年次 第２年次 第３年次 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

全

日

制 

普通科 

(自然コース) 
201 5 

196 

(85) 

5 

(2) 

197 

(80) 

5 

(2) 

594 

(165) 

15 

(4) 

理数科 40 1 40 1 39 1 119 3 

併設中学校 80 2 80 2 79 2 239 6 

計 321 8 316 8 315 8 952 24 
 

 ④ 研究開発の内容  

○ 研究開発計画 

第１年次 

（令和４年度） 

・iPⅠ，S 探Ⅰで論理学や統計学といった形式科学分野の学習やミニ課題研究を

実施し，実践的課題研究活動スキル習得度合いについて成果と課題を分析する。 

・VGR 伸長の評価について，本校生徒アンケートの調査項目を岡山大学教育推進

機構 中山 芳一 准教授と協働で開発し実施する。また，生徒・保護者・教員対

象に実施する学校自己評価の結果を基に VGR 伸長の変容を分析し，次年度の

改善に反映する。 

第２年次 

（令和５年度） 

・学際型課題研究活動を含む iPⅡの VGR 伸長について，成果と課題を分析する。 

・前年度に実施した各教科での授業実践と VGR 伸長に関するアンケート結果を 

基に，各教科で改善を行いながら研究を続ける。 

第３年次 

（令和６年度） 

・SSH 第Ⅲ期目２年間での VGR 育成の成果と課題を多角的に集約し分析を行う。

その結果を基に中間評価を実施し，次年度実施予定の取組について修正を行う。 

・高校での学際型課題研究カリキュラムの完成年度であり，成果と課題を検証し，

指導方法・指導体制・内容・中高の接続・評価方法について改善を行う。 

第４年次 

（令和７年度） 

・第Ⅲ期課題研究カリキュラムを経験した併設中学校からの進学１年次生を対象

に，課題研究スキル習得と活用状況に関する調査を実施し，中高一貫課題研究

カリキュラムの成果と課題について分析を行う。 

・４年間の教科指導における VGR 育成のための研究実践をまとめ，成果の公開と

普及を行う。 

第５年次 

（令和８年度） 

・SSH 指定 15 年の成果と課題を総括する。本校の SSH 事業による VGR 育成の

成果を卒業生調査等も踏まえ検証する。 

・第Ⅲ期で研究開発した様々な教材や成果物を公開することで成果の普及を行う。 



○ 教育課程上の特例 

（１）令和４・５年度入学生 
学 科 開設する科目名 単位数 代替科目名 単位数 対 象 

理数科 

サイエンス探究Ⅰ（S探Ⅰ） １ 総合的な探究の時間 １ 
高校１年次 サイエンスリテラシーⅠ（SLⅠ） ２ 情報Ⅰ ２ 

サイエンス探究Ⅱ（S探Ⅱ） ２ 理数探究（総合的な探究の時間） ２ 高校２年次 

サイエンス探究Ⅲ（S探Ⅲ） １ 理数探究（総合的な探究の時間） １ 高校３年次 

普通科 

十六夜プロジェクトⅠ（iPⅠ） １ 総合的な探究の時間 １ 
高校１年次 サイエンスリテラシーⅠ（SLⅠ） ２ 情報Ⅰ ２ 

十六夜プロジェクトⅡ（iPⅡ） １ 総合的な探究の時間 １ 高校２年次 

十六夜プロジェクトⅢ（iPⅢ） １ 総合的な探究の時間 １ 高校３年次 

（２）令和３年度入学生 
学 科 開設する科目名 単位数 代替科目名 単位数 対 象 

理数科 

サイエンス探究Ⅰ（S探Ⅰ） １ 総合的な探究の時間 １ 
高校１年次 

サイエンスリテラシーⅠ（SLⅠ） ２ 社会と情報 ２ 

サイエンス探究Ⅱ（S探Ⅱ） ２ 課題研究 ２ 
高校２年次 

サイエンスリテラシーⅡ（SLⅡ） １ 総合的な探究の時間 １ 

サイエンス探究Ⅲ（S探Ⅲ） １ 総合的な探究の時間 １ 高校３年次 

普通科 

十六夜プロジェクトⅠ（iPⅠ） １ 総合的な探究の時間 １ 
高校１年次 

サイエンスリテラシーⅠ（SLⅠ） ２ 社会と情報 ２ 

十六夜プロジェクトⅡ（iPⅡ） １ 総合的な探究の時間 １ 高校２年次 

十六夜プロジェクトⅢ（iPⅢ） １ 総合的な探究の時間 １ 高校３年次 

※上記の学校設定科目による成果と課題については，P.４「○ 実施による成果とその評価」を参照 

○ 令和５年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 
学校設定教科「サイエンス」での学校設定科目 
「S 探Ⅰ」   （理数科１年次・１単位） 

「S 探Ⅱ」  （理数科２年次・２単位） 

「S 探Ⅲ」   （理数科３年次・１単位） 

「iPⅠ～Ⅲ」 （普通科１～３年次・各１単位） 

「S L Ⅰ」   （理数科１年次および普通科１年次・２単位）， 

「S L Ⅱ」  （理数科２年次，１単位）※１  

「S L Ⅱ」  （理数科３年次および普通科３年次，１単位）※２  

「S S E」   （理数科３年次・１単位）※２ 

「NSⅠ・Ⅱ」（理数科２・３年次および普通科２・３年次，各選択１単位） 

「MSⅠ・Ⅱ」（理数科２・３年次および普通科２・３年次，各選択１単位） 

「SSⅠ・Ⅱ」（普通科２・３年次，各選択１単位） 

※１ 令和３年度入学生徒対象，※２ 令和４・５年度入学生対象 

○ 具体的な研究事項・活動内容 
【科学全般を扱う中高６年間の学際型課題研究カリキュラムの開発】 

・中学校教科「サイエンス探究基礎」：中学校１～３年生を対象に，問題発見力・研究基礎力を育成

するため，探究的実習活動などを行う。 
・中学校選択教科「“イングリッシュ”ロード」：中学校１～３年生を対象に，英語による発信力・

表現力を育成するため，英語によるプレゼンテーション・ディベート等を行う。 
・中学校「課題探究活動」「エクスプレッション」：中学校１・２年生を対象に，総合的な学習の時

間を活用し，論理的に考える力やコミュニケーション能力を育成するため，「課題探究活動」では

探究的活動，「エクスプレッション」では弁論やディベート等を行う。 
・中学校「課題研究」：中学校３年を対象に，総合的な学習の時間を活用し，研究基礎力を育成する

ため，課題研究と論文・ポスター作成，発表会を行う。 
・学校設定科目「iPⅠ」：普通科１年次生を対象に形式科学分野の統計学や論理学の学習と「ミニ課

題研究」活動を通じて，実践的研究基礎力を育成する。 
・学校設定科目「S 探Ⅰ」：理数科１年次生を対象に，仮説検証の手法と研究スキルなどの研究基礎

力を育成するため，理科の各分野に関する探究活動とミニ課題研究，発表等を行う。 
・学校設定科目「SLⅠ」：１年次生全員を対象に ICT を活用した情報収集やデータ処理等に加えて，

プログラミングや統計処理の基礎など新たな科学的探究手法についても取り扱う。 
・学校設定科目「iPⅡ」：普通科２年次生を対象に，問題解決力を育成するため，クラス横断グルー



プによるゼミ形式での課題研究とポスター作成，発表会などを行う。 
・学校設定科目「S 探Ⅱ」：理数科２年次生を対象に，問題解決力を育成するため，課題研究，論文 
・ポスター作成，発表を行う。大学・高専の教員４名も指導に加わる。 

・学校設定科目「SLⅡ」：理数科２年次生を対象に，英語による科学的コミュニケーション能力を育成す

るため，英語による科学プレゼンテーション・理科実験・論文作成・発表などを行う。※令和４年度実施 
・「iPⅠ」「S 探Ⅰ」において実施した「ミニ課題研究」と「iPⅡ」「S 探Ⅱ」での「課題研究」の成

果を全体で共有するため，校内において「iPⅠ・ⅡS 探Ⅰ・Ⅱ合同発表会」を実施する。その際に，

県外の SSH 校を招聘することで，研究交流と研究レベルの向上を図る。 
・学校設定科目「iPⅢ」：普通科３年次生を対象に，キャリア形成力を育成するため，課題研究のま

とめと，将来の学問分野選択を行い，自己実現を考える。 
・学校設定科目「S 探Ⅲ」：理数科３年次生を対象に，キャリア形成力を育成するため，課題研究の

まとめと，将来の研究分野選択を行う。 
・学校設定科目「SSE」：理数科３年次生を対象に，英語での実験活動や論文作成，海外研究者とのオ

ンラインによる交流といった活動を通して，科学コミュニケーション・リテラシーや英語プレゼン

テーションスキルの習得を図る。※令和６年度実施 
【次世代トップサイエンティスト育成のための学校設定科目と研修プログラムの開発】 

・学校設定科目「NSⅠ・Ⅱ」：２・３年次生選択者を対象に，理・工・農学等の分野を担う力を育成

するため，現代科学・高等数学等の学習，研究者によるワークショップなどを行う。また学問領域

を越えたグローバルな視点を育成するため「京都大学研修」を実施する。 
・学校設定科目「MSⅠ・Ⅱ」：２・３年次生選択者を対象に，医学・生命科学等の分野を担う力を育

成するため，生命科学・高等数学等の学習，医師・研究者によるワークショップなどを行う。また

実見による視野の拡大を目指し「津山中央病院インターンシップ」を実施する。 
・学校設定科目「SSⅠ・Ⅱ」：２・３年次生選択者を対象に，人文・社会科学等の分野を担う力を育

成するため，人文社会科学・英語学習，ディスカッション，研究者によるワークショップなどを行

う。また学問領域を越えたグローバルな視点を育成するため「京都大学研修」を実施する。 
・大学・研究機関連携研修：理数科を対象に，様々な分野の研究の様子を体験するため，「理数科サ

イエンスキャンプ」，「SSH ライフサイエンス研修」，「SSH 地球環境研修」，「SSH 先端科学研

修」を実施する。また，普通科を含めた高校全体を対象に，世界へ視野を広げることを目的に，「SSH
東京研修」，「SSH 大阪大学研修」を実施する。 

・SSH 科学セミナー：様々な分野の研究成果を学び，分野間をつなぐ力の育成を目的に，「SSH 放射線

セミナー」，「 SSH 理数科講演会」，「SSH 遺伝子実習セミナー」，「SSH 食品科学セミナー」を実施する。 
・SSH 米国海外研修：グローバルな視野と世界を目指す意識を育てるため MIT などの研究施設を訪問

し，海外の研究者による講演や交流を行う。 
【各取組を外部から支援し協働研究する『津山サイエンスネットワーク』の拡大】 

大学・研究機関・同窓会等との連携ネットワークを構築し，学校設定科目・課題研究・各種研修・

評価アンケートの作成や分析等での協力と指導助言を得る。 
【SSH科学部（中学校・高等学校）の充実】 

・各科学オリンピック・科学系コンテスト入賞を目指した研究活動を中高理科教員が連携して行う。 
・科学系ボランティア活動を中高合同で企画運営することで，中高生徒の交流を深める。 
・科学部１年次生を対象に，ものづくりの技能を高めるため「SSH 科学部サイエンスキャンプ」を行う。 
【研究開発の成果の普及】 

・「SSH 成果報告会」,「理数科課題研究発表会」,「iPⅠ・Ⅱ S 探Ⅰ・Ⅱ合同発表会」を実施する。「岡

山県理数科理数系コース課題研究合同発表会」，「岡山 SSH 連絡協議会」を開催する。 
・本校オープンスクール・学校説明会において SSH に関わる活動を紹介する。 
・SSH の取組と成果を本校ホームページや「情報紙いざよい」にまとめ，定期的に地域に発信する。 
【検証評価及び報告書の作成】 

生徒・教員・保護者への意識調査，ルーブリック評価結果，研修等の事後アンケートを実施し，分

析する。SSH 研究開発報告書，課題研究報告書を作成し配付する。 
 ⑤ 研究開発の成果と課題  

○ 研究成果の普及について 

本校 SSH 事業での様々な成果は主に次に示す手法でその発信・普及を行った。 

・SSH の各取組の様子をブログに掲載したり，開発した資料や教材等を本校ホームページで公開 

・定期的に情報紙いざよい」を作成し，近隣の小中学校へ配付 



・鳥取県 SSH２校との生徒・教員の交流により本校の SSH 事業成果の紹介 

・全国 SSH 指定校や「津山サイエンスネットワーク」により SSH 事業の研究開発を協働している関係

機関へ研究開発実施報告書等の成果物を配付 

・SSH 成果報告会や課題研究発表会の対面とオンラインを使った公開 

・新聞等のメディアによる紹介 

・本校オープンスクールや近隣地域での学校説明会での紹介 

・地域の博物館等と連携し SSH 科学部による実験教室の開催 

・学校訪問などの学校交流において，本校の取組の紹介や成果物の配付 
今後もこうした活動を継続し，様々な地域に本校 SSH 事業内容について紹介を行いたい。同時に本

校全教員が SSH 事業全体について見直すことで，全校体制での SSH 事業をさらに発展進化させ，多く

の場面で VGR 育成の視点を取り入れた活動を実践していきたい。 

○ 実施による成果とその評価 

１．科学全般を扱う中高６年間の学際型課題研究カリキュラムと研修プログラムの開発の成果 

（１）次世代トップサイエンティストの基盤となる VGRの育成結果について 

SSH 事業による生徒の VGR 伸長について検証するため， SSH の取組による生徒の VGR 伸長に

ついて，全生徒に「意識や姿勢変化を問う質問」と「行動変化を問う質問」を含んだ質問紙調査（４件法・

12 月実施，質問項目は「第４章 実施の効果とその評価」参照）を実施し，次の成果を得ることができた。 

・ほぼ全ての回答において肯定的回答（「あてはまる」と「ややあてはまる」の合計）の割合が過半

数となっているが，特に（G）において「意識や姿勢変化を問う質問」「行動変化を問う質問」とも

に肯定的回答の割合が高い結果であった。 

・令和５年度は，普通科・理数科共に年次が進むにつれ VGR 伸長を実感している生徒の割合が増加傾

向にあり，特に理数科３年次ではほとんどの質問項目で「そう思う」と回答する生徒が半数を超え

る結果であった。 

・１・２年次の（R）の質問項目について，第Ⅱ期に比べ肯定的回答の割合が高くなっている。令和４

年度１年次生にも同様の傾向が見られ，第Ⅲ期から取り組んでいる「ミニ課題研究」をはじめとす

る学際型課題研究活動の実践により向上したと考えられる。 

・（V）について「意識や姿勢変化を問う質問」では他の要素と同じく肯定的回答割合が高い結果であった。  

（２）普通科・理数科の VGRアンケート結果の比較について 

先ほどの VGR 伸長についてのアンケート結果について，普通科と理数科の肯定的回答の割合の差を

まとめた結果，全体的には理数科の方が肯定的回答割合が高い傾向にあり，特に１・２年次で顕著な

差が見られた。しかし，令和４年度の結果と比べると特に１年次生で普通科と理数科の肯定的回答割

合の差は減少傾向にあり，第Ⅲ期から実施している学際型課題研究活動や基礎統計学講座など，１年

次で形式科学分野の活動を増やしたことが普通科生徒の VGR 伸長に良い影響を与えていると言える。 

（３）令和４年度と５年度での VGRアンケート結果の比較について 

次に，同一生徒の年次進行による VGR の伸長について分析するために，第Ⅲ期２年間の中心年次で

ある令和５年度２年次生について，各質問項目の令和４年度の肯定的回答割合と有意な差があるかど

うかについて等分散を仮定した t 検定を用いて検証を行った。その結果，普通科の「行動変化を問う

質問」において令和４年度と５年度に有意な差がいくつか見られた。このことから、年次が進行する

にしたがって VGR が伸長し，VGR に関連した行動に変容が見られることが明らかとなった。 

（４）VGR伸長についての総合的な分析 

最後に今回の質問項目の回答傾向を比較分析することで，VGR の伸長について総合的に考察を行っ

た。方法としては，高校２年次のアンケート結果について，多次元尺度法を用いて回答の類似性を２

次元座標で表し，彼らの令和４年度のアンケート結果と比較した。結果としては，普通科・理数科と

もに（R）について年次の進行により回答傾向が似てくる傾向が見られた。第Ⅲ期から実施している普

通科１年次生のミニ課題研究や基礎統計学講座など課題研究の実践的場面を増やしたことが，（R）の

回答傾向が類似してくる要因となったと考えられる。一方で（V）については普通科・理数科ともに（R）



の傾向とは異なり，年次の進行により回答が分散する傾向にあることがわかった。（V）については，

SSH 事業の研修や講演会への参加機会に個人差があることが影響していることが考えられる。 

２．科学技術人材育成のための研修プログラムの成果について 

令和４年度を中心に行っていたオンラインでの SSH 研修プログラムにより，本校のオンライン通信

環境の設備と研修実施方法は十分に確立されている。令和５年度はほぼすべての SSH 研修プログラム

（巻頭カラー参照）を対面で行うことができたが，今後も校内外での対面での研修とオンラインでの

研修を併用しながら，より多くの生徒が参加し研修を通じて VGR の伸長が図れるよう，事前事後学習

も充実させながら実施していきたい。同時にこれまでと同様に複数の教員で SSH 研修を運営すること

で，各教員の教科指導における VGR 育成の研究にも影響を与えたり，SSH 研修の運営方法の継承を行

いながら，校内 SSH 運営の更なる活性化を図りたい。 

３．教科指導における VGR育成の結果について 

教科指導における VGR 育成についての研究結果としては，次に示すものがあげられる。 

・６年間の教科指導プログラムに基づき，VGR のうち特に伸長させたい項目を全教科で設定し，その

伸長を目指した授業を実施した。 

・５月と 11 月の２回，授業での VGR 伸長についてのアンケートを４件法により全教科で実施した（詳

細は P.59「第４章〔９．教科指導における VGR 育成の結果について〕」，P.72「関係資料」に掲載）。 

・全教員がアンケート結果を分析し，年２回の授業研修週間や教科会議，VGR 評価法に関する教員研

修，教員相互の授業見学等で，アンケート結果を活用した指導法の協議を行うことができた。 

・教員相互の授業見学回数は平均で年間約５回を超え，学校全体で VGR 育成の視点を取入れた，授業

研究を活発に行うことができるようになった。 

４．学際型課題研究活動の成果 

第Ⅲ期では特に普通科の学際型課題研究活動の充実化を図るため，次に示す取組を行った。 

・理数科の課題研究指導法を参考に普通科１・２年次生の課題研究指導用「ラボノート」を完成させ，

iPⅠ・Ⅱの課題研究活動で活用した。 

・１年次生でより実践的な課題研究活動の場面として，理数科と同じく「ミニ課題研究」を行った。 

・Google Workspace の様々なアプリケーションを用いて１・２年次の課題研究資料をクラウド上で一元

的に管理を行った。そして 2 年間で延べ 250 グループ以上の課題研究活動を行うことができた。 

・課題研究指導ログ（＝指導の記録）や研究報告書，研究ポスター等を蓄積することができた（研究

タイトル一覧は P.70「関係資料」に掲載）。そして，これらを基に各学年の研究論文集や研究ポス

ター集を作成し，関係機関に配付したり，校内に掲示したりすることで研究活動の充実を行った。 

・「iPⅠ・Ⅱ S 探Ⅰ・Ⅱ合同発表会」に鳥取県 SSH２校を招聘したり，本校代表生徒を２校の課題研

究発表会に派遣したりするなど，新たな交流と研究発表の機会を設定することができた。 

・岡山県教育委員会が主催する「高校生探究フォーラム」など様々な課題研究の外部発表会に代表生徒

を派遣した。 

理数科の課題研究活動の成果として，第Ⅱ期からの指導方法を進化させ，次に示す取組を行った。 

・普通科と同じく Google Workspace の様々なアプリケーションを活用したデータ処理や分析に関する指

導により，指導時間の確保や指導記録のデータ化，オンラインでの発表会への参加等，多くの点で

課題研究活動に有益な取組が実践できた。 

・美作大学・津山工業高等専門学校と高大連携による課題研究活動を実施することで研究レベルを向

上させることができた。 

・中間発表（７月）と校内発表（12 月）において SSH 運営指導委員が直接指導講評を行うことで，研

究レベルを向上させることができた。 

・12 月に芸術系指導員による「ポスタープレゼン指導講座」を約１週間放課後に行うことで，プレゼ

ンテーション技術を向上させることができた。 

・３年次においても研究発表活動を継続し，多くの学会で研究活動の成果を発表することができた。 

５．SSH科学部を中心とした科学系コンテスト・ボランティア活動の成果 



科学系コンテスト等の成果としては，令和４年度 SSH 生徒研究発表会において「ポスター発表賞」

を受賞したり，日本金属学会春期講演大会高校生・高専学生ポスター発表において，日本金属学会長

賞などを３年連続で受賞したりするといった成果を得ることができた。他にも多くの学会や発表会等

に本校の課題研究グループが参加し，様々な評価を得ることができた（詳細は P.50「第３章５．大会

成績」に掲載）。新型コロナウイルス感染拡大前に比べると科学系コンテストのエントリー数は減少

しているが，上記のように全国レベルで評価を得る課題研究も複数見られる。今後は受賞したグルー

プの課題研究指導ログの分析を行うことで，次年度の課題研究活動にいかし，より多くの生徒が科学

系コンテストに参加できるよう，各教員が指導している課題研究レベルの向上を図りたい。 

 他には，令和４年度から再開した「美作サイエンスフェア」では，地元企業のブース出展もあり地

域と協働した科学教育の一助となっている。また，生徒ボランティアも毎年 50 名以上が参加し，彼ら

のアンケート結果分析より，科学コミュニケーションスキル向上にも非常に効果があることがわかった。 

６．卒業生の進路調査結果について 

SSH 第Ⅰ期のうち平成 26 年度から 28 年度まで本校の様々な SSH プログラムに取り組んだ理数科

卒業生の多くが本年度就職したことから，彼らの進路について調査を行った。その結果，約半数の生

徒が理工系企業に就職し，開発やシステムエンジニアとして活躍をしていることが分かった。また，

博士課程後期に進学している卒業生２名は，それぞれ東京大学と京都大学で自然科学分野の研究を続

けており今後研究者としての道を進んでいくことになると思われる。 

○ 実施上の課題と今後の取組 

１．VGR育成について，行動を変容させる場面の設定 

第Ⅲ期からは（V）の伸長について「意識や姿勢の変化」と「行動の変化」という２つの尺度からそ

の伸長を分析した。そして，他者と協力し研究を進める学際型課題研究の活性化により（V）の伸長を

試みたが，行動については多くの生徒で変化が見られないという示唆を得た。（G）と（R）について

も同様の傾向が伺える箇所もあり，課題研究や様々な研修で生徒が協働する場面を精査し改善するこ

とで，次年度は（V）について生徒が「行動の変化」も実感できるように努めたい。 
２．課題研究の更なる充実 

 普通科１年次生も「ミニ課題研究」を実施することで，１年次生全員が実践的な課題研究活動に取

組む環境を設定することができた。そして，対面指導と Google Classroom を用いたネットワーク上で

の指導という形態を活用し，より大規模な学際型課題研究活動を成功できたことは大きな成果である

と言える。この成果を基に次年度は学際型課題研究活動を更に充実させるため，普通科 iPⅡにおいて

文理融合型の課題研究指導への挑戦と更なる研究レベルの向上に取り組みたい。 

３．教科指導における VGR育成 

全教科において VGR 伸長に関する目標と評価項目を設定し，授業実践と成果の分析といった VGR
育成の視点を踏まえた授業サイクルを確立させることができた。その結果，全教科で VGR の伸長につ

いて十分な成果は得られてはいないが，教員相互の授業見学や各教科，OJT などいろいろな場面で指

導法について協議を行う際の共通の話題として全教員の授業力の向上に繋げることができ，次年度以

降も引き続き研究を進めていく予定である。 

４．科学系コンテスト・ボランティア活動参加の促進  

 令和５年度は「科学系コンテスト等エントリー数」，「入賞件数」，「科学普及活動参加者数」が

第Ⅱ期とほぼ同程度まで回復することができた。次年度は教員からのアナウンスや声掛けを強化し，

また SSH 科学部の活動と結び付けることで，より多くの生徒がエントリーし，放課後等に生徒がコン

テストの準備ができる環境を今以上に整備していきたい。 

５．地域の理科教育拠点校としての成果の発信 

 第Ⅲ期も地域や全国に向けての発表会の公開や SSH 科学部を中心とした科学系ボランティア活動を

通じて，科学教育の普及の一助となる活動を行うことができた。次年度は近隣小中学校で行っている

学習支援ボランティアネットワークを活用し，地域の小中学校と連携した新たな科学教育支援活動を

実施することで，地域の科学教育の基盤育成に貢献していきたい。 
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❷令和５年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

①  研究開発の成果  

○ 実施による成果とその評価 

令和５年度も研究開発課題「高い専門性とグローバルな視点を兼ね備え，科学や科学技術が関連

する科学的諸問題の解決に寄与できる，次世代トップサイエンティストの基盤となる‘Vision’,

‘Grit’,‘Research Mind’（以下 VGR と記す）の育成」の成果を分析するため，次の調査を高校

全校生徒と併設中学３年生を対象に 12月に実施した。さらに，各 SSH プログラムや教科指導にお

ける VGR 育成に関するアンケート結果，科学系コンテスト参加実績なども含め，SSH 第Ⅲ期２年

間における本校 SSH 事業の成果と課題について，多角的な視点から分析を行った。 

１．科学全般を扱う中高６年間の学際型課題研究カリキュラムと研修プログラムの開発の成果 

（１）次世代トップサイエンティストの基盤となる VGR の育成結果について 

SSH 第Ⅲ期では，SSH 事業による生徒の VGR 伸長について検証するため， SSH の取組によ

る生徒の VGR 伸長について，全生徒を対象に「意識や姿勢変化を問う質問（＝以下 A 項目と記

す）」と「行動変化を問う質問（＝以下 B 項目と記す）」を含んだ新たな質問紙調査（４件法）

を実施し，次の成果を得ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VGR 伸長に関する評価アンケート項目 

  1-A.将来はグローバルに活躍したいと思う。

 1-B.日頃から国際的な活動についての情報を見つけようとしている。

 2-A.将来は世界と未来に貢献したいと思う。

 2-B.将来自分が解決に向け貢献したい社会的課題を決めており目標としている。

 3-A.新しいことを発見したり，新たな分野を切り拓いたりしていきたいと思う。

 3-B.現状の知識や考え方に満足せず、自分から新しい知識や考え方を探し求めている。

 4-A.様々な課題に対してもあきらめず，粘り強く取り組んで物事を成し遂げたいと思う。

 4-B.課題に対して明確な目標を設定し、失敗してもあきらめず何度も取組もうとしている。

 5-A.将来の目標に向かって日々努力しようとしている。

 5-B.将来の目標の達成のために、自分で決めたことを継続的に行っている。

 6-A.試行錯誤を乗り越えて取り組みたいと思う。

 6-B.課題解決のためにあきらめず様々な方法でその解決を試みている。

 7-A.未知の事柄に対し，真実を探究し明らかにしていきたいと思う。

 7-B.知らないことでも積極的に情報を集め、論理的に考えながら新たな結論を導き出している。

 8-A.独自なものやアイデアを作り出したいと思う。

 8-B.新たな発見を大切にし、それらを発表したり他者と議論している。

 9-A.科学的な見方に基づいて物事を考えたいと思う。

 9-B.信頼性のある根拠やデータを用いて、論理的に説明・考察するようにしている。
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・普通科３年次生では特に（G）の質問項目で肯定的回答割合（「あてはまる」と「ややあてはまる」

の合計）が高く，理数科３年次生では（R）の質問項目で肯定的回答の割合が高い結果であった。 

・全体としては普通科・理数科共に年次が進むにつれ VGR 伸長を実感している生徒の割合が増加

傾向にあり，特に理数科３年次では，ほとんどの質問項目で「そう思う」と回答する生徒が半数

を超える結果であった（１・２年次の結果は P.52「第４章 実施の効果とその評価」に掲載）。 

・１・２年次の（R）の質問項目について，第Ⅱ期に比べ肯定的回答の割合が高くなっている。令

和４年度１年次生にも同様の傾向が見られ，第Ⅲ期から取り組んでいる「ミニ課題研究」をはじ

めとする学際型課題研究活動の実践により向上したと考えられる。 

（２）普通科・理数科の VGR アンケート結果の比較について 

先ほどの VGR 伸長についてのアンケート結果について，普通科と理数科の肯定的回答の割合の

差を下図にまとめた。全体的には理数科の方が肯定的回答の割合が高い傾向にあり，特に１・２年

次で顕著な差が見られた。この原因としては，SSH 指定第Ⅰ～Ⅱ期に開発したプログラムが理数

科を中心としていたことから指導体制が確立しており，理数科の方が VGR の伸長とそれによる「意

識や姿勢の変化」と「行動の変化」が顕著に表れたものと考えられる。しかし，令和４年度の結果

と比べると，特に１年次生で普通科と理数科の肯定的回答割合の差は減少傾向にあり（下図左），

第Ⅲ期で実施している学際型課題研究活動や基礎統計学講座など，１年次より形式科学分野の活動

を増やしたことが普通科生徒の VGR 伸長にいい影響を与えていると言える。 

普通科と理数科の VGR アンケートでの肯定的回答割合の差（令和５年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

普通科と理数科の VGR アンケートでの肯定的回答割合の差（令和４年度） 
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（３）令和４年度と５年度での VGR アンケート結果の比較について 

次に，同一生徒の年次進行による VGR の伸長について分析するために，第Ⅲ期２年間の中心年

次である令和５年度２年次生について，各質問項目の令和４年度の肯定的回答割合と有意な差があ

るかどうかについて等分散を仮定した t 検定を用いて検証を行った。その結果，普通科の（G）の

B項目において令和４年度と５年度に有意な差がいくつか見られた。このことから、年次が進行す

るにしたがって（G）が伸長し，（G）に関連した行動に変容が見られることが明らかとなった。

しかし，（R）については，いくつかの B 項目で肯定的回答割合の減少に有意な差が見られた。こ

の理由の１つとして，生徒へのインタビューから２年間の課題研究活動での様々な試行錯誤によっ

て，課題研究の探究者として彼らの目指す理想が高度化したことが原因と考えられる。また，（V）

については普通科理数科ともに２年間に有意な差は見られなかったことから，（V）については年

次が進行しても（G）のような伸長が実感できていないということも明らかとなった。この分析結

果を踏まえ次年度は（V）と（R）について「行動の変容」を実感できる場面の再設定を行いたい。 
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図 10 肯定的回答割合の過年度との比較（普通科） 
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図 11 肯定的回答割合の過年度との比較（理数科） 
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図中＊＊は有意確率１%以下で有意差が認められた質問項目を表している。 

（４）VGR 伸長についての総合的な分析について 

最後に今回の質問項目の解答傾向を比較分析することで，VGR の伸長について総合的に考察を

行った。方法としては，高校２年次のアンケート結果について，多次元尺度法を用いて回答の類似

性を２次元座標で表し，彼らの令和４年度のアンケート結果と比較した。 

下図の見方として，●は（V）に関する質問項目（１-A～３-B）の回答結果，△は（G）に関す

る質問項目（４-A～６-B）の回答結果，×は（R）に関する質問項目（７-A～９-B）の回答結果を

それぞれ示している。生徒の回答が似ている質問項目同士は，プロット間の距離は短くなり，逆に



回答傾向が似ていない質問項目同士はプロット間の距離は長く表示されている。また，各楕円は

（V）（G）（R）それぞれの回答結果の広がりを示している。分析の仮説としては，VGR三要素

の各６問の質問項目のプロット間の距離は短くなる（＝プロットは集まる）傾向にあると考えられ

る。そして，各年度の VGRの回答を含む各楕円の面積について，令和４年度の面積 S に対する令

和５年度の面積 S’の比率（S’/S）求めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度結果               令和５年度結果 

各質問項目の回答傾向の類似性と過年度との比較（普通科） 
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 各質問項目の回答傾向の類似性と過年度との比較（理数科） 

各質問項目の回答傾向の類似性について比較結果 

普通科 （V） （G） （R）  理数科 （V） （G） （R） 

S’/S 3.01 0.77 0.69  S’/S 1.18 1.99 0.39 

結果としては，普通科・理数科ともに（R）については面積比（S’/S）が１より小さくなってい

ることから，年次の進行により回答傾向が似てくる傾向が見られた。第Ⅲ期から実施している普通

科１年次生のミニ課題研究や基礎統計学講座など課題研究の実践的場面を増やしたことが，（R）

の回答傾向が類似してくる要因となったと考えられる。一方で（V）については普通科・理数科と

：（R）の回答の広がり ：（G）の回答の広がり ：（V）の回答の広がり 

：（R）の回答の広がり ：（G）の回答の広がり ：（V）の回答の広がり 
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もに（R）の傾向とは異なり，年次の進行により回答が分散する傾向にあることがわかった。（V）

については，SSH 事業の研修や講演会への参加の回数等の違いが（V）の伸長の個人差に影響して

いることが考えられる。 

２．科学技術人材育成のための研修プログラムの成果について 

令和４年度を中心に行っていたオンラインでの SSH 研修プログラムにより，本校のオンライン

環境での設備と研修実施方法は十分に確立されている。令和５年度はほぼすべての SSH 研修プロ

グラム（巻頭カラー参照）を対面で行うことができたが，今後も校内外での対面での研修とオンラ

インでの研修を併用しながら，より多くの生徒が参加し，研修を通じて VGR の伸長が図れるよう，

事前事後学習も充実させながら実施していきたい。同時にこれまでと同様に複数の教員で SSH 研

修を運営することで，各教員の教科指導における VGR育成の研究にも影響を与えたり，SSH 研修

の運営方法の継承を行いながら，校内 SSH 運営の更なる活性化を図りたい。そのことで SSH 研修

プログラムの成果が学校全体の取組にも活用され，学校全体への成果の波及が期待できる。以下に

第Ⅲ期に実施した主な SSH 研修プログラムの参加人数をまとめた。 

主な SSH 研修プログラム（＊はオンラインでの参加人数） 

名称 内容等 
本校参加人数   

R04 年度 R05 年度   

S 探Ⅰ講演会 東京大学学生による課題研究に関する講演 40名＊ 40名   

SSH 成果報告会 
トップサイエンティストによる基調講演と SSH

海外研修報告，課題研究代表グループの発表 
中高全生徒 中高全生徒 

  

SSH ライフサイエンス研修 福山大学教員による講義と交流 33名 22名   

SSH 東京研修 東京大学教員による講義と交流 21名＊ 20名   

SSH 京都大学研修 京都大学教員による講義と交流 33名 32名   

津山中央病院実習 津山中央病院医師による講義と実習 12名 15名   

卒業生と語る会 東京大学，大阪大学等に在学卒業生との交流 90名＊ 32名   

NS/MS/SSワークショップ 各分野のトップサイエンティストとの交流 45 名 47 名   

ポスター作成講座 岡山大学教員によるプレゼンテーション技術講座  30名＊ ―   

SSH 地球環境研修 鳥取大学において研究者による講義と実習 31名 18名   

海外研修トークセッション 海外トップサイエンティストとの交流 34名＊ ―   

SSH 博物館研修 津山自然のふしぎ館での講義と実習 30名 36名   

理数科講演会 自然科学分野トップサイエンティストによる講演  80名 80名   

SSH 海外研修 MIT 研究者による講義と交流 12名＊ ６名＊   

SSH 大阪大学研修 大阪大学教員による講義と交流 27名 35名   

３．教科指導における VGR 育成の結果について 

教科指導における VGR育成についての研究結果としては，次に示すものがあげられる。 

・全教科で６年間の教科指導プログラムに基づき，VGR のうち特に伸長させたい項目を設定し，

その伸長を目指し授業を実践した。 

・５月と 11 月の２回，次の表に示す授業アンケートを４件法により全教科で実施した（次頁）。

図は（V）の伸長を目指し，授業を実践した１年次生の物理基礎のアンケート結果である。 

・全教員がアンケート結果を分析し，年２回の授業研修週間や教科会議，VGR 評価法に関する教

員研修，教員相互の授業見学等で，アンケート結果を活用した指導法の協議を行うことができた。 

・教員相互の授業見学回数は平均で年間約５回を超え，学校全体で VGR 育成の視点を取入れた，

授業研究を活発に行うことができるようになった。  

 



教科指導における VGR 育成アンケート 

１ この授業で今までになかった見方や考え方ができる

ようになり，新たな学習への意欲につながった。（V） 

２ 授業中，目標の達成に向けて最後まで粘り強く取り

組もうとしている。（G） 

３ 授業を通して，この科目に関する興味・関心が高ま

っている。（R） 

４ 授業中の問いや他者の意見，課題によって，自分の

考えを広げたり深めたりすることができている。 

５ この科目について，予習，復習，課題なども含め，

学力をつけるために勉強方法を工夫できている。 

６ 自らの考えを記述したり話し合ったりする活動を通

じて，他の人と考えを共有することができている。 

７ この授業に満足している。 

４．学際型課題研究活動の成果 

〇第Ⅲ期の課題研究活動では，特に普通科の学際型課題研究活動の充実化を図るため，次に示す

取組を行った。 

・理数科の課題研究指導法を参考に普通科１・２年次生の課題研究指導用「ラボノート」を完成さ

せ，iPⅠ・Ⅱの課題研究活動で活用した。 

・１年次生において，より実践的な課題研究活動の場面として，理数科での課題研究指導方法を応

用し「ミニ課題研究」を行った。 

・統計手法の基礎を学ぶ「基礎統計学講座」の教材を作成し，理数科も含めた１年次生全員に実施した。 

・Google Workspace の様々なアプリケーションを用いて１・２年次の課題研究資料をクラウド上で

一元的に管理を行った。これにより 2 年間で延べ 250 グループ以上の課題研究活動資料を蓄積

することができた。 

・課題研究指導ログ（＝指導の記録）や研究報告書，研究ポスター等を蓄積することができた（研

究タイトル一覧は P.70「関係資料」に掲載）。そして，これらを基に各学年の研究論文集や研究ポ

スター集を作成し，関係機関に配付したり，校内に掲示することで研究活動の充実を行った。 

・「iPⅠ・Ⅱ S 探Ⅰ・Ⅱ合同発表会」に鳥取県 SSH２校を招聘したり，本校代表生徒を２校の課

題研究発表会に派遣するなど，新たな研究発表の機会を設定することができた。 

・岡山県教育委員会が主催する「高校生探究フォーラム」を始めとする，様々な課題研究の外部発

表会に代表生徒を派遣した。 

〇理数科の課題研究活動の成果として，第Ⅱ期からの指導方法を進化させ，次に示す取組を行った。 

・普通科と同じく Google Workspace の様々なアプリケーションを活用したデータ処理や分析に関す

る指導により，指導時間の確保や指導記録のデータ化，オンラインでの発表会に参加等，多くの

点で課題研究活動に有益な取組が実践できた。 

・美作大学・津山工業高等専門学校と連携し，高大連携による課題研究活動を実施することで研究

レベルを向上させることができた。 

・中間発表（７月）と校内発表（12 月）において SSH 運営指導委員が直接指導講評を行うことで，

研究レベルを向上させることができた。 

・12 月に芸術系指導員による「ポスタープレゼン指導講座」を約１週間放課後に行うことで，プ

レゼンテーション技術を向上させることができた。 

・３年次においても研究発表活動を継続することで，多くの生徒が学会に参加し，引き続き研究活

動の成果を発表することができた。 

教科指導における VGR 育成アンケート

結果（１年物理基礎 N＝150） 
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５．SSH 科学部を中心とした科学系コンテスト・ボランティア活動の成果 

科学系コンテスト等では，課題研究活動の成果として，令和４年度 SSH 生徒研究発表会で「ポ

スター発表賞」を受賞したり，日本金属学会春期講演大会高校生・高専学生ポスター発表で「日本

金属学会長賞」などを受賞したりすることができた。他にも多くの学会や発表会等に本校の課題研

究グループが参加し，様々な評価を得ることができた（詳細は P.50「第３章５．大会成績」に掲載）。

特に令和４年度は新型コロナ感染拡大防止のため，紙面開催やオンライン開催が多かったが，生徒

は限られた発表条件の中で研究成果をアピールすることができた。新型コロナウイルス感染拡大前

に比べると科学系コンテストのエントリー数は減少しているが，上記のように全国レベルで評価を

得る課題研究も複数見られることから，今後は受賞したグループの課題研究指導ログの分析を行う

ことで，次年度の活動にいかし，より多くの生徒が科学系コンテストに参加できるよう，各教員の

指導力向上と連携を強化したい。 

 他には，令和４年度から再開した「美作サイエンスフェア」では，近隣高校や地元企業のブース

出展もあり地域と協働した科学教育の推進の一助となっている。生徒ボランティアも毎年 50 名以

上が参加し，アンケート結果分析より，彼らの科学

コミュニケーションスキルの向上にも非常に効果があ

ることがわかった。現在定期的に行っている，本校

生徒の近隣中学校への学習支援活動も好評である

ことから，次年度はこうした地域と連携したボラン

ティア活動で，科学教育への貢献と生徒のコミュニケ

ーションスキルの向上方法について研究を継続する。 

６．卒業生の進路調査結果について 

SSH 第Ⅰ期のうち平成 26 年度から 28 年度まで本校の様

々な SSH プログラムに取り組んだ理数科卒業生の多くが本

年度就職したことから，彼らの進路について調査を行った。

結果としては，約半数の生徒が理工系企業に就職し，開発や

システムエンジニアとして活躍をしていることが分かった。

また，博士課程後期に進学している卒業生２名は，それぞれ

東京大学と京都大学で自然科学分野の研究を続けており，今

後研究者としての道を進んでいくことになると思われる。 

７．SSH の成果普及と地域への貢献 

○ 研究成果の普及について 

本校 SSH 事業での様々な成果は主に次に示す手法でその発信・普及を行った。 

・SSH の各取組の様子をブログに掲載したり，開発した資料や教材等を本校ホームページで公開 

・定期的に情報紙を作成し，近隣の小中学校へ配付，新聞等のメディアによる紹介 

・鳥取県 SSH２校との生徒・教員の交流により本校の SSH 事業成果の紹介 

・全国 SSH 指定校や「津山サイエンスネットワーク」により SSH 事業の研究開発を協働している

関係機関へ研究開発実施報告書等の成果物を配付 

・SSH 成果報告会や課題研究発表会の対面とオンラインを使った公開 

・本校オープンスクールや近隣地域での学校説明会において SSH 事業の紹介 

・地域の博物館等と連携し SSH 科学部による実験教室の開催 

・学校訪問などの学校交流において，本校の取組の紹介や成果物の配付 

今後も様々な方法で本校 SSH 事業内容について紹介を行いたい。同時に本校全教員が SSH 事業

に関わる体制を継続しながら，SSH 事業をさらに発展進化させ，新たな成果の発信を目指す。 

第Ⅱ期～第Ⅲ期の科学コンテストエントリー数と 

入賞件数，科学普及活動参加人数の変容 

平成 28 年度卒業生の進路について（N＝31） 
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②  研究開発の課題  

１．VGR 育成について，行動を変容させる場面の設定 

第Ⅱ期５年間で行った研究開発により，（V）の伸長のためには，生徒にとって未知の世界との

出会いや新たな発見の機会を提供するだけでなく，他者と協働し学ぶことができる活動を取入れる

ことが重要であることが明らかとなった。第Ⅲ期はさらに，（V）の伸長による「意識や姿勢の変

化」と「行動の変化」という２つの尺度からその伸長を分析した。そして，他者と協力し研究を進

める学際型課題研究の活性化により（V）の伸長を試みたが，「行動の変化」については多くの生

徒がまだ見られないという示唆を得ることができた。（G）と（R）についても同様の傾向が伺え

る箇所もあり，課題研究や様々な研修で生徒が協働する場面を精査し改善することで，次年度は生

徒が（V）について「意識や姿勢の変化」だけでなく「行動の変化」を実感できるように努めたい。 

２．課題研究の更なる充実 

 令和４年度より，普通科１年次生も「ミニ課題研究」を実施することで，１年次生全員が実践的

な課題研究活動に取組む環境を設定することができた。そして，第Ⅱ期５年間において理数科課題

研究指導で構築した対面指導と Google Classroom を用いたネットワーク上での指導という形態を

活用したより大規模な学際型課題研究活動に成功したことは大きな成果であると言える。次年度は

この成果を基に学際型課題研究活動の充実を更に目指すため，普通科 iPⅡにおいて文理融合型の課

題研究指導の挑戦と更なる研究レベルの向上に取り組みたい。 

３．教科指導における VGR 育成 
令和４年９月に岡山大学教育推進機構 中山 芳一 准教授による「VGR 伸長の評価に関する教員

研修」を本校で実施し，新たな VGR 伸長に関する評価項目を設定することができた。そして令和

５年度には全教員が VGR 育成の視点を踏まえた授業実践による成果をアンケート調査から分析で

きる環境を設定することができた。これにより各教員が VGR 育成の視点を持ちながら授業計画と

実践，振返りという PDCA サイクルを回すことができた。分析の結果，VGR の伸長はまだ十分で

はなかったが，教員相互の授業見学や各教科，OJT 等いろいろな場面で指導法について協議を行う

際の共通の話題として全教員の授業力の向上に繋げることができるようになったことから，次年度

以降も引き続き研究を進めていく予定である（分析結果は P.59「第４章 ９．教科指導における VGR

育成の結果について」に掲載）。そして，教科指導での VGR の育成を通じて本校の授業力の更な

る向上を目指したい。同時に授業改善について先進的な研究を行っている学校への視察等を行い，

本校の教科指導における VGRの育成研究に還元したい。 

４．科学系コンテスト・ボランティア活動参加の促進  

 令和５年度は「科学系コンテスト等エントリー数」，「入賞件数」，「科学普及活動参加者数」

が第Ⅱ期とほぼ同程度まで回復することができた。新型コロナウイルス感染拡大による活動の制限

がほぼなくなり，学校での科学系コンテスト・ボランティア活動準備時間が増加したことが主な要

因であると考えられる。次年度は教員からのアナウンスや声掛けを強化し，また SSH 科学部の活

動と結び付けることで，より多くの生徒がエントリーし，放課後等に生徒がコンテストの準備がで

きる環境を今以上に整備していきたい。 

５．地域の理科教育拠点校としての成果の発信 

 第Ⅲ期も地域や全国に向けて「SSH 成果報告会」や「S 探Ⅱ課題研究発表会」等を公開するこ

とで，本校 SSH 事業の成果を発信した。また，SSH 科学部を中心に「美作サイエンスフェア」も

再開し，地域の高校・大学・高専・企業と協働で科学教育の普及の一助となる活動が実施できた。

次年度は近隣小中学校で行っている学習支援ボランティアネットワークを活用し，地域の小中学校と連

携した新たな科学教育支援活動を実施することで，地域科学教育の基盤育成に貢献していきたい。 

 



第１章 研究開発の課題 

１. 学校の概要 

（１） 学校名： 岡山
おかやま

県立
けんりつ

津
つ

山
やま

高等学校
こうとうがっこう

    校長名： 滝澤 浩三 

（２） 所在地： 岡山県津山市椿高下 62 番地 

電話番号： 0868-22-2204    FAX 番号： 0868-22-3397 

（３） 課程・学科・年次別生徒数，学級数及び教職員数 

①  課程・学科・年次別生徒数，学級数（令和５年４月１日時点） 

課

程 
学科 

第１年次 第２年次 第３年次 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

全

日

制 

普通科 

(自然コース) 
201 5 

196 

(85) 

5 

(2) 

197 

(80) 

5 

(2) 

594 

(165) 

15 

(4) 

理数科 40 1 40 1 39 1 119 3 

併設中学校 80 2 80 2 79 2 239 6 

計 321 8 316 8 315 8 952 24 

  ② 教職員数 

職名 
校

長 

副

校

長 

教

頭 

主

幹 

教

諭 

指

導

教

諭 

教

諭 

養

護 

教

諭 

常

勤 

講

師 

非

常

勤

講

師 

実

習 

助

手 

A  

L  

T 

事

務

部

長 

事

務 

職

員 

司

書 

その

他 
計 

高等学校 
1 

1 1 1 3 47 1 5 5 
2 

3 1 1 5 1 3 81 

中学校 1 0 1 0 14 1 1 4 0   1  1 24 

  

２. 研究開発の課題 

（１） 研究開発課題 

高い専門性とグローバルな視点を兼ね備えた次世代トップサイエンティストの育成 

（２） 実践および実践の結果の概要 

高い専門性とグローバルな視点を兼ね備え，科学や科学技術が関連する科学的諸問題の解決に

寄与できる，次世代トップサイエンティストの基盤となる‘Vision’，‘Grit’，‘Research Mind

’（VGR）育成に向け，① 科学全般を扱う中高６年間の学際型課題研究カリキュラムの開発，② 

次世代トップサイエンティスト育成のための学校設定科目と研修プログラムの開発，③ 教科指導

における VGR 育成方法の研究，④ 各取組を外部から支援し協働研究する『津山サイエンスネッ

トワーク』の拡大を行い，その効果検証を行った。 

  

○科学全般を扱う中高６年間の学際型課題研究カリキュラムの開発 

【普通科】 

・学校設定教科「サイエンス」に４科目５単位の学校設定科目を開設した。結果，普通科３年次

生の VGR に関する意識・行動変容調査（12 月実施・４件法）において，VGR 各項目とも「SSH

の取組によって向上した」との肯定的回答平均が 77%（令和４年度 72%）であった。 

【理数科】 

・学校設定教科「サイエンス」に５科目７単位の学校設定科目を開設した。結果，理数科３年次



生の VGR に関する意識・行動変容調査（12 月実施・４件法）において，VGR 各項目とも「SSH

・理数科の取組によって向上した」との肯定的回答平均が 79%（令和４年度 75%）であった。 

 【中学校】 

・高校課題研究の基礎となる力を育成するため，「サイエンス探究基礎」，「“イングリッシュ”

ロード」，「課題探究活動」，「エクスプレッション」によって問題発見力と研究基礎力・表現力

を向上させる取組を行った。結果，身に付いた力を VGR 育成の尺度で問う中学３年生アンケ

ート調査で，全項目について肯定的回答の平均が 85％（令和４年度 75%）であった。 

・中学３年生の VGR に関する意識・行動変容調査（12 月実施・４件法）において，VGR 各項

目とも「SSH の取組によって向上した」との肯定的回答の平均が 76%（令和４年度 69%）で

あった。 

 ○次世代トップサイエンティスト育成のための学校設定科目と研修プログラムの開発 

 【研究者育成のための学校設定科目】 

・学校設定教科「サイエンス」に６科目６単位の科目を開設した。そして VGR 伸長に関するア

ンケート調査（12 月実施・４件法）において，特にナチュラルサイエンスⅠ・Ⅱ，メディカ

ルサイエンスⅠ・Ⅱ，ソーシャルサイエンスⅠ・Ⅱ受講者の肯定的回答割合平均が（V）74%，

（G）91%，（R）87%となり，非選択者の（V）62%，（G）84%（R）71%に比べ高い結果で

あった。 

 【研究者育成のための研修プログラム】 

・大学・研究機関と連携して実験・体験等を行う「大学・研究機関連携研修」，研究者を招聘し

て講義・講演を行う「SSH 科学セミナー」を対面とオンラインで実施した。 

・国際性育成に向け，オンラインでの SSH 米国海外研修と関係する海外研修研究者との交流プ

ログラムを３回実施した（令和４年度）。 

 ○「津山サイエンスネットワーク」の構築 

・大学・研究機関・関係機関等によるネットワークを構築し，SSH 活動を連携支援いただいた。 

・鳥取県の SSH 校２校とも学校訪問や課題研究発表会などで生徒・教員の交流を行うことで連

携を深めた。 

 

第２章 研究開発の経緯 

１. 研究開発の概要 

○６年間に拡張した中高一貫課題研究カリキュラムの開発 

【併設中学校】 

（ア）「サイエンス探究基礎」（中学校１年～３年，週１時間） 

中学校と高校の理科教員による TT で実施した。 

（イ）「“イングリッシュ”ロード」（中学校１～３年，週１時間） 

英語科教員と外部講師により実施した。 

（ウ）「課題探究活動」，「エクスプレッション」（中学校１～３年，週２時間） 

中学校教員全員により実施し，３年生では課題研究を行った。 

【高等学校】 

学校設定教科「サイエンス」に次の学校設定科目を開設，実施した。 

（エ）「サイエンス探究Ⅰ（S 探Ⅰ）」（理数科１年次１単位） 

物理・化学・生物の各科目担当を含む教員３名により実施した。 

（オ）「十六夜プロジェクトⅠ（iPⅠ）」（普通科１年次１単位） 



１年次団所属の教員全員によりゼミ形式で課題研究活動等を行った。 

（カ）「サイエンスリテラシーⅠ（SLⅠ）」（普通科・理数科１年次２単位） 

情報科の教員により実施した。 

（キ）「サイエンス探究Ⅱ（S 探Ⅱ）」（理数科２年次２単位） 

理科・数学科の教員 12 名および大学・高専の教員４名により実施した。またプレゼンテー

ション指導 TA と外部講師を活用し，情報科教員とも連携を行った。 

（ク）「十六夜プロジェクトⅡ」（iPⅡ）（普通科２年次１単位） 

２年次団所属の教員全員によりゼミ形式で課題研究活動等を行った。 

（ケ）「サイエンスリテラシーⅡ（SLⅡ）」（理数科２年次１単位）※令和４年度実施 

英語科と数学科の教員各１名および ALT１名による TT で実施した。 

（コ）「サイエンス探究Ⅲ（S 探Ⅲ）」（理数科３年次１単位） 

３年次団所属の理科教員・理数科担任・副担任により実施した。 

（サ）「十六夜プロジェクトⅢ（iPⅢ）」（普通科３年次１単位） 

３年次団所属の教員全員により実施した。 

○研究者を活用した研究者育成のための学校設定科目と研修プログラムの開発 

【研究者育成のための学校設定科目について】 

学校設定教科「サイエンス」に次の科目を開設した。 

（ア）「ナチュラルサイエンスⅠ・Ⅱ（NSⅠ・Ⅱ）」（普通科・理数科２～３年次各１単位） 

理科・数学科の教員７名および外部講師の活用により実施した。 

（イ）「メディカルサイエンスⅠ・Ⅱ（MSⅠ・Ⅱ）」（普通科・理数科２～３年次各１単位） 

理科・数学科の教員５名および外部講師の活用により実施した。 

（ウ）「ソーシャルサイエンスⅠ・Ⅱ（SSⅠ・Ⅱ）」（普通科２～３年次各１単位） 

国語科・英語科・地歴科の教員６名および外部講師の活用により実施した。 

【研究者育成のための研修プログラムについて】 

（ア）SSH 地球環境研修（理数科１年次生希望者） 

   11 月に日本きのこセンターから研究者を招聘し，鳥取大学において菌類の植生に関する研

修を実施した。  

（イ）SSH 東京研修（普通科・理数科１年次生希望者） 

８月に東京大学において東京大学の教員４名による研修を実施した。また本校教員による事

前研修を２回行い，研修のための基礎的内容の教授を行った。 

（ウ）SSH 科学セミナー（各種） 

  理数科１・2 年次生対象の放射線セミナー（７月）や SSH 理数科講演会（２月）等を実施した。 

（エ）SSH 米国海外研修（普通科・理数科２年次生選抜） 

  グローバルな視野と世界を目指す意識を育てるため，６月より金曜日の放課後に事前研修

を 20 回行った。 その成果として MIT の研究員をはじめとする世界で活躍する研究者との

オンラインでの講義と交流を 12 月から３月にかけて複数回実施した。 

○「津山サイエンスネットワーク」の構築と活用 

大学・研究機関・同窓会等との連携ネットワークを構築し，学校設定科目・各種研修・VGR

生徒アンケートの作成等での協力と指導助言を得た。 

○ＳＳＨ科学部（中学校・高等学校）の充実 

年間を通して科学オリンピック・科学系コンテスト入賞に向けた研究活動を行った。また，

中高 SSH 科学部の連携強化に向けて「美作サイエンスフェア」，「サイエンスチャレンジ（11

月）」の参加準備など，いくつかの活動を協働で行った。 



○理数教育の拠点としての，地域と連携した科学普及活動・成果普及活動 

（ア）SSH 成果報告会等の開催 

 「SSH 成果報告会」を対面とリモートのハイブリット形式で開催した。自然科学の先端研

究者による講演と普通科・理数科３年次代表生徒の課題研究校内発表を行った。県内理数科

設置校をはじめとする校外の視聴希望校にはオンラインで配信することで，本校の研究成果

の普及を行った。 

（イ）情報誌「いざよい」 

SSH の取組とその成果を通信にまとめ，４回（５，６，10，11 月）地域に発信した。 

○評価及び報告書の作成 

 全校意識・行動変容に関する調査（12 月），各研修・行事の事後アンケートを実施し分析

した。そして，研究開発成果を研究開発報告書にまとめ，SSH 校・地域に配付するとともに，

本校ホームページに掲載することで地域に成果を発信した。 

２. 必要となる教育課程の特例等 

 学校設定教科「サイエンス」を設定し，課題研究充実のため次の学校設定科目を開設する。 

＜理数科＞ 

 １年次では，研究スキル育成のため学校設定科目「S 探Ⅰ」１単位，プログラミングや統計

処理の基礎なスキル，情報モラル・研究倫理観育成のため学校設定科目「SLⅠ」２単位を開設

する。これに伴って「総合的な探究の時間」１単位を減じ「S 探Ⅰ」で，「情報Ⅰ」２単位を

減じ「SLⅠ」でそれぞれ代替する。２年次では課題研究充実のため学校設定科目「S 探Ⅱ」２

単位を開設する。これに伴って「理数探究」２単位を減じ「S 探Ⅱ」で代替する。３年次では

キャリア形成に向けて学校設定科目「S 探Ⅲ」１単位を開設する。これに伴って「理数探究」

１単位を減じ「S 探Ⅲ」で代替する。 

＜普通科＞ 

課題研究とそれに必要な力およびキャリア形成に向けて学校設定科目「iPⅠ～Ⅲ」各年次１

単位を開設する。これに伴って「総合的な探究の時間」各年次１単位を減じ「iPⅠ～Ⅲ」で代

替する。また，１年次に学校設定科目「SLⅠ」２単位を開設し，「情報Ⅰ」２単位を減じ「SL

Ⅰ」で代替する。 

第３章 研究開発の内容 

１．学校設定科目について 

本章では，第Ⅱ期で構築した中高一貫６年間の課題研究カリキュラムを深化させ，科学全般を扱う

中高６年間の学際型課題研究カリキュラムの開発と，次世代トップサイエンティスト育成のための学

校設定科目と研修プログラムによる理系キャリア教育を実施するとともに，津山サイエンスネットワ

ークによって全面的に支援を行った。これらの取組により，「高い専門性とグローバルな視点を兼ね備

え，科学や科学技術が関連する科学的諸問題の解決に寄与できる，次世代トップサイエンティストの

基盤となる‘Vision’，‘Grit’，‘Research Mind’を育成できる」という仮説を検証するため，第Ⅱ

期から継続的に改良している「６年間に拡張した中高一貫課題研究カリキュラム」と「研究者育成の

ための研修プログラム」について報告する。 

「科学全般を扱う中高６年間の学際型課題研究カリキュラムの開発」については，併設中学校を含

めて課題研究を構造化する中高一貫課題研究カリキュラムとして「課題研究に係る学校設定科目」を

開発した（表１，２）。また，教科融合・外部連携を活用した「次世代トップサイエンティスト育成の

ための学校設定科目」を開発した（表３）。 

 



表１ 併設中学校でのカリキュラム 

学校・

学科 
中学校１年生 中学校２年生 中学校３年生 

対

象 

 科目名 授業時数 科目名 授業時数 科目名 授業時数  

中学校 

サイエンス 

探究基礎 
週１時間 

サイエンス 

探究基礎 
週１時間 

サイエンス 

探究基礎 
週１時間 

全

員 

“イングリッシュ” 

ロード 
週１時間 

“イングリッシュ” 

ロード 
週１時間 

“イングリッシュ” 

ロード 
週１時間 

全

員 

課題探究活動 

エクスプレッション 

週１時間 

週１時間 

課題探究活動 

エクスプレッション 

週１時間 

週 1 時間 

課題探究活動 

（課題研究） 
週２時間 

全

員 

表２ 高等学校での課題研究に係る学校設定科目 

学校・

学科 
高校１年次生 高校２年次生 高校３年次生 対象 

 科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数  

理数科 

サイエンス探究Ⅰ 

（S 探Ⅰ） 
１ 

サイエンス探究Ⅱ 

（S 探Ⅱ） 
２ 

サイエンス探究Ⅲ 

（S 探Ⅲ） 
１ 

理数科 

全員 サイエンスリテラシーⅠ 

（SLⅠ） 
２ なし  なし  

普通科 

十六夜プロジェクトⅠ 

（iPⅠ） 
１ 

十六夜プロジェクトⅡ 

（iPⅡ） 
１ 

十六夜プロジェクトⅢ 

（iPⅢ） 
１ 

普通科 

全員 サイエンスリテラシーⅠ 

（SLⅠ） 
２ なし  なし  

表３ 次世代トップサイエンティスト育成のための学校設定科目 

学校・学科 高校１年次生 高校２年次生 高校３年次生 対象 

 科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数  

普通科 

人文コース 
なし  

ソーシャルサイエンスⅠ 

（SSⅠ） 
１ 

ソーシャルサイエンスⅡ 

（SSⅡ） 
１ 

２年選択 12 名 

３年選択 13 名 

普通科 

自然コース 

・理数科 

なし  
ナチュラルサイエンスⅠ 

（NSⅠ） 
１ 

ナチュラルサイエンスⅡ 

（NSⅡ） 
１ 

２年選択 20 名 

３年選択 22 名 

なし  
メディカルサイエンスⅠ 

（MSⅠ） 
１ 

メディカルサイエンスⅡ 

（MSⅡ） 
１ 

２年選択 15 名 

３年選択 15 名 

○必要となる教育課程の特例とその適用範囲 

（１）令和４・５年度入学生 
学 科 開設する科目名 単位数 代替科目名 単位数 対 象 

理数科 

サイエンス探究Ⅰ（S探Ⅰ） １ 総合的な探究の時間 １ 
高校１年次 

サイエンスリテラシーⅠ（SLⅠ）  ２ 情報Ⅰ ２ 

サイエンス探究Ⅱ（S探Ⅱ） ２ 理数探究（総合的な探究の時間） ２ 高校２年次 

サイエンス探究Ⅲ（S探Ⅲ） １ 理数探究（総合的な探究の時間） １ 高校３年次 

普通科 

十六夜プロジェクトⅠ（iPⅠ） １ 総合的な探究の時間 １ 
高校１年次 

サイエンスリテラシーⅠ（SLⅠ）  ２ 情報Ⅰ ２ 

十六夜プロジェクトⅡ（iPⅡ） １ 総合的な探究の時間 １ 高校２年次 

十六夜プロジェクトⅢ（iPⅢ） １ 総合的な探究の時間 １ 高校３年次 

 



（２）令和３年度入学生 
学 科 開設する科目名 単位数 代替科目名 単位数 対 象 

理数科 

サイエンス探究Ⅰ（S探Ⅰ） １ 総合的な探究の時間 １ 
高校１年次 

サイエンスリテラシーⅠ（SLⅠ）  ２ 社会と情報 ２ 

サイエンス探究Ⅱ（S探Ⅱ） ２ 課題研究 ２ 
高校２年次 

サイエンスリテラシーⅡ（SLⅡ）  １ 総合的な探究の時間 １ 

サイエンス探究Ⅲ（S探Ⅲ） １ 総合的な探究の時間 １ 高校３年次 

普通科 

十六夜プロジェクトⅠ（iPⅠ） １ 総合的な探究の時間 １ 
高校１年次 

サイエンスリテラシーⅠ（SLⅠ）  ２ 社会と情報 ２ 

十六夜プロジェクトⅡ（iPⅡ） １ 総合的な探究の時間 １ 高校２年次 

十六夜プロジェクトⅢ（iPⅢ） １ 総合的な探究の時間 １ 高校３年次 

＜普通科＞ 

１，２，３年次では「総合的な探究の時間」各年次１単位を減じ，学校設定科目「iPⅠ・Ⅱ・Ⅲ」

を各年次１単位を開設する。「総合的な探究の時間」は「iPⅠ・Ⅱ・Ⅲ」で代替する。また「情報Ⅰ」

２単位を減じ，学校設定科目「SLⅠ」２単位を開設する。「SLⅠ」は，課題研究を一層充実させるた

め，SSH 第Ⅱ期目を深化させ ICT を活用した情報収集やデータ処理等に加えて，プログラミングや

統計処理の基礎など新たな科学的探究手法についても取り扱うことで「情報Ⅰ」を代替する。 

＜理数科＞ 

１年次では「総合的な探究の時間」１単位を減じ，学校設定科目「S 探Ⅰ」を開設する。「総合的な

探究の時間」は「S 探Ⅰ」で代替する。普通科と同様に，１年次「情報Ⅰ」２単位を減じ，学校設定

科目「SLⅠ」２単位を開設する。「SLⅠ」は課題研究をより充実させるため，SSH 第Ⅱ期を深化させ

ICT を活用した情報収集やデータ処理等に加えて，プログラミングや統計処理の基礎など新たな科学

的探究手法についても取り扱うことで「情報Ⅰ」を代替する。２年次では「理数探究」２単位を減じ，

学校設定科目「S 探Ⅱ」２単位を開設する。「理数探究」は「S 探Ⅱ」で代替する。３年次では「理数

探究」１単位を減じ学校設定科目「S 探Ⅲ」１単位を開設する。「理数探究」は「S 探Ⅲ」で代替する。 

○ 教育課程の特例に該当しない教育課程の変更 

  課題研究の内容を向上させるとともに，キャリア教育を充実させるため，学校設定教科「サイエン

ス」を設定し，理系キャリア教育のための次の学校設定科目を開設する。 

＜普通科・理数科共通＞（※：令和４・５年度入学生対象） 

理工農学系研究者の育成に向け，高度な専門知識と分野間をつなぐ力，社会で活用する力を育成す

る目的で，学校設定科目「NSⅠ」（２年次・選択・１単位），「NSⅡ」（３年次・選択・１単位）を開

設する。医学・生命科学系研究者育成に向け，同様の目的で「MSⅠ」（２年次・選択・１単位），「MS

Ⅱ」（３年次・選択・１単位）を開設する。「SLⅠ」で学んだ内容を発展させ，より高度なプログラミ

ングを用いたデータ処理などを学ぶために「SLⅡ」※（３年次選択，１単位）を開設する。 

＜普通科＞  

社会科学・人文科学系研究者育成に向け，同様の目的で「SSⅠ」（２年次・選択・１単位），「SSⅡ」

（３年次・選択・１単位）を開設する。 

＜理数科＞（※：令和４・５年度入学生対象） 

英語での科学実験や外国人・海外研究者との交流・連携を行い，科学コミュニケーション・リテラ

シーを育成する目的で「SSE（スーパーサイエンスイングリッシュ）」※（３年次・選択・１単位）を

開設する。 

 



２．科学全般を扱う中高６年間の 

学際型課題研究カリキュラム 

（１）併設中学校でのカリキュラム  

中学校理科 松本 郁弥 

１．研究開発の仮説 

２つの選択教科「サイエンス探究基礎」，「“イン

グリッシュ”ロード」と「課題探究活動」，「エクス

プレッション」により，３年間で系統的・教科横

断的に学習することで，社会で活躍するための

‘Vision’，‘Grit’，‘Research Mind’を身に付

けることができる。 

①「サイエンス探究基礎」では，第１学年で自然

事象を変数で考える力（R），第２学年で工夫す

る力（G），第３学年で探究する力（VGR）を育

成し，物事を論理的に解決することで，科学的な

見方（V）を身に付ける。 

②「“イングリッシュ”ロード」では，英語を通じ

て，言語や文化に対する理解を深め，積極的にコ

ミュニケーションを図ろうとする態度（G）を育

成し，聞く，話す，読む，書くなどの実践的コミ

ュニケーション能力（R）を養う。 

③「課題探究活動」では，第１学年「調べる力」

「プレゼンテーション能力」（R），第２学年「社

会に関わる力」「ポスター表現力」（R），第３学

年「深く探究する力」「論文作成能力」「プレゼン

テーション能力」（VGR）を育成する。 

④「エクスプレッション」では，第１学年でフィ

ンランドメソッドを取り入れ発想力，論理力，表

現力（R）を高め，発信力やコミュニケーション

能力（G）を育成する。第２学年ではディベート

に必要なスキルや考え方，物事を多面的に捉え

る思考力（R）を身に付け，社会への関心を深め，

社会に存在する課題解決に向けた建設的議論が

できる力（V）を育成する。 

２．研究開発の内容と方法 

 ＜サイエンス探究基礎＞ 

○ 指導者  中高理科教員３名による TT 

○ 指導計画  第１～３学年 毎週１時間 

第１学年 第２学年 第３学年 

変数概念定着期 

４～７月 
活動期 
４～９月 

活動期 
前年度２～８月 

変数応用期 
９～12月 

考察期 
10～11月 

執筆期 
９～11月 

工夫移行期 
１～２月 

発信期 
11～１月 

発信・終期 
12～２月 

○ 第１学年 テーマ：「変数」 

入力変数（独立変数）と結果の変数（従属変数）

の間の関係性を探り，科学的論理性に基づき思考

力を育成する。教材として FOSSなどを活用する。 

 

 

 

 

 

 

○ 第２学年 テーマ：「再現性」 

科学として最も重要な再現性について探究す

る。前半は再現性を客観的な数値にするための方

法について考え，標準偏差や相対標準偏差につい

て扱う。後半はチームで１つ実験テーマを決め，

その実験の再現性を高める方法について探究し，

レポートにまとめたり，スライドを用いて発表し

たりする活動を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 第３学年 テーマ：「探究」 

「課題探究活動」の時間と合わせて，1 人 1 題の

課題研究を行う。興味・関心に応じてテーマ設定

を行う。中学校教員全員でゼミを構成し指導する。

課題研究発表会はステージ発表とポスターセッ

ションで実施し，中学校全生徒が参加し，高校生，

保護者，教育関係者に公開する。高校での普通科

十六夜プロジェクト，理数科サイエンス探究にス

ムーズに移行できるよう，課題研究のプロセスを

全員が経験することも重要な目的としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜“イングリッシュ”ロード＞ 

○ 指導者   英語科教員とＡＬＴによるＴＴ 

○ 指導計画  第１～３学年 毎週１時間 

第１学年 第２学年 第３学年 

目標 

All English で行う様々な表現活動を通して， 

言語の４技能を実践的に鍛える。 

積極的にコミュニケーションをとろうとする 

態度を育てる。 

１分程度の
聴衆を意識
したスピー
チができる。 

２分程度のス
ピーチと簡単
なディベート
ができる。 

３分程度のス
ピーチとプレ
ゼンテーショ
ンができる。 

スピーキングに重点を置き，英語授業の学びを

実践的な形でアウトプットする。スピーチの作

成・暗唱，ディクテーション，早口言葉，英語暗算，

科学・地理に関するクイズ，ディベート等を行う。 

学年とともに難易度を上げ，スピーチの暗唱を

軸に取り組む。１～３分程度のスピーチを覚え，

アイコンタクトやジェスチャーを交え発表する。

スピーチの内容は，自分に関すること，日本文化，

世界の国々，恐竜や宇宙等，多岐にわたる。 

伝える，聴こうとする態度を育成することでス

ピーチやプレゼンテーションの練習とし，課題探

究活動と “イングリッシュ”ロードの双方に活か

せるよう進めている。また，長いスピーチでも一

生懸命覚えて発表することで，英会話に必要な型

を体に覚え込ませること，そして諦めずにやり抜

く力（G）を身に付けられるよう進めている。 
 

〇第１学年での主な活動 

・身近な人物を紹介するスピーチ 

・教科書で学習した買い物表現のペア実践会話 

・世界の国や国旗の紹介プレゼンテーション（聴

衆に質問を投げかけ，やり取りをしながら発表

を行う。） 

 

 

 

 

 

 

 

〇第２学年での主な活動 

・理科についてのスピーチ 

・日本文化の紹介スピーチ（１日英語で活動する

English Dayで ALTに体験を含めて紹介する。） 

・教科書の発展活動としてのディベート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇第３学年での主な活動 

・自然科学に関するプレゼンテーション 

・宇宙科学に関するプレゼンテーション 

紹介したい宇宙の題材を取り上げ，様々な資料

をもとに原稿を作成する。発表はスライドを用い，

難易度の高い語彙や内容が相手に伝わるよう意

識する。 

〇３年生課題研究発表会 

英語でプレゼンテーションをする生徒も見ら

れる。３年間の集大成として，最大限に英語での

表現力を発揮している。「英語を話す力」はもちろ

んのこと，人前で堂々と発表する精神力，級友の

発表内容を聞きとって理解する力，質問に答える

力など様々な力が培われる活動となっている。理

科を中心とした各分

野の専門用語も登場

し，決して簡単な内

容ではないが，やり

取りや練習を積み重

ねていくことで向上

させている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜課題探究活動（課題研究）＞ 

○ 指導者  中学校教員全員 

○ 指導計画 第１～２学年 毎週１時間 

第３学年 毎週２時間  

第１学年 第２学年 第３学年 

<地域を探究>
取材を通して
企画書づくり 

<未来を探究> 
「働く」こと
を考える 

<未知を探究> 
課題研究 

〔第１学年〕 テーマ：「地域」を探究する 

地域の課題について調べ、その課題に対する改

善案の企画書を作成する。フィールドワークでは、

地域で活躍されている方を取材したり、企画書に

対しての助言をもらったりして、考え方を深めて

いく。成果は全体発表し，調べる力や質問する力，

表現・発表する力を育成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔第２学年〕 テーマ：「未来」を探究する 

「働く」ことを含む未来について探究する。１

年間の前半にSDGsなど社会全体の未来について

調べ学習・発表を行い、後半に自分自身の未来に

ついて多面的・多角的に考える。地域に出て職場

体験にも参加し、実際の仕事を体験したり、働く

大人にインタビューをしたりして、「働く」ことに

ついての見方・考え方を深めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔第３学年〕 テーマ：「未知」を探究する 

サイエンス探究基礎の時間も活用し，ポスター

と論文作成を行う。成果は中学校全体で発表会を

行い，論文集を作成する。 

 日 程 活        動 

第
１
学
年 

10～11 月 調査・学習・講演会 

11 月 フィールドワーク 

11 月～２月 企画書作成・発表 

第
２
学
年 

４～７月 2030年の未来予想・SDGs 

９～10 月 事前指導 

10 月 職場体験 

11～１月 まとめ・発表 

２～３月 課題研究スタート 

第
３
学
年 

６～７月 
テーマ決定・研究方法検討・調
査実験・考察 

９～11 月 論文作成 

11～２月 ポスター作成・発表練習 

２月 課題研究発表会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜課題探究活動（エクスプレッション）＞

○ 指導者 中・高国語科・社会科教員２名 

○ 指導計画 第１～２学年 毎週１時間 

 日 程 活        動 

第
１
学
年 

４～７月 

・ガイダンス 
・発想力を高める 
・論理力を高める 
・論理力を磨く 
・表現力を高める 

９～10月 ・十六夜祭での創作劇の上演 

10～12月 

・論語学習 
（調べ学習，クラス発表） 
・意見文の書き方確認 
・資料や情報の収集 

１～３月 ・弁論大会 

第
２
学
年 

４～７月 
・ガイダンス 
・様々な講師による講演 

９～10月 
・ディベートに必要なスキル習得 
・ミニディベート 

11～１月 
・論題に関する資料等の収集 
・役割分担と原稿作成 

２～３月 ・ディベート大会（クラス→学年） 

・第１学年（総合的な学習の時間のうちの１時間） 

 絵やイラストから着想を得た創作劇や新聞を

活用した学習や，現代的な課題の解決を目指した

弁論大会を通して主体的・対話的にスキルや型を

学び発想力，論理力，表現力を高める。 

 

 

 

 

 

 

十六夜祭での創作劇の上演 

・ 第２学年（総合的な学習の時間のうちの１時間） 

さまざまな講師による講演やディベートの取

組を通して，日本，世界の環境や実情，諸問題等

に広い視野でアプローチできる態度を養い，さま

ざまな観点から意見を持てるようにする。また，

客観的事実に基づく主張のスキルを身に付ける。 

１学期には，歴史学，物理学，国際学など多様

なテーマで，担当教員や高校の教員，外部講師の

方などが講演を行い，「多角的な視点から物事を

考える」力を育成する。特に物理学においては，

SI 基本単位や組立単位を題材に科学的コミュニ

ケーション活動を通じて科学に対する広い視野

と意見を持てるような講演と実習を行った。具体

的には，1s，1m，1kg の定義とそれらを使って身

の回りの大きさを比較し，意見を交わす活動を行

った。こうした活動を通じて他者の意見を聞き，

自分の考えとの共通点や違いについて考えるこ

とができた。 

科学コミュニケーション資料（令和５年度） 

科学コミュニケーションの様子 

外部講師による国際理解講座（左）と 

JICA 国際協力出前講座（右） 

2 学期には，ミニディベート大会などを通して

ディベートについて学び，ディベート大会の論 

題に関する資料の収集や立論の作成などを行い，

3 学期には学級・学年ディベート大会を実施する。        

３．検証（成果と課題）  

中学校課題研究カリキュラム「サイエンス探究

基礎」，「“イングリッシュ”ロード」，「課題研究活

動」，「エクスプレッション」のカリキュラム全体

としての効果を検証するため，12 月に実施した生

徒アンケートと各プログラムでの感想の自由記

述の分析から，成果と課題について検証を行った。 

 ほぼすべての生徒が VGR の伸長を実感するこ

とができていることから，一連の経験をいかして

高校においても積極的に課題研究活動に取組む

ことで更に VGR の伸長が期待できる。 

23%

38%

26%

61%

46%

61%

探究の視野の拡大(V)

協働しやり抜く力

・挑戦心の向上(G)

科学的思考力の向上(R)

あてはまる ややあてはまる ややあてはまらない あてはまらない



＜課題研究に係る学校設定科目＞ 

（２）高等学校 普通科 

～十六夜プロジェクト～ 

〈十六夜プロジェクトⅠ（iPⅠ）〉 

１年次 iP係 南 洋明 

１．研究開発の仮説 

ポスターセッションを通じて自らの生き方や

進路について考察することで，将来の見通し（V）

を持たせることができる。ミニ課題研究の活動を

通じ，論理的思考・表現などの研究の基礎的な力

（R）を育成し，また課題解決に向け最後までや

り抜く力（G）を育成することができる。 

○ 目標 

自らの将来の在り方について考えるため，様々

な学問分野を知ることで視野の拡大を目指す。ま

た，２年次での課題研究に向け，論理的思考・統

計的手法などの研究基礎力の育成を目標とする。 

２．研究開発の内容と方法 

○ 対 象 普通科１年次生全員 

○ 単位数 １単位（総合的な探究の時間１単位を代替） 

○ 指導者 １年次団所属教員 16 名 

○ 年間計画 

日 程 活        動 

1学期 

6～7 月 

・iPⅠオリエンテーション 

・社会人講師による職業紹介 

・岡山大学の先生による特別講義 

・「職業・大学研究」調査発表 

 2学期 

  8～12 月 

・小論文書き方講座講演会 
・小論文作成，相互講読 

・進路講演会 

・先輩（２年次生）から学ぼう 

・基礎統計学講座 

【ミニ課題研究】 
・ガイダンス  ・調査，研究 
・ポスター作成 
・分野（ゼミ）別発表会 3学期 

1～3 月 ・iPⅠⅡ合同発表会 参加 

・iPⅡグループ研究ガイダンス 

（１）「社会人講師による職業紹介」 

○ 目的 

各分野で活躍する社会人講師から業務内容や

職業人として求められること等について学び，職

業理解を深め，進路意識や学習意欲を一層高める。 

○ 概要〔令和 5 年 6 月 13 日（火）〕 

①生徒は異なる２講座を選択し，受講する。 

②分野 

１．法学  ２．経済学  ３．ﾏｽｺﾐ・社会学 

４．教育学 ５．外国語･国際関係 ６．地域創生       

７．医学 ８．建築工学･生活科学 ９．情報･通信 

10．農学･生物工学 11．工学･化学･食品 

（２）「岡山大学の先生による特別講義」 

○ 目的 

岡山大学各学部の講師から講義を受ける事で

学問分野に対する理解と関心を深め，進路に対す

る意識及び学習意欲の一層の高揚を図る。 

○ 概要〔令和 5 年 6 月 23 日（金）〕 

①生徒は異なる２分野を選択し，受講する。 

②学部・学科 

文・法・経済・教育・理・医（医学科）・医（保

健学科）・歯・薬・工・農の 10 学部 11 分野。 

（３）基礎統計学講座 

○ 目的 

統計・データサイエンスの基本的概念を学び，課

題研究に必要な統計手法の基本スキルの習得やデ

ータサイエンスに対する基礎的知見を身につける。 

○ 概要〔令和 5 年 11 月 7 日（火）〕 

総務省統計局の「統計 Dashboard」を用いて仮説

設定後，データ収集・分析を行う。基本的統計ス

キル・知見を習得し，今後の課題研究で活用する。 

（４）ミニ課題研究 

○ 目的 

  ゼミ単位で生徒をグループに分け，グループ

ごとに研究テーマを設定し，グループでの課題

研究を通じて，情報収集，分析・考察，プレゼ

ンテーション等の基礎的な能力を身に付ける。 

○ 概要〔令和 5 年 10 月 17 日～令和 6 年２月 13 日〕 

①普通科 201 名を 16 のゼミに分け，各ゼミ単位

で教員の指導を受けながら，課題研究を行う。 

②理数科とともに，年次発表会にてゼミの代表グ

ループがポスター発表を実施する。 

（５）iPⅡグループ研究準備 

○ 概要〔令和 6 年 1 月 30 日～3 月 12 日〕 

①iPⅠⅡ発表会（下記 iPⅡ参照）に参加。 

②２年次で取り組む iPⅡのガイダンスを行う。 

３．検証（成果と課題）  

 

 

 

 

 

筋道を立てることと意見交換が特に高評価だった。 



〈十六夜プロジェクトⅡ（iPⅡ）〉 

SSH推進室主任 家光 貴昭 

１．研究開発の仮説  

自己実現に向けて，自らの生き方や進路につい

て考察し，自らの興味・関心・進路と関連する分

野から課題を設定し，仮説・検証と発表を行うこ

とで，将来への研究目標（V）を深め，目標に向か

ってやり抜く力（G）を高め，問題解決力（R）を

育成することができる。 

○ 目標 

 自らの将来の在り方について考え，将来の目標

と今の学びを比べ，将来学びたい学問に近づくた

め，学習内容の深化を図ることを目標とする。そ

のためグループごとに研究テーマを設定し，グル

ープでの課題研究を通じて，情報収集，分析・考

察，プレゼンテーション等の能力を身に付ける。 

２．研究開発の内容と方法 

○ 対 象 普通科２年次生全員 

○ 単位数 １単位（総合的な探究の時間１単位を代替） 

○ 指導者 ２年次団所属教員等 22名 

○ 年間計画 

日 程 活     動 

４～10月 
・グループ決め・テーマ決定 
・グループ研究 
・iPⅡ中間発表会 

11～12月 ・グループ研究 

１～３月 
・グループ研究，ポスター作成 
・分野別発表会 
・校内発表会  

○ 概要 

研究テーマごとに５領域を選択しクラス横断

型の研究グループを編成する。各グループ１名の

担当教員のもとゼミ形式で研究を進める。 

領域 分野（２年次団全教員は５領域のいずれかに所属） 

A 
法学 / 経済学 / 社会学 / 文化学 / 
 国際関係学 / 歴史 

B 文学 / 外国語 / 芸術 

C 
数学 / 工学 / 物理学 / 生物学 / 農学 
/ 薬学 / 化学 

D 福祉 / 医療 / 保健 / スポーツ科学 

E 生活科学 / 教育 

① 資料・書籍を収集分析し考察する。 

② 分野ごとにゼミを実施し，指導教員からの助

言，生徒相互の意見交換，討議などを行う。 

③ 研究成果をまとめ，ポスターを製作する。 

④ ゼミごとにポスター発表，相互評価によって

代表グループを選出。校内発表会で代表グル

ープによるステージ発表と全グループによる

ポスター発表を行う。 

○ 分野別発表会〔令和 6年 1月 30日（火）〕 

[概要]  

・分野ごとに分かれプレゼンテーション発表 

・１グループ発表４分（＋質疑応答２分程度） 

・指導教員による口頭試問，同一分野内生徒によ

る質疑応答を行い，分野代表を選出。 

○ 校内発表会〔令和 6年 2月 13日（火）〕 

[概要] 

①代表班の発表（3・4限） 

・２年次代表 10グループによるステージ発表 

・１年次生は各 HR 教室よりリモートでの参加。 

②１・２年次全員によるポスターセッション（5～7 限）  

・同学年による相互発表，異学年による相互発表。  

・鳥取西高等学校，米子東高等学校代表生徒がポ

スターセッションに参加。 

○ 他校発表会への参加 

鳥取西高等学校〔令和６年２月２日（金）〕 

 「腐りにくいおにぎりの具は何か！？」 

米子東高等学校〔令和６年２月 15日（木）〕 

「リラックス vs ハイテンション ～より能力

を発揮できるのはどっち！？～」 

３．検証（成果と課題）  

生徒の自由記述と意識調査から評価を行った。 

 

 

 

 

 

肯定的回答が 7～8 割であり，前年度よりも数

値が向上している。本学年から１年次普通科は

「ミニ課題研究」を実施しているため，テーマ設

定等を手早く行い，グループ研究の時間を多く確

保できた。アンケート調査や実験等を取り入れた

グループが多く見られたが，これに対する分析・

考察については指導方法も含めて改善の余地が

ある。 

令和４年度校内発表会の様子 
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44%

24%

10%
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33%
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54%

54%

視野を広げたい(V)

やり抜こうとする(G)

論理的思考力向上(R)

論理的説明力向上(R)

発信しようとする(R)

〈十六夜プロジェクトⅢ（iPⅢ）〉 

３年次教務課 小田 夏海 

１．研究開発の仮説 

 iPⅠ～Ⅱでの課題研究等の活動を総括しなが

ら，自分自身の在り方や生き方を見つめ直し，学

習したり考察したりすることで，身に付けた資質

や，探究してきた学問への興味・関心（R）をもと

に，自らの進路を選択・実現し目標に向かうキャ

リア形成力（V）（G）を育成することができる。 

○ 目標 

 iPⅠ～Ⅱの活動の成果や研究について振り返

り，そこで得られた興味・関心や論理的思考・表 

現力，探究心，問題解決力を生かした自らの進路

選択について考え，社会貢献と自己実現を目指す。 

２．研究開発の内容と方法 

○ 概要 

２年次「十六夜プロジェクトⅡ」（iPⅡ＝テーマ

別研究深化）で作成した論文の冊子の講読，及び

研究についての振り返りとまとめを行う。それら

を通して自らの具体的進路，志望大学，学部学科，

将来の目標について考察し，志望理由書作成や面

接・小論文の講座等を選択し受講することで，キ

ャリア形成力育成と進路実現を目指す。 

○ 対象   普通科３年次生全員  

○ 単位数 １単位（総合的な探究の時間１単位を代替） 

○ 指導者 ３年次団所属教員 18名 

○ 年間計画 

日 程 活        動 

６～７月 

iPⅡ研究論文のまとめ（右図） 

・作成した論文の講読 

・まとめと振り返り 

8月～ 

キャリア形成と進路実現 

・将来像と目標を考える 

・志望理由書の作成 

・各種特別講座（小論文，面接・ 

グループディスカッション等） 

・進路実現に向けて 

○ 内容 

（１）iPⅡ研究論文のまとめ 

 ２年次 iPⅡで作成した，各分野の課題研究論文

を冊子にまとめ，講読することで研究の成果を自

ら振り返るとともに，分野間で成果を共有した。 

（２）進路選択につなげるために 

 iPⅠ・Ⅱの活動で身に付けた資質や課題研究で

取り組んだ分野への興味・関心をもとに，自分の

進路を主体的に深く考える機会（次の取組）を設

け，将来のキャリアについて考察した。 

・志望大学の学部学科に対する志望理由書作成 

・特別講座として，志望理由書作成講座・面接グ

ループディスカッション講座・小論文作成講座

を用意 

３．検証（成果と課題） 

普通科３年間で取り組んだ「十六夜プロジェク

トⅠ～Ⅲ」のカリキュラム全体としての効果を検

証するため，12月に実施した生徒アンケートと各

プログラムでの感想の自由記述の分析から，成果

と課題について検証を行った。さらにその結果を

令和３・４年度の十六夜プロジェクトⅠ・Ⅱと比

較し分析を行った。 

 

 

 

 

 

 

令和３年度（１年次）iPⅠアンケート結果（N=162） 

令和４年度（２年次）iPⅡアンケート結果（N=160） 

令和５年度（３年次）iPⅢアンケート結果（N=158） 

今年度も VGR 全項目について肯定的回答割合

が 80%以上を占めている。質問項目が違うため直

接の比較はできないが，３年間を通じて VGRの

伸長について肯定的回答割合は 60％以上で推移

している。（V），（G）については２年次から 10%

以上伸びており，課題研究を中心とした３年間の

iP と３年次での研究のまとめにより，（V），（G）

の伸長を実感した生徒が非常に多い結果であっ

た。今後も生徒各自の進路や将来の展望について

考慮することでさらに（V），（G）の伸長が期待で

きる。 

 



（３）高等学校 理数科  

～サイエンス探究～ 

〈サイエンス探究Ⅰ（Ｓ探Ⅰ）〉 

理数科１年次担任 坪井 明憲 

１．研究開発の仮説 

 物理・化学・生物の各分野に対する研究スキ

ルを身に付け，仮説・検証・発表の過程を体験

することで，研究基礎力（R）を身に付けること

ができる。 

○ 目標 

講義・実験・実習，ミニ課題研究，外部講師の

講演等を通し，自然科学研究に必要な科学的なも

のの見方・考え方，仮説検証の手法，物理･化学・

生物の各分野に対する研究スキル，発表方法，科

学的倫理観を身に付け，研究基礎力を育成する。 

２．研究開発の内容と方法 

○ 対 象 理数科１年次生 40 名 

○ 単位数 １単位（「総合的な探究の時間」１単位を代替） 

○ 担当者 津田 拓郎（物理）南 洋明（化学） 

篠山 優也（化学） 坪井 明憲（生物） 

大賀 悠生（生物） 

○ 年間計画 

日 程 活        動 

６～９月 

サイエンス探究Ⅰ講演会 
１．課題研究とは 
２．研究の進め方 
３．研究スキルの習得Ⅰ 
（物理・化学・生物分野×各２時間） 

10～１月 
４．研究スキルの習得Ⅱ 
 （ミニ課題研究） 

１月 
５．成果発表 
（分野別発表・年次発表） 

２～３月 
６．まとめ 
７．サイエンス探究Ⅱガイダンス 

○ 研究開発の内容 

研究のあり方，科学と社会や日常生活との関わ

り，科学倫理などについて，研究者による講演も

交えながら研究の基本的なスキルを学ぶ。年度後

半のミニ課題研究に向け，テーマ設定，研究の手

法，発表の仕方を学ぶ。研究手法については，仮

説の設定，実験方法，考察，分析などについて学

習する。グループでの課題研究を行い，発表する。 

（１）サイエンス探究Ⅰ講演会 

○ 日時 令和５年 ５月２日（火） 

○ 講師  東京大学大学院理学研究科 

佐藤 ふたば 氏 

○ 講演会内容 課題研究活動について 

（２）研究スキルの習得Ⅰ 

○ 方法 物理・化学・生物の３分野の調査・研究

を体験し，必要な基本的知識，技能，態度を習得

するとともに，各分野と社会や日常生活との関わ

りを学ぶ。生徒を３グループに分け，物理・化学・

生物の教員の指導により，全員がローテーション

で各分野２時間の調査・研究を行う。 

○ 成果 物理・化学・生物分野の研究を体験し，

基礎的な実験技能（R）を習得した。２年次の科目

選択の時期でもあり，幅広い分野の体験を通じ，

自分の進路目標（V）を考えるために役立った。 

（３）研究スキルの習得Ⅱ 

○ 方法 各希望分野でグループ研究を行う。中

間発表，最終発表を実施し，学年全体で校内発表

会を行うことで，段階的に研究内容を深める。 

○ 成果 連成振り子の共振周期の測定，酢酸鉛

(Ⅱ)のモル濃度と金属樹の伸びの関係についての

研究，ゾウリムシの化学走性に関する研究など，

分野別研究を行い，仮説の検証を行うことで，次

年度のＳ探Ⅱに向けて，実験技能や論理的な思考

力（R）を育成することができた。 

３．検証（成果と課題） 

生徒の自由記述と意識調査から評価を行った。 

例年と同じく，ほとんどの生徒が研究基礎力（R）

の伸長を実感した状態で次年度のサイエンス探

究Ⅱでの課題研究を始めることができるという

結果であった。他には，11月に行った「基礎統計

学講座」の効果もあり，グラフを使って科学的に

考察を行うグループが多く見られ，科学的探究手

法の基礎スキルを身に付けることができた。２月

には各グループの研究成果をクラス内や年次内

で発表することで，研究成果を全体で共有するこ

とができた。 

２月にはサイエンス探究Ⅱの研究テーマにつ

いて，生徒がその原案を作成し，先行研究調査や

仮設の設定など，次年度を見据えた活動も開始し，

生徒の主体的な研究活動を支えることができる

よう，担当教員間で連携を取りながら進めていき

たい。 

31%

25%

42%

64%

69%

50%

科学的な見方で物事を

考えることができるようになった（R）

物事を論理的に

考えることができるようになった（R)

主体的に答えを見つけようとする

態度が身についた（R)

あてはまる ややあてはまる ややあてはまらない あてはまらない



〈サイエンス探究Ⅱ（Ｓ探Ⅱ）〉 

理数科２年次担任 戸田 祥太 

１．研究開発の仮説 

 自然科学に関する課題を設定し研究を行うこ

とで科学的思考力（R）を育成し，課題解決に対す

る主体的・創造的態度（G）を育成することがで

きる。様々な形態での発表を通して，科学的コミ

ュニケーション能力（R），研究者としての視点（V）

を育成することができる。 

○ 目標 

 自分達で設定したテーマで研究と発表を行い，

仮説検証の手法と研究スキル，科学的思考力を身

に付け，トップサイエンティストとして未来を切

り拓く人材に必要な VGR 伸長を目指す。 

○ 外部機関との連携 

理科・数学科・情報科の教員 14 名に定常的に

外部講師 4 名を加え課題研究を実施する。英語発

表指導を含めて，岡山県エキスパート活用事業を

用いた。ポスターの作成と発表について，岡山大

学の教授に講演していただき，研究内容を伝える

ための論理展開やプレゼンテーション能力の向

上を図った。 

２．研究開発の内容と方法 

○ 対象 理数科２年次生全員 

○ 単位数 ２単位（「理数探究」２単位を代替） 

○ 指導者 

・本校教員 14 名（理科，数学，情報） 

 ・外部講師 

美作大学短期大学部  教授 桑守 正範 

             教授 栗脇 淳一 

津山工業高等専門学校 教授 曽利 仁 

           教授 加藤 学 

 ・英語論文・発表指導 

 津山中学校 非常勤講師 江原 ﾏﾙﾃｨｰﾅ 

 ・プレゼンテーション作成指導 

津山高等学校 松岡 奈緒美 

○ 年間計画 

日 程 内容 準備等 

令和４年度 

２月 

・テーマ設定，研究計画立

案について 

・研究計画書提出 

・研究計画書 

配付 

４月～７月 
・研究開始 

・中間発表 

・ラボノート 

配付 

８月～12 月 
・ポスター発表講習会 

・プレゼンテーション講習会 

・校内発表会 

・資料作成 

12 月 16 日 ・校内発表会 ・論文要約集 

１月 
・最終論文作成 

・ポスター作成 

・ポスター, 

報告書， 

英文概要作成 

２月２日 
・岡山県理数科理数系ｺｰｽ

課題研究合同発表会 
・発表準備 

２月～３月 ・活動のまとめ 
・研究報告書 

作成 

３．課題研究校内発表会 

○ 概要〔令和５年 12 月 16 日（土） 本校百周年

記念館〕 

運営指導委員を含め，大学教員が口頭発表の指

導助言をおこなう。理数科１年次生も全員が参加

する。 

○ 成果 

発表９グループのうち，３グループが英語口頭

発表を行った。大学教員による質疑（R）に加え，

生徒からの質問も多く発表生徒以外の質問力（G）

も向上した。テーマ設定・研究の方法・定量的な

分析・プレゼンテーションスキルの向上等，運営

指導委員からの評価と研究に対する助言を得た。 

４．岡山県理数科理数系ｺｰｽ課題研究合同発表会 

○ 概要〔令和６年２月２日（金）〕 

 岡山県内の理数科４校が岡山大学で対面にて

ステージ発表を行い大学教員が指導講評を行っ

た。別途，事前に作成した研究ポスター原稿に対

する指導講評も行われた。当日本校からは２グル

ープがステージ発表，全９グループのポスター発

表が行われ，ステージ発表した２グループが最優

秀賞と優秀賞を受賞した。 

５．検証（成果と課題） 

生徒の自由記述と意識調査から評価を行った。 

どの項目についても，肯定的回答はおおよそ

80%まで達した。特に，S 探Ⅰ・Ⅱの授業を通じ

て，これまで課題研究活動や日々の学習で学んだ

知識や知見を比較したり関連付けたりするとい

った（R）についての伸長が顕著に見られる結果

であった。 

41%

34%

38%

41%

45%

41%

7%

14%

14%

10%

7%

7%

科学的探究スキルの向上（R）

協同による研究継続姿勢（G）

研究視野の拡充（V）

あてはまる ややあてはまる ややあてはまらない あてはまらない



〈サイエンス探究Ⅲ（Ｓ探Ⅲ）〉 

理数科３年次担任 橋本 紘樹 

１．研究開発の仮説 

 課題研究の深化・ディスカッションを通し３年

間の課題研究の仕上げを行うことで，自然科学へ

の意欲関心（V）と課題解決能力（R）が向上し，

将来の研究分野を選択し目標に向かうキャリア

形成力（V）を育成することができる。 

２．研究開発の内容と方法 

○ 概要 

２年次「サイエンス探究Ⅱ」の課題研究の内容

の深化，論文やポスターの改善，研究の振り返り

とまとめを行い，将来の研究分野を考える。 

○ 対象 理数科 ３年次生  

○ 単位数 １単位（「総合的な探究の時間」１単位を代替） 

○ 指導者 理数科担任・副担任・理科教員 

○ 年間計画 

日 程 活        動 

６～７月 

・サイエンス探究Ⅱの振り返り 
・研究内容の深化 
・論文，ポスターの改善 
・各種学会発表 

９～２月 
・課題研究のまとめ 
・進路選択と自己実現に向けて 

○ 内容 

（１）研究内容の深化及び論文，ポスターの改善 

＜令和５年度に参加した外部発表会＞ 

外部大会名称 
チ
ー
ム
数 

ポ
ス
タ
ー 

誌 

面 

SSH 生徒研究発表会 1 ○ ○ 

中国四国九州地区理数科課題研究発表会  6 〇 ○ 

例年よりも多くのグループが３年次でも研究・

発表活動を継続しており，津山工業高等専門学校

と連携しながらより高度な研究に挑戦するグル

ープもあるなど，研究レベルの向上が見られた。 

（２）研究のまとめ 

研究内容を報告書や要旨にまとめることで，本

校３年間での課題研究活動を振返り，VGRの伸長

について実感できるような機会を設定した。 

（３）進路選択と自己実現に向けて 

課題研究への取組と，そこで得られた学びや

気づきを振り返り，自己実現についてえる機会を

設定した。 

 

３．検証（成果と課題） 

理数科３年間で取り組んだ「サイエンス探究Ⅰ

～Ⅲ」のカリキュラム全体としての効果を検証す

るため，12 月に実施した生徒アンケートと各プロ

グラムでの感想の自由記述の分析から，成果と課

題について検証を行った。さらにその結果を令和

３・４年度のサイエンス探究Ⅰ・Ⅱと比較し分析

を行った。 

令和３年度（１年次）S 探Ⅱアンケート結果（N=36） 

 

令和４年度（２年次）S 探Ⅱアンケート結果（N=36） 

 
令和５年度（３年次）S 探Ⅲアンケート結果（N=26） 

質問項目が違うため直接の比較はできないが，

３年間を通じて VGRの伸長について肯定的回答

割合は 80％以上で推移している。即ちほぼすべて

の生徒がサイエンス探究Ⅰ～Ⅲの課題研究プロ

グラムによって常に VGR の伸長を実感すること

ができ，特に令和５年度はそのことを強く実感で

きている「あてはまる」と回答した生徒が全項目

で半数以上となったことは大きな成果であると

言える。また，自己の進路実現のために，課題研

究の研究成果を使って大学入試にチャレンジす

る生徒も 10 名程度いることから，彼らの課題研

究活動の充実とサイエンス探究Ⅲの狙いである，

「自然科学への意欲関心（V）と課題解決能力（R）

が向上し，将来の研究分野を選択し目標に向かう

キャリア形成力（V）」の伸長が実現できていると

考えられる。今後彼らのアンケート結果と進学先

について分析することで，次年度以降のサイエン

ス探究Ⅰ～Ⅲの改善の参考としたい。 

46%

54%

38%

54%

38%

54%

科学的探究スキル（R)

協働による研究継続の姿勢

（G)
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29%
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38%

知識や知見を比較したり関連付けた

りすることができる（R）

筋道を立てて取組むことができるよ

うになった（R）

他者と積極的に意見交換することが
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31%

主体的に答えを見つけようとする
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物事を論理的に考えることができ

るようになった（R)

新たな分野を切り拓きたい（V)
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（４）高等学校 普通科・理数科  

サイエンスリテラシー 

〈サイエンスリテラシーⅠ（SLⅠ）〉 

１年次情報科 安井 徹人 

１．研究開発の仮説 

科学的な見方・考え方を働かせ，問題の発見・

解決に向けて情報と情報技術について学ぶこと

で，自然科学の研究に必要な，探究した内容の分

析や編集，それを発表するための情報機器を用い

た表現等の技能（R）を育成することができる。 

（１）目標 

科学研究の成果を発表するために必要なプレ

ゼンテーション能力や情報機器活用力，情報リテ

ラシーなどの研究基礎力の育成を目指す。また，

Webページ制作，プレゼンテーション，プログラ

ミング，データ分析等の実習を通して，問題発見・

解決能力の向上を図るとともに，論理的・科学的

な思考力や表現力を身に付ける。 

（２）他科目との連携 

知識の定着と活用のための情報スキル向上を

図る。また他科目や外部の科学コンテストでの発

表の際に，情報機器の活用が求められており，他

科目（iPⅠや S探Ⅰ）の基盤となるスキルを養成

することを意識した授業構成とした。 

２．研究開発の内容と方法 

○ 対 象 普通科理数科１年次生全員 

○ 単位数 ２単位（「情報Ⅰ」２単位を代替） 

○ 指導者 情報科教員，TA（１名） 

○ 年間計画 

時 期 指 導 内 容 

1学期 

・情報社会 

（情報活用・モラル・リテラシー） 

・情報デザイン 

（Webページ・プレゼンテーション） 

2学期 

・デジタル 

（情報処理・コンピュータの性能） 

・プログラミング（Python） 

3学期 

・ネットワーク 

（情報システム・セキュリティ） 

・問題解決（データの処理・分析） 

○ 内容 

１学期の前半では，情報に関する法規や情報モ

ラル等を学習し，情報の扱い方や情報社会へ参画

する態度の育成を目的とした授業を行い，後半で

は効果的に情報を発信する力やコミュニケーシ

ョン能力の育成を目的とする，Webページやプレ

ゼンテーション制作の実習を行った。２学期の前

半では，情報機器を扱う上で必要となる基本的知

識・技能の向上を目指し，後半では，アルゴリズ

ムを考え，論理的・科学的な思考力・表現力を育

成するためにPythonを用いたプログラミングの授

業を行った。３学期前半では，情報通信ネットワー

クやセキュリティといった情報の収集・管理に必要

な基本的知識技能の向上を目指し，後半では問題

の発見・解決に必要となるデータの収集・整理・

分析する能力の育成を目的とする表計算ソフトウ

ェア（Excel）を活用した実習中心の授業を行った。 

３．検証（成果と課題） 

生徒意識・行動変容調査から分析を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 
質問項目 7-A 未知の事柄に対し，真実を探究し明らかにしていきたいと思う。 

7-B 自らの課題を解決するために，様々な角度から分析し解決策を導いている。 

8-A 独自なものやアイデアを作り出したいと思う。 

8-B 独自の考えやアイデアを大切にし，それを発表することができる。 

9-A 科学的な見方に基づいて物事を考えることができる。 

9-B 信頼性のある根拠やデータを用いて，説明・考察している。 

iPⅠや S探Ⅰでの取組や他教科（家庭科や保健

体育科）での資料作成・発表等と併せて多角的に

評価していく必要はあるが，9-B「信頼性のある根

拠やデータを用いて，説明・考察している。」をは

じめとする，問題解決・データの分析に関係する

項目（R）における自己評価は肯定的な意見が多

いことがわかった。このことから，SLⅠの授業を

通して基本的な情報活用能力や情報リテラシー

だけでなく，問題発見・解決能力や論理的・科学

的な思考力や表現力の育成につながったと考え

る。しかし，普通科と理数科の評価には差があり，

特に 8-B「独自の考えやアイデアを大切にし，そ

れを発表することができる。」の項目においては，

普通科の肯定的な意見は 49％と低い傾向にあり，

研究に必要な独創性や新規性の観点に課題があ

ると考えられる。本科目では年間を通してWebペ

ージ制作やプログラミングといった実習中心の授

業があるため，実習での他者との意見交換および

発表の場面を工夫すると同時に，各生徒が多様な

視点を取り入れながら発想力の向上につながる

教材の研究や教員の発問の内容を検討していく。 
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＜次世代トップサイエンティスト育成の

ための学校設定科目＞ 

（５）高等学校 普通科・理数科 

ソーシャルサイエンス／ナチュラルサイエンス／メディカルサイエンス  

〈ｿｰｼｬﾙｻｲｴﾝｽⅠ/Ⅱ （SSⅠ・Ⅱ）〉 

３年次国語科 林原 直子 

１．研究開発の仮説 

 各界で活躍する研究者や専門家によるワーク

ショップや，本校教員による教科の枠を超えた

発展的な学習を行い，高度かつ幅広い研究者

としての資質能力（R）を身に付けることがで

きる。円滑な高大接続により人文・社会分野の

リーダーを目指す生徒の資質能力を育成できる。 

○ 目標 

人文科学・社会科学分野のリーダーを目指す生

徒を対象に，人文科学・社会科学分野に対する高

度な専門知識と，分野間をつなぐ力，社会で活用

する力，国際的な視野を育成する。 

○ 概要 

人文科学・社会科学の各領域に関する，教科の

枠を超えた学習を行い，外部講師によるワークシ

ョップや学外研修を実施する。実施にあたっては

ディスカッションや発表などを重視するととも

に，高大接続に資する高度な学習や，教科融合型

の学習，英語学習，学外での研修も取り入れる。 

２．研究開発の内容・方法 

○ 対象 希望者（普通科人文コース） 

  ソーシャルサイエンスⅠ ２年次生12名選択 

  ソーシャルサイエンスⅡ ３年次生13名選択 

○ 担当者 山口 勝之（英語） 鈴木 賢治（日本史） 
竹内 美佐（国語）  林原 直子（国語） 

沖 利真(世界史)  井尾  佳弘（英語） 
○ 年間計画 

ソーシャルサイエンスⅠ（２年次生１単位） 

日 程 活        動 

５月～ 

７月 

・第１回ワークショップ 
京都大学 国際高等教育院  特定教授 
杉山 雅人「学問をする」 

・第２回ワークショップ（オンライン） 
早稲田大学 名誉教授 天児 慧 

「激動の時代を生き抜く思考法」 

８月 ・京都大学研修 

９月～ 
・第３回ワークショップ 
東京外国語大学 教授 山口 裕之 
「テクストをどのように読むか」 

・第４回ワークショップ 
 東洋大学 教授 岩下 哲典  
 「仙台藩儒 大槻磐渓編 黒船来航
絵巻『金海奇観』について」 

・NS/MS/SS 合同中間発表会 

１月～ 
２月 

・第５回ワークショップ 
 さくら北浜法律事務所 本元 宏和 
「模擬裁判」 
・ワークショップ事前・事後学習 

３月 ・SS/NS/MS 合同成果発表会 

※ 年間を通じて「ハイレベル英語」を実施 

ソーシャルサイエンスⅡ（３年次生１単位）   

日 程 活        動 

５月～ 
７月 

・第６回ワークショップ 
神戸大学 准教授 梶尾 文武 
大江健三郎「奇妙な仕事」を読む 

・第７回ワークショップ 
 津山信用金庫理事長 松岡 裕司  
「いまやらねばいつできる」 

８月～２月 ・成果報告書作成・成果報告 

※ 年間を通じて「ハイレベル英語」を実施 

（１）外部講師によるワークショップ（以下 WS） 

人文社会科学またビジネス・法曹などの分野で

活躍する研究者や専門家を講師に迎え，WS を開

催する。WS では講師とのディスカッション・質

疑応答などを適宜取り入れる。講師を将来のロー

ルモデルとし，自らのキャリア設計を考える一助

とする。２年間で計７回実施する。 

（２）ワークショップへの事前学習・事後学習 

 事前学習では WS に向け，内容に関連した人文

社会科学分野の学習・レポート作成や，生徒同士

によるディスカッションなどを行う。事後学習で

は WS の振り返りとともに，本校教員から学習内

容の補足を行い，理解を高める。 

（３）ハイレベル英語 

大学や社会で通用する英語発信力を身に付け

ることを目的としている。SSⅠでは時事的な内容

を含む様々な英文を読み，自分の意見を発表した。

SSⅡでは，英語によるプレゼンテーションを聞いて

理解し，和訳をプレゼンテーションする活動を行っ

た。 

（４）京都大学研修（ソーシャルサイエンスⅠ） 

※ ナチュラルサイエンスⅠ/Ⅱ（NS）に記載 

（５）NS/MS/SS 合同成果報告会 

 年に一度，NS/MS 選択者と成果報告を行う。 

３．検証（成果と課題） 

ソーシャルサイエンスⅡの全WS終了後の７月

に意識調査を実施した。 

 

 



昨年度同様，視野の拡大については全員が肯定

的回答であり，社会科学，人文科学の最先端の研

究や実践的な活動に触れる経験は，大きな刺激を

与えた（V）。専門知識の向上を強く実感したとい

う回答の割合が昨年度を大幅に上回っており，感

想の中には，社会の諸問題を解決するために文系

科目に対する深い学びと弛まぬ論理的思考が不

可欠であるという気づきに至ったものが多くあ

った。（V）を持ち，積極性を発揮する意欲（G）

の涵養が課題である。 

 

〈ﾅﾁｭﾗﾙｻｲｴﾝｽⅠ/Ⅱ （NSⅠ・Ⅱ）〉 

３年次数学科 橋本 紘樹 

１．研究開発の仮説 

現役研究者や各界で活躍する専門家による

ワークショップと，本校教員による教科の枠を

超えた発展的な学習を行い，高度かつ幅広い力

（R）を身に付け，高大接続が円滑になり，トッ

プサイエンティストを目指す生徒の資質を育

成することができる。 

○ 目標 

理工農学分野の研究者を目指す生徒を対象に，

理工農学分野に対する高度な知識と，分野間をつ

なぐ力と創造性，社会で活用する力を育成する。 

○ 概要 

理学・工学・農学の各領域に関する，教科の枠

を超えた学習を行うとともに，外部講師によるワ

ークショップや学外での研修を実施する。実施に

あたってはディスカッションや体験活動を重視

するとともに，高大接続に資するハイレベルな学

習や，教科融合型の学習も取り入れる。 

２．研究開発の内容・方法 

○ 対象 希望者（普通科自然コース・理数科） 

ナチュラルサイエンスⅠ２年次生 20 名選択 

ナチュラルサイエンスⅡ３年次生 22 名選択 

○ 担当者 

津田 拓郎（物理）  小田 夏海（物理） 

戸田 祥太（物理）   篠山  優也（化学） 

馬木 良輔（化学）   家光 貴昭（数学） 

橋本 紘樹（数学）  

○ 年間計画 

ナチュラルサイエンスⅠ（２年次生１単位） 

日 程 活        動 

５月～ 
７月 

・第１回ワークショップ 
京都大学  国際高等教育院  特定教授 
杉山 雅人「学問をする」 

・第２回ワークショップ 
岡山大学 准教授 氏原 岳人 
「都市・交通計画学」 

・ワークショップ事前・事後学習 

８月 ・京都大学研修 

９月～
12 月 

・第３回ワークショップ 
福山大学 教授 秦野 琢之 

「食用廃油から植物ガソリンの生産」 
・第４回ワークショップ 
岡山大学 異分野基礎科学研究所 
教授 鈴木 孝義  
「物質とエネルギー」 

・ワークショップ事前・事後学習 
・NS/MS/SS 合同中間発表会 

１月～
２月 

・第５回ワークショップ（予定） 
岡山大学大学院 教授 内田哲也  

・ワークショップ事前・事後学習 

３月 ・NS/MS/SS 合同成果発表会 

※年間を通じて「ハイレベル理数」を実施 

ナチュラルサイエンスⅡ（３年次生１単位） 

日 程 活        動 

５月～ 
７月 

・第１回ワークショップ 
広島大学病院リンパ浮腫治療センター 
寄付講座教授 光嶋 勲 

（東京大学名誉教授） 
「津山高校生へ」（医工連携， 
形成外科，マイクロサージャリー） 

・第２回ワークショップ 
岡山大学 准教授 氏原 岳人 
「都市・交通計画学」 

８月～２月 ・成果報告書作成・成果報告 

※年間を通じて「ハイレベル理数」を実施 

（１）外部講師によるワークショップ（以下 WS） 

自然科学・科学技術の様々な分野で活躍する研

究者や専門家を講師に迎え，WS を開催する。WS

では最新の研究成果に加え，講師との交流や実習，

ディスカッションなども適宜取り入れる。将来，

研究者・技術者として活躍するための高度な専門

知識と分野をつなぐ幅広い知見を得るとともに，

講師をロールモデルとし，自らのキャリア設計を

考える一助とする。２年間で計７回程度実施する。 

（２）WS への事前学習・事後学習 

事前学習では WS に向けて，本校教員により，

内容に関連した現代科学の学習や実験，該当分野

に関する調べ学習などを行う。事後学習では，WS

の振り返りを行うとともに，本校教員から学習内

容の補足や VGR の視点から講義内容を振返るな
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幅広い分野への興味関心（Ｒ）



どしながら，理解度の向上と VGR の伸長を行っ

ている。その他には海外研修における大学研修の

内容を用いての学習を行うことで広い視野での

知識の共有も行っている。 

（３）ハイレベル理数 

高校と大学のスムーズな接続に向け，数学科・

理科の教員により，高校範囲を超えた理数の内容

を学ぶ。通常の授業では行えないような実習も行

い，医学・理学分野への意欲を高める。数学の科

学における利用など複数教員による教科横断的

な学習も取り入れ，分野間をつなぐ力や知識を活

用する力の育成に留意する。 

（４）京都大学研修（ナチュラルサイエンスⅠ） 

前述のソーシャルサイエンスⅠと合同で実施した。 

［日時］令和５年８月１日（火） 

［内容］ 

○ 総合研修（ガイダンス） 

国際高等教育院   杉山 雅人 特定教授 

○ 本校卒業生の研究紹介 

・「日本の水害におけるオオカミ少年効果の検証」 

工学研究科・都市社会工学専攻 

修士課程２回生 小川 航 

・「京都大学での私の学修生活」 

文学部・西洋文化学系・アメリカ文学専修 

３回生 福島 匠吾 

○ 模擬授業 

・「遺伝学的な考え方に触れてみよう」 

 生命科学研究科 菅田 浩司 准教授 

・「青の風景―室町時代の歌人心敬の詩藻―」 

 総合人間学部環境学研究科 長谷川千尋教授 

（５）NS/MS/SS 合同成果報告会 

半年に一度，NS/MS選択者と成果報告を行う。 

３．検証（成果と課題）  

ナチュラルサイエンスⅡの全WS終了後の７月

に意識調査を実施した。 

昨年度同様，全項目で肯定的回答が多数であっ

た。特に，幅広い分野への興味関心（R）について

は全員が肯定的評価で，視野の拡大（V）とともに

育成することができた。昨年度と比較して，専門

知識の向上について A 評価が大幅に増加した。要

因として，今までは様々な研修がオンラインなど

で開催されていたものが、今年度より研究者と対

面で交流する機会が増加したことで実感を得る

ことができたことが影響していると考えられる。

一方，感想には，WS を契機として具体的な研究

テーマを発見するに至ったこと，社会に貢献する

研究者像を獲得したことなどの記述があり，今後

も講師と高校教員の協働による教材開発を継続

することで，生徒のリーダーとして活躍する意欲

（V），社会に貢献する意欲（V）の伸長をはかっ

ていく。 

 

〈ﾒﾃﾞｨｶﾙｻｲｴﾝｽⅠ/Ⅱ（MSⅠ・Ⅱ）〉 

３年次理科（生物） 國定 義憲 

１．研究開発の仮説 

 医学研究者・現役医師によるワークショップ

と，本校教員による教科の枠を超えた発展的な

学習を行い，高度で幅広い研究者としての資

質能力（R）を身に付ける。高大接続が円滑にな

り，確かな学力と社会の形成者としての教養を

持ち，医学・生命科学分野のリーダーを目指す

生徒の資質を育成することができる。 

○ 目標 

医学・生命科学分野のリーダーを目指す生徒を

対象に医学・生命科学分野に対する高度な専門知

識（R）と分野間をつなぐ力，社会で活用する力，

高い倫理観と使命感等の資質（R）を育成する。  

○ 概要 

医学・生命科学の各領域に関する，教科の枠を

超えた学習を行うとともに，外部講師によるワー

クショップや学外での研修を実施する。実施にあ

たってはディスカッションや発表などを重視す

るとともに，高大接続に資する高度な理数学習や，

教科融合型の学習，学外での研修も取り入れる。 

２．研究開発の内容・方法 

○ 対象 希望者（普通科自然コース・理数科） 

  メディカルサイエンスⅠ ２年次生15名選択 

  メディカルサイエンスⅡ ３年次生15名選択 

○ 担当者 

國定 義憲（生物） 坪井 明憲（生物）  

山本 隆史（生物） 橋本 紘樹（数学）  

○ 年間計画 

メディカルサイエンスⅠ（２年次生１単位） 
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日 程 活        動 

５月～ 
７月 

・第１回ワークショップ 
京都大学 国際高等教育院  特定教授 
杉山 雅人「学問をする」 

・ワークショップ事前・事後学習 
・第２回ワークショップ 
 津山中央病院 武田 洋正・泉原 真光 
 「医師の仕事と役割」 
・ワークショップ事前・事後学習 

８月 ・津山中央病院研修 

９月～
１月 

・第３回ワークショップ 
 ピースウィンズジャパン 稲葉 基高 
 「国際救急救命活動」 
・第４回ワークショップ 

津山第一病院 坂手洋二「地域治療の現状」 
・ワークショップ事前・事後学習 
・NS/MS/SS 合同中間発表会 

２月 
・第５回ワークショップ（予定） 
岡山大学大学院 教授 内田哲也  

・ワークショップ事前・事後学習 

３月 ・NS/MS/SS 合同成果発表会 

※年間を通じて「ハイレベル理数」を実施 

メディカルサイエンスⅡ（３年次生１単位） 

日 程 活        動 

５月～ 
７月 

・第６回ワークショップ 
 広島大学病院リンパ浮腫治療センター 
寄付講座教授 光嶋 勲 
「津山高校生へ」（医工連携， 
形成外科，マイクロサージャリー） 

・ワークショップ事前・事後学習 
・第７回ワークショップ 
 岡山大学 助教 田﨑 秀尚 
 「生殖補助医療」 

８月～２月 ・成果報告書作成・成果報告 

※年間を通じて「ハイレベル理数」を実施 

（１）外部講師によるワークショップ（以下 WS） 

医学・生命科学の分野で活躍する医師や研究者

を講師に迎え，WS を開催する。幅広い分野に渡

る WS では最新の研究成果に加え，講師との交流

や実習，ディスカッションなども適宜取り入れる。

将来，医師・生命科学の研究者として活躍するた

めの高度な専門知識と，各分野をつなぐ幅広い知

見を得るとともに，講師を将来のロールモデルと

し，自らのキャリア設計を考える一助とする。WS

は２年間で計７回程度実施する。 

（２）ワークショップへの事前学習・事後学習 

 事前学習では本校教員により内容に関連した

医学や生命科学の学習や実験，該当分野に関する

学習などを行う。学んだ内容を科目選択者で共有

し，ディスカッションを行う。事後学習では，WS

の振り返りを行うとともに，本校教員から学習内

容の補足や VGR の視点から講義内容を振り返る

など，理解度の向上と VGR の伸長を行っている。

他には海外研修での大学研修内容を用いた学習

も加え，広い視野での知識の共有も行っている。 

（３）ハイレベル理数 

 数学科・理科の教員により，高校範囲を超えた

理数の内容を学ぶ。通常の授業では行えないよう

な実習も行い，医学分野への意欲を高める。科学

における数学の利用など複数教員による教科横

断的な学習も取り入れ，分野間をつなぐ力や知識

を活用する力の育成に留意する。 

（４）津山中央病院インターンシップ（MSⅠ） 

○ 日時 令和５年８月４日（金） 

○ 内容 

１．職種体験 

   病院内の見学と，医師の診察に同伴 

 ２．OPE シミュレーション 

   医療器の仕様体験等 

 ３．心肺蘇生法・AED 体験 

救命救急士の指導のもとで実習 

 ４．陽子線センター等見学 

   中四国唯一の陽子線センター見学と施設説明 

（５）生殖医療実習（ＭＳⅡ 第２回ワークショップ） 

〇日時 令和５年６月２４日（土） 

〇内容 講義「生殖補助医療の現状」 

    岡山大学生殖補助医療技術教育センター 

    助教 田﨑 秀尚  

（６）NS/MS/SS 合同成果報告会 

 半年に一度，NS/MS選択者と成果報告を行う。 

３．検証（成果と課題）  

７月に受講生全員に意識調査を実施した。 

 昨年度同様，視野の拡大（V）について全員が肯

定的回答であった。今年度は，幅広い分野への興

味関心（R）について全員が高評価であることか

ら，分野間をつなぐ力の育成が十分達成できたと

考える。しかし，昨年度に比べ，社会貢献やリー

ダーとしての使命感（V）が減少した。今年度ワー

クショップや病院実習，社会貢献活動等を再開す

ることができたが，高校入学時から対面での医療

従事者や研究者と交流する機会が制限されたこ

とが原因と考えられる。今後は可能な限り対面で

の経験ができるよう研究開発を進めていきたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  SSⅠ NSⅠ MSⅠ 

第
１
回 

学問をする 

京都大学 国際高等教育院 特定教授 杉山 雅人 

第
２
回 

激動の時代を生き抜く 

思考法 
都市・交通計画学 医師の仕事と役割 

早稲田大学 

アジア太平洋研究科 

名誉教授 天児 慧  

岡山大学 

准教授 氏原 岳人 

津山中央病院 

医師 武田 洋正・泉原 真光 

第
３
回 

テクストをどのように 

読むか 

食用廃油から 

植物ガソリンの生産 
国際救急救命活動 

東京外国語大学 

大学院総合国際学研究院 

教授 山口 裕之 

福山大学生命工学部 

教授 秦野 琢之 

ピースウィンズジャパン 

医師 稲葉 基高 

第
４
回 

仙台藩儒 大槻磐渓編 黒

船来航絵巻『金海奇観』に

ついて 

物質とエネルギー 
地域医療と 

コロナ禍での医療現場 

東洋大学 

教授 岩下 哲典 

岡山大学 

異分野基礎科学研究所 

教授 鈴木 孝義 

津山第一病院 

医師 坂手 洋二 

第
５
回 

模擬裁判 医工連携 人工網膜 

さくら北浜法律事務所 

本元 宏和 

岡山大学大学院自然科学研究科 

教授 内田 哲也 

 

  SSⅡ NSⅡ MSⅡ 

第
６
回 

大江健三郎 

「奇妙な仕事」を読む 

再生医学の最前線 

津山高校生へ 

 

准教授 梶尾 文武 

広島大学病院国際リンパ浮腫治療センター 

寄付講座教授 光嶋 勲 

第
７
回 

いまやらねばいつできる 都市・交通計画学 生殖補助医療 

津山信用金庫 

理事長 松岡 裕司 

岡山大学 

准教授 氏原 岳人 

岡山大学生殖補助医療 

技術教育研究センター 

助教 田﨑 秀尚 

※SS/NS/MSの年間計画は P.74「関係資料」に掲載 

【令和５年度 SS/NS/MS ワークショップ講師・テーマ一覧】 



（６）教科指導でのＶＧＲ育成に 

関する取組 

<教科指導におけるＶＧＲ育成> 

教務課企画係 岸本  美紀子 

１．研究開発の仮説 

教員の授業力向上のための取組として，教科指

導における VGR 育成を軸にした教員研修を実施

することで，全教員で協働して VGR 伸長を図る

体制を強化することができる。 

２．研究開発の内容と方法 

（１）授業見学シートを活用した相互授業見学 

 全教員が「VGR育成を図るための主体的な学び

を促す授業」の実践に特に意識的に取り組み，全

ての授業を校内向けに公開する期間として，校内

授業研修週間（令和５年 5 月 29 日～6 月９日，

10月 23日～11月６日）を設定した。また，今年

度は全教員に「授業一言コメント」と授業で特に

意識している VGR を記入してもらい，各自の意

識を高めるとともに，教務課企画通信で全教員に

配付し，授業見学の際に活用することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教務課企画通信（抜粋） 

（２）授業アンケートの実施 

 VGR 育成の視点での評価項目を盛り込んだ生

徒対象の授業アンケートを，各教員が年２回実施

する。アンケートには生徒が VGR 伸長を実感し

た場面や理由を具体的に記入する質問項目を設

けている（質問項目，分析方法については，P.59

「第４章〔９．教科指導における VGR 育成の結

果について〕」，P.72「関係資料」を参照）。また，

アンケート実施後，教員がすぐに結果を確認でき，

教員間での比較分析がしやすいよう統一の集計

シートを準備した。このようにして分析した結果

をすぐに VGR 育成の視点を取り入れた授業の改

善に繋げることができる環境を設定した。 

 

授業アンケート集計シート（抜粋） 

（３）教科ごとの研修会の実施  

各授業研修週間後に，教科ごとに研修会を実施

する。研修会では，授業アンケート結果とその分

析内容について共有する。また，相互授業見学で

得たことについても意見交換し，教科としての

VGR育成の方向性や手立てについて検討する。 

（４）ＯＪＴ研修の実施と教員全体への波及 

 指導教諭，経験年数別研修対象者，教務課企画

係により，教科を越えた OJT チームを結成し，

VGR育成の視点で授業研究を行う。 

日程 チームでの主な活動 

5～7月 

○研究テーマの設定 

・授業づくりの成果と課題の共有。 

・チーム内での相互授業見学，協議。 

・VGR育成の視点から，研究テーマの検討 

10～11 月 

○研究テーマに基づいた授業づくり 

・研究授業の実施，チーム内での相互授

業見学，協議 

2月 ○今年度の取組の振り返り 

各活動後に，OJTチームで授業の振返りを行い，

VGR育成の視点で協議を行う。協議内容について

は後日教員向け通信で研修報告を行うことで普

及を行う。 

３．検証（成果と課題） 

 昨年度と同様，多くの先生方が VGR 育成を意

識した授業づくりに取り組む姿が見られた。一方

で，新学習指導要領が年次進行で実施しているた

め，観点別評価や「指導と評価の一体化」に向け，

評価のあり方に関しての議論が進行する中で，

VGR 育成を意識した取組やその評価をどのよう

に関連させていくかについて検討していくなど，

次年度も教科指導における VGR 育成を図るより

良い体制構築について研究を重ねる必要がある。 
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３．次世代トップサイエンティスト

育成のための研修プログラム 
（１）大学・研究機関連携研修 

高等学校 普通科・理数科対象の 

研修プログラム 

〈Ⅰ．ＳＳＨ東京研修〉 

ＳＳＨ推進室長 津田 拓郎 

１．研究開発の仮説 

最先端の研究機関や大学での研修を通して，研究

に対する関心と意欲（R）や挑戦心（G）が向上する。

また，自然科学全般に関わる展示施設を訪問し,自然

科学の歴史について実物を元に調査を行うことで，

科学的視野の拡大（V）や科学技術の世界への貢献に

ついて学ぶ。 

○ 日時 令和５年８月２日（水）～４日（金） 

○ 研修場所 

東京大学本郷キャンパス，東京大学駒場キャンパス， 

国立科学博物館 

○ 参加生徒・引率教員 

１年次生選抜20名（普通科９名，理数科11名） 

津田 拓郎 （物理），二宮 健一 （英語） 

門間 紀子 （英語） 

○ 研修講師 

・東京大学本郷キャンパス研修 

東京大学地震研究所  助教 武多 昭道 

東京大学大学院工学系研究科 教授 香取 秀俊 

・東京大学駒場キャンパス研修 

東京大学総合文化研究科 教授 前田 京剛 

株式会社PhotoQ3 代表取締役 浜窪 隆雄 

２．研究開発の内容と方法 

［事前学習］１回目 ７月４日（火） 

本校教員より，各研修講師の研究内容について紹

介を行い基礎知識の習得を行う。その後，学習の内容

を元に文献調査を行い，学習レポートを作成する。 

［事前学習］２回目 ７月24日（月） 

作成したレポートを相互発表することで，知識の

共有を行うとともに研修での質問事項をまとめる。 

［事前学習］３回目 ７月28日（金） 

 まとめた質問事項の共有と行程の確認を行う。 

［研修：東京大学本郷キャンパス］ 

 東京大学地震研究所において，宇宙線に含まれる

ミューオンやニュートリノなどの高エネルギー素粒

子についての講義を受け，それらを用いた観測技術

や研究について学ぶことで，VRを用いた先端研究に

触れる。同じく東京大学大学院工学系研究科におい

て，光格子時計とそれを利用した応用技術について

学ぶことで，先端研究に触れる。 

［研修：東京大学駒場キャンパス］ 

 物理学研究室を訪問し，超伝導・超流動実験等の研

究紹介を受ける。第一線の研究に取り組む研究者の

姿勢を肌で感じることで意欲を向上させる。同じく，

株式会社PhotoQ3において，がんや重症感染症など

の新しい創薬の研究開発について見学することで，

研究開発の最前線を知る。 

［研修：国立科学博物館］ 

国立科学博物館において，各自の調査テーマを元

に自然科学の歴史について実物を元に調査を行う。 

［事後学習］ 

グループごとに研修内容についてのポスターを作成し，

校内に掲示することで研修内容の全生徒への普及を行った。 

３．検証（成果と課題） 

参加生徒の自由記述，アンケートから評価を行った。 

４年ぶりの対面での実施であったが，事前研修内

容を充実させることで科学研究への関心（R）や科

学的視野の拡大（V）が特に向上している。本校は

研究機関や先端産業施設が周辺に少なく，本研修の

ように自然科学の研究をリードする大学や研究施設

での研修・体験を通じて科学の最先端を知ることが

重要であると言える。研修内容は高校レベルを超え

た高度なものだが，生徒は研修とトップサイエンテ

ィストとの対話により，グローバルな視点（V）も

伸長でき，充実した研修であったと言える。事後学

習では生徒が自ら研修報告ポスターを作成し，研修

内容の全校生徒への普及も行うことができた。 

研修ポスター（事後学習） 
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〈Ⅱ．ＳＳＨ大阪大学研修〉 
ＳＳＨ推進室  戸田 祥太 

１．研究開発の仮説 

大阪大学工学部教員による講義と交流を行う

ことで，科学的な視野（V）の広がりや研究開発

への関心（R）の高まり，進路選択（V）の一助

となる。 

○ 日 時  令和５年３月 30日（水）実施 

※ 令和５年度は令和６年３月 27日（水）実施予定 

〇 研修場所 大阪大学工学部 

〇 参加生徒 １年次生希望者 27名 

〇 研修講師  

大阪大学大学院工学研究科 教授 赤松 史光   

大阪大学大学院工学研究科 教授 高原 淳一 

２．研究開発の内容と方法 

本研修による効果を高めるために事前研修や

勉強会を充実させ，当日はオンラインにて両教

授から研究内容に関する講義（環境・エネルギ

ー工学，燃焼工学，フォトニクスセンター）と

生徒の事前研修による発表等の交流を実施する。 

［事前学習］ ３月 14日（火） 

本校教員より，エネルギー工学，燃焼工学，

フォトニクスについてインターネットや関連書

籍を用いて事前学習を行うことで研修へ向けて

基礎知識を習得させるとともに，意欲を向上

させる。また，研修に向け事前学習レポート

を紙面または Google Slide で作成するよう指

示を行う。 

［勉強会①，②］ ３月上旬 放課後数日間 

事前学習レポート作成のための勉強会を実施  

［研修当日］３月 30日（水） 

 9：00研修① 赤松教授より各種エンジンの燃焼

解析，環境技術等の紹介 

10：40 研修② 高原教授より半導体，ナノテク

ノロジー，光テクノロジー等の

研究技術の紹介 

事前研修資料 

３．検証（成果と課題） 

参加生徒の自由記述，アンケートから評価を

行った。 

令和４年度のオンラインでの研修に比べて，

全項目で肯定的回答割合が増加しているが，特

に本研修によって「科学研究に対する意識の向

上（R）」や「科学的視野の拡大（V）」につな

がったことがわかった。研究への姿勢や情熱を

間近で見ることができ，自らの将来像を考える

貴重な体験となった。フォトニクス先端融合研

究センター等の最先端の研究施設において，講

師の先生方や学生への質問もでき，先端科学技

術のすばらしさを知る機会となるとともに研究

に対する興味を喚起できたと思われる。生徒の

感想からも，自然科学の最先端や世界規模の課

題の解決に直接触れることができ，視野の拡大

に貢献できる研修であることが明らかとなった。 

その他には，SSH 東京研修と同じく研修前に

事前研修とレポートのための勉強会を開催した

ことで，参加生徒が燃焼工学や光学分野の基礎

知識を習得でき，当日の講師の説明の理解度が

向上したと思われる。このことが上記の様にほ

ぼ全員の（V）（R）の伸長につながったと考え

られることから，この手法を他の研修にも応用

し，より効果的に VGR を伸長させることができ

る「次世代トップサイエンティスト育成のため

の研修プログラム」を目指していきたい。 

 

生徒の事前レポート 
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高等学校理数科対象の研修プログラム 

〈Ⅲ.理数科サイエンスキャンプ〉 

理数科１年次担任 立石 正結子 

１．研究開発の仮説 

理数科１年次生を対象に，フィールドワーク，自

然観察と発表，研究施設の見学を行うことで自然観

察力と科学的思考力（R），科学的コミュニケーショ

ン能力，観察の技術と自然科学研究への興味関心

（V）を高めることができる。 

２．研究開発の内容と方法 

○ 日時 令和５年５月３１(水） 

○ 場所 岡山県立自然保護センター 

○ 対象生徒・参加教員 理数科１年次生 全員 

坪井 明憲（生物），立石 正結子（保健体育） 

津田 拓郎（物理） 

○ 講師 

岡山県自然保護センター  阪田 睦子，藤田 拓矢 
［事前学習］  

① 引率教員から，各施設の概要と各所における研 

修の目的，研修内容の説明を受ける。 

② 生物教員からフィールドワークと生物観察にお

ける要点，スケッチの仕方等の説明を行う。  

［研修当日］  

① 指導員からセンター内の観察ポイントや危険生

物についての説明を受ける。 

② 班ごとに観察記録を取る。 

③ 採取した生物試料を顕微鏡・図鑑等を利用して観

察。また採取した植物は，指導員や引率教員から

指導を受けて解剖，分析。 

④ 班ごとに調べた内容をまとめる。 

⑤ 班ごとに発表。この際，プロジェクターを用いて

スケッチ画像をプレゼンテーションしながら説

明する。その後質疑応答を行う。 

３．検証(成果と課題)  

参加生徒の自由記述，アンケートから評価を行った。

58%

54%

67%

35%

39%

33%

自然の観察技術・思考力(R)

探究活動での質問力・協同性

(G)

自然観察への興味関心(V)

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 

観察の技術と自然科学研究への興味関心（V）自

然観察力と科学的思考力（R）が高まった生徒が多

かった一方で，発表に対して新たな疑問を持ち，積

極的に質問をできる生徒が少なかった。今後は常に

疑問を持ちながら身の回りの現象や自然科学に興味

関心が持てるように働きかけたい。 

 

〈Ⅳ. ＳＳＨライフサイエンス研修〉 

     １年次理科（化学） 南 洋明 

１．研究開発の仮説 

 大学で実験・実習を行うことで，生命科学分野に

おける先端的な機器を用いた高度な自然科学研究を

実体験（R）し，大学での研究に触れるとともに研

究の手法や，仮説・検証の過程（R）を習得するこ

とができる。また，生命科学に関する興味関心を高

めることができる（V）。 

○ 日時 令和５年８月２日（水）～３日（木） 

○ 場所 福山大学 生命工学部  

○ 対象生徒・参加教員 理数科１年次生 希望者 22名 

南 洋明（化学）， 山本 隆史（生物） 

○ 講師 

福山大学 名誉教授 秦野 琢之 

福山大学生命工学部生物工学科 教授 太田 雅也  

２．研究開発の内容と方法 

［事前学習］ 

 本校教員により，定量分析の基礎，検量線の作成

についての事前学習を行う。 

［研修当日］ 

「生化学の基礎的な実習」というテーマで「正確

な溶液の計測」と「検量線による未知の水溶液の濃

度測定」いう２つの実習を行った。 

○ 生徒感想（抜粋） 

吸光度の実験の中で，新しい実験器具の使い方だ

けでなく実験をより効率的に行う方法や安全な実験

のやり方も学ぶことができた。吸光度の変化の理由

をクラスメートと話し合い，今回得た知識やヒントを

活用し自分たちなりの回答を出すことができた。 

３．検証(成果と課題) 

参加生徒の自由記述，アンケートから評価を行った。 

 

 

 

生徒の自己評価によると，参加者全員が（V）（R）

伸長に肯定的な評価を行うことができた。また，分

光光度計など課題研究で用いることの多い機材を使

っての実習であり，分析結果や誤差の考察に至るま

で時間をかけて行うことができ，（G）の伸長にも効

果があると思われる。 

69%

77%

31%

23%

生命科学に対して関心が

高まった(V)

実験や観察，研究の技能

を高めたいと思った。(R)

あてはまる ややあてはまる



〈Ⅴ．ＳＳＨ地球環境研修〉 

理数科１年次担任 坪井 明憲 

１．研究開発の仮説 

 大学や研究施設と連携して研修を行い研究者から

指導を受けることで，フィールドワークを中心に地

球環境分野の自然科学研究を実体験し，大学や研究

施設での研究意欲（R），未知の事象を調べる姿勢

（G），研究方法や仮説・検証の手法（R）を習得で

きる。 

〇 日時 令和5年 11月 18日（土） 

〇 場所 鳥取大学農学部フィールドサイエンス 

センター「蒜山の森」 

〇 対象生徒・引率教員 理数科 1年次生希望者 18名 

坪井 明憲（生物），大賀 悠生（生物） 

〇 研修講師 

 一般財団法人日本きのこセンター菌蕈研究所 

 主任研究員 牛島 秀爾 

２．研究開発の内容と方法 

 まず牛島先生による講義で「キノコの生態」につ

いて詳細な知識を学んだ。 

 研修「中国山地の植生及びキノコの分類と同定」

により子嚢菌類や担子菌類の生態と同定を行う予定

であったが，天候不順（大雪）のため，キノコの分

離培養実習に切り替えて実施。後日，校地で菌糸や

胞子の顕微鏡観察を行った。 

３．検証（成果と課題） 

参加生徒の自由記述，アンケートから評価を行った。  

全体的に肯定的回答が多かったが，雪のため実施

できなかったフィールドワークのスキルの習得や方

法の理解については，否定的回答がみられた。本年

度の研修で特筆すべき点として，講義後に生徒の菌

類に対する興味関心が，非常に高くなったことがう

かがえる点である。講義後の質疑応答では 18 人の

参加生徒を上回る 30 を超える質問が講師の牛島先

生に寄せられた。講義後の自由記述アンケートでも，

質疑応答での講師の深い知識に裏付けされた回答に

対する満足の声が多かった。この事実からも研究者

と直接対話しながらの実習が，VGR の育成に有効

であると改めて実証できたと言える。 

 

 

〈Ⅵ．ＳＳＨ地域連携研修〉 

理数科１年次担任 坪井 明憲 

１．研究開発の仮説 

多種の動物標本（剥製）の観察を通して，生物多

様性について学ぶ（V）とともに，スケッチなどの

科学的な観察の技術技法（R）を習得できる。 

○ 日時 令和６年１月20日（土） 9：00～11：30 

○ 場所  つやま自然のふしぎ館 

○ 対象生徒・引率教員  理数科１年次生希望者 32名 

坪井 明憲（生物），南 洋明（化学） 

立石 正結子（保健体育） 

〇 研修講師 

つやま自然のふしぎ館 学芸員 小原 由香里 

［事前学習］１月19日（金） 

津山自然のふしぎ館についての紹介，観察スケッ

チの技法について講義を行った。 

２．研究開発の内容 

○ 研修内容 

・小原主任による博物館の機能と役割の説明 

・地球温暖化のメカニズムと野生生物に与える影響

についての説明 

・館内研修，哺乳類の形態観察およびスケッチ実習 

３．検証（成果と課題）  

参加生徒の自由記述，アンケートから評価を行った。 

 

 

 

 

 

生徒は特別に各展示室のショーケース内での観

察実習を許可され，貴重な野生動物の剥製の近くで

観察スケッチに熱心に取組んだ。生徒のスケッチか

らもわかるように，形だけでなく，毛並や艶など細

部にも観察を行うことができ，生徒の野生生物等に

対する興味関心（V）が高まり，今後の学習意欲に

つながる良い機会となった。 

生徒のスケッチ 

 

 

62%

56%

56%

33%

17%

33%

5%

17%

11%

地球環境分野への興味関心

（R）

地球環境分野の研究理解

（R）

生態系保全への興味関心

（R）

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

71%

79%

25%

17%

動物の比較観察観察の

方法の理解（Ｒ）

野生動物の保護と環境

保全への興味関心（Ｖ）

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない



〈Ⅶ．ＳＳＨ先端科学研修〉 

理数科２年次担任 直原 史尚  

１．研究開発の仮説 

高度な科学技術や研究の実際を学び（R），体験を

深めて理数科生徒の学習意欲（G）を喚起する。ま

た，将来の進路選択（V）に役立てる。 

○ 日時 令和５年７月27日（木）8:50～17:10 

○ 場所 高輝度光科学研究センター 

（SPring-8，SACLA，ニュースバル） 

○ 対象生徒・引率教員 理数科２年次生全員 

山本 隆史（生物），戸田 祥太（物理）  

直原 史尚（数学） 

○ 研修講師 

高輝度光科学研究センター研究員 登野 健介 他  

２．研究開発の内容と方法 

［事前学習］７月21日(金)  

本校物理教員より，放射光の説明と訪問施設の概

要及びその利用について学習する。 

［研修当日］ 

① 高輝度光科学研究センター職員から，放射光の仕

組みとその性質，利用について講義を受ける。 

② ニュースバルの見学及び研究紹介を受ける。 

・超伝導マグネットなど加速器本体の内部の見学 

・ビームライン及び研究ハッチ内の見学 

③ 大型放射光施設SPring-8及びX線自由電子 

レーザー施設SACLAを見学する。 

④ 講師（本校 OB）による SPring-8 の説明，質疑

応答と研修のまとめを行う。 

３．検証（成果と課題） 

参加生徒の自由記述，アンケートから評価を行った。 

生徒にとっては放射光＝物理分野というイメー

ジであったが，化学・地学・生物分野はもちろん，

医学・産業・考古学分野にも本施設が活用されてい

ることを知った。そのため幅広い研究分野への応用

という点で興味を抱いた生徒が多い。先端科学への

興味関心の向上に関して非常に有意義な研修である。 

28%

31%

61%

42%

36%

33%

25%

22%

3%

将来は国際的な舞台で活躍したい（V）

将来は研究や開発に携わりたい（R）

科学技術への興味が増した（R）

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない



（２） SSH科学セミナー 

〈Ⅰ．SSH遺伝子実習セミナー〉 

３年次理科（生物） 國定 義憲 

１．研究開発の仮説 

遺伝子発現を制御する先端の技術を体験すること

で，生命科学に対する理解（R）を深め，科学研究に

対する意欲（R）を高めることができる。 

大学において実験実習を行う内容や，生命化学分

野における先端的な機器を用いた高度な自然科学研

究を体験し，大学での研究に触れることで研究者へ

の志望（V）を育成するとともに研究の手法や，仮説・

検証の過程（R）を習得することができる。 

○ 日時 令和５年７月25日（火）オンライン実施 

○ 参加生徒 生物選択３年次生（普通科・理数科） 

○ 研修講師  

岡山大学大学院自然科学研究科 教授 阿保 達彦 

２．研究開発の内容と方法 

① 講師による講義：大腸菌ラクトースオペロン 

機器の使用法，β-ガラクトシダーゼについて 

② 実験Ⅰ：バクテリアの培養と生育観察の講義 

③ 実験Ⅱ：酵素活性測定実験の講義 

④ 考察 

３．検証(成果と課題) 

高大連携の科学セミナーとして実施しているが，

本年度はコロナ禍の影響で急遽オンライン実施とな

った。そのため，過年度までのように実際に実験を行

うことができず，予定していた実験内容に関する講

義と考察を行った。実験は実施できなかったが，生徒

感想を分析すると，実験内容や仮説の検証方法，対照

実験の重要性（R）などの理解が向上している。大学

でバイオテクノロジーを用い生物学研究を志望して

いる生徒にとっては具体的なイメージ（V）を持つ機

会となっているので，次年度は例年通り実験を実施

して効果的な高大連携を継続していきたい。 

 

 

 

 

〈Ⅱ．放射線セミナー〉 

１年次理科（生物） 坪井 明憲 

１．研究開発の仮説 

放射線の種類と性質及び，その利用について学び，

霧箱による放射線の観察と自然放射線測定の実験に

より，身の回りに存在する放射線についての科学的

な正しい知識（R）を得ることができる。 

○ 日時 令和5年７月26日（水）13:30～16:30 

○ 参加生徒 理数科１年次生 

○ 研修講師 日本科学技術振興財団 山岡 武邦 氏 

２．研究開発の内容と方法 

［事前学習］７月25日（火）津田 拓郎 

 文部科学省が出版している「中学生・高校生のため

の放射線副読本～放射線について考えよう～」を用

いて我々の生活での放射線について基礎知識の教授

を行った。 

・放射線の種類と性質，放射線同位体について 

・放射線の発生源と自然放射線 

・身の回りの放射線とその利用 等 

［研修当日］ 

① 講義：放射線の種類と性質，発生の仕組み， 

放射線観察の方法，生体への影響と防ぎ方 

② 実験Ⅰ：霧箱による放射線の観察 

③ 実験Ⅱ：自然放射線の測定 

３．検証（成果と課題） 

 参加生徒の自由記述，アンケートから評価を行った。 

今回の講義と霧箱の実験を通して，自然現象の美

しさに触れるとともに，放射線に関する正しい知識

（R）を身に付けることができた。また，身の回りの

放射線を利用した職業についても説明をしていただ

いたことで，将来の進路選択の参考にする生徒もい

た。研修を通じて概ね生徒の（V）（R）の伸長には効

果があったと言える。 

 

96%

94%

27%

4%

2%

43%

放射線への知識（R)

人体への影響への理解（R)

放射線を扱う研究への興味（V)

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない



〈Ⅲ．ＳＳＨ理数科講演会〉 

理数科長 山本 隆史 

１．研究開発の仮説 

 科学の第一線で活躍する研究者による講演を通し，

自然科学に対する興味関心（R）を高め，自然科学に

対する知見（R）を深めるとともに将来の進路選択（V）

の一助を得ることができる。 

○ 日時・対象 令和５年２月 16日（木）実施 

※ 本年度は令和６年２月15日（木）実施予定 

 ・理数科講演会 13:45～15:25  

   対象：理数科１・２年次生80名 

 ・研究者交流会 16:00～17:00  

   対象：希望者 

○ 研修講師 株式会社岡山村田製作所   

２．研究開発の内容と方法 

工学研究の最前線で活躍する企業のエンジニアか

ら先端技術に関する基礎知識やロボット工学などに

関する専門的な内容に関する講義を豊富なデータと

分かりやすいプレゼンテーションで説明していただ

いた。また，自転車を運転するロボットや製品の製作

過程において工場で活用されているからくり機構を

実際に生徒が見たり触ったりしながら質疑応答する

ことで実感の伴った理解を促進することができた。 

３．検証（成果と課題） 

 参加生徒の自由記述，アンケートから評価を行った。 

 
生徒は，実際にロボットを見たり触ったりするこ

とで，ロボット技術の現状を知り，ロボット工学や工

学研究への関心を大いに高め，キャリア形成の指針

（V）の向上が見られた。生徒感想から，ものづくり

への興味関心や世界トップレベルで活躍しているエ

ンジニアの姿に憧れや現実的な進路意識を向上させ

たことが分析できる。講演後の交流会では，からくり

技術の実物に触れながら積極的に質疑応答が行われ，

質問していく姿勢（R）の向上が見られた。 

〈Ⅳ．ＳＳＨ食品科学セミナー〉 

１年次家庭科 難波 智子 

１．研究開発の仮説 

様々な発酵食品と微生物の関わりを理解し（R），

身の回りの発酵食品を自然科学の視点から捉え科学

的な視野を広げる（V）。 

○ 日時 令和 5年 6月 7日（水） 

○ 場所 岡山県立津山高等学校 100周年記念館 

○ 対象 高校 1年次生 

○ 研修講師 美作大学短期大学部 教授 桑守 正範  

２．研究開発の内容と方法 

①食品学 総論，各論，加工学について 

②食品の定義 栄養素の補給（１次機能），嗜好性を

満たす（２次機能）といった必須機能と健康維持成

分である機能性食品について 

③発酵食品の定義とメリット 発酵食品には，微生

物の力により元の食品にはない美味しさ，健康増

進効果のある成分の生成，腐敗菌の繁殖を抑え保

存性が向上するメリットがある。 

④発酵菌の働き 納豆菌などの働きによる食品の長

期保存について 

⑤様々な発酵食品と現代食生活，発酵食品の加工法

と，食品添加物を多用している現代食品について 

３．検証（成果と課題） 

参加生徒の自由記述，アンケートから評価を行った。 

 

発酵食品と微生物の関わりについての講演を聞く

ことで，昔から様々な微生物によって作られている

食品が，身の回りに多く存在していることに気づ

き，発酵食品の作り方や普段食べている食品がどの

ように作られているのか，また，食品加工の過程に

ついて大変興味を持ったようである。微生物の働き

による発酵や腐敗の仕組みについて，課題研究でも

っと深く研究したい等，興味関心と研究意欲を持ち

（R），科学的視野が広がった（V）と考える。 
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（３）ＳＳＨ海外研修 

２年次英語科 杉本 英樹 

１．研究開発の仮説 

海外のトップレベルの大学・研究機関において研

究者・学生との交流を行い，本物に触れることで，自

然科学研究に対する意識（V）を高め，国際的な視野

を広げ（V），科学的コミュニケーションの実践を継

続的に行うことで，将来，国際的に活躍する研究者と

しての素地（G）を育成できる。 

２．研究開発の内容と方法 

○ 研修先 アメリカ合衆国（ボストン，ワシントンDC） 

ハーバード大学，マサチューセッツ工科大（MIT），

スミソニアン博物館，NASA ゴダード宇宙飛行

センター 

○ 研修参加者 ６名（普通科４名，理数科２名） 

        引率教員２名（英語科，数学科） 

※ 研修費用高騰のため，９月に本研修中止の判断を

下し，参加生徒がオンライン研修（トークセッショ

ン）を企画実行する形態に切り替えた。 

３．メンバー選考と事前学習 

① 選考 （令和４年４月） 

参加可能生徒 14名ということで参加を募ったが，

エントリー生徒数は６名であった。そのため選抜試

験は行わず，６名全員に対し参加の意思を確認した

うえで採用とした。 

② 事前学習会（同５月～令和５年３月） 

英語科教員により，５月末から毎月１回 90分実

施。オンライントークセッションのための英語学習，

企画・準備，関連分野の学習を行った。その際，過

去のSSH海外研修による成果物や研修先の資料を

活用し，マサチューセッツ工科大学，ハーバード大

学での先端研究や研究環境などについても事前調

査を行った。 

③ GSO（Global Science Okayama同６月～令和６

年３月） 

岡山県エキスパート活用事業により月１回，指導

者４名（うち外国人指導者３名）を招聘し，英語コ

ミュニケーション，サイエンスリテラシーの指導を

行った。グループに分かれて４人の講師から様々な

テーマ（科学技術と倫理，科学者のプレゼンテーシ

ョンスキル）のコミュニケーション演習を継続的に

実施した。 

 

４．生徒企画オンライントークセッション 

 生徒が自分たちで講演者を探し，アポイントメン

トを取り，トークセッションを企画する活動を行っ

た。アメリカに赴いての実地研修はかなわなかった

が，代わりにこうした活動を行うことで，海外のトッ

プレベルの研究に触れ，自然科学研究に対する意識

を高め，国際的な視野を広げ，英語による実践的な科

学的コミュニケーション力を培うことを目指した。 

５．マサチューセッツ工科大学オンライン研修  

〇 日時 令和６年３月２日 9:00～11:00（予定） 

〇 研修参加者 ２年次生選抜生徒６名 

〇 概要 

マサチューセッツ工科大学大学院コンピュータサ

イエンス学科の博士課程(Ph.D.)の五十嵐 祐花氏に

よるオンライン研修を実施する。マサチューセッツ

工科大学の自然科学研究者の講義を受講し，英語に

よる交流を行うことで，研究に対する意識を高め国

際的な視野（V）を広げることで，将来国際的に活躍

する研究者としての素地を育成する。 

６．成果報告 

令和４年度の海外研修参加者が，研修成果の普及

のため次の場面において研修内容の発表を行った。 

①令和５年度SSH成果報告会 

〇 日時 令和５年７月12日（火） 

〇 参加者 本校中高全生徒，外部視聴者 

〇 概要 P.46「SSH成果報告会」参照 

②令和５年度岡山県立津山高等学校オープンスクール 

〇 日時 令和５年８月23日（水） 

〇 参加者 近隣中学校生徒 328名，保護者165名 

〇 概要 

２回のオンライントークセッションの研修や

GSOの様子について，活動写真を提示しながら英語

でプレゼンテーションを行った。 

７．成果と課題 

残念ながらアメリカへ渡航しての実地研修の実施

がかなわず，事後学習と評価アンケートが未実施の

ため，現段階では研修による効果の検証はできてい

ない。しかし，参加生徒たちはトークセッションの企

画を通して海外の研究機関へ目を向け（V），継続的

に英語でのコミュニケーション能力やサイエンスリ

テラシーを高めるとともに（G），アメリカの文化・

社会状況や歴史についての理解を深めている。特に，

講演者とアポイントメントをとる活動の難しさ，

GSO 指導者４名との英会話を通して英語運用能力

に自信を持つことができるようになったとの感想を

述べる生徒が多かった。 



４．理数教育の拠点としての地域と連携 

した科学普及活動・成果普及活動 

（１）ＳＳＨ成果報告会 

１．研究開発の仮説 

 SSH事業で生徒が取り組んだ成果を全校で共有す

ることで，科学への興味関心（V）を高めることがで

きる。また，地域や他校および教育関係者に向けて，

本校 SSH 事業の取組を発信することで，SSH 事業

の成果を共有し広めることができる。 

○ 日時 令和５年７月11日（火） 

13：50～13：55 開会行事 

13：55～14：55 講演 

15：05～15：35 課題研究発表 

15：35～15：50 閉会行事 

○ 場所 本校 100周年記念館ホール，各HR教室， 

 ※対面とZoomによるオンライン接続で実施 

○ 参加生徒 全校生徒（中学・高校） 

〇 校外からの視聴  

本校保護者，鳥取県立米子東高等学校， 

岡山県立玉島高等学校 

２．研究開発の内容 

［講演］ 

京都大学防災研究所附属火山活動研究センター  

センター長 井口 正人 

「物理と化学からひも解く噴火活動 

～実は美作地方は火山だった～」 

［令和４年度海外研修報告］ 

普通科３年 濱田 椿，津村 朋伽，高橋 勇成 

理数科３年 山本 壮真，西下 安子，西原 果穂 

［課題研究成果発表］  

令和４年度 iPⅡ，S探Ⅱ課題研究代表グループ 

「同性婚への否定的意見の検証」 

普通科３年 川上 さくら，濱田 椿， 

春名 あいみ，松下 響美 

「 放線菌の生産する抗生物質の探索 」 

理数科３年  小林 善晴，北村 凪陽，宮城 和弘， 

竹本 樹生 

３．検証（成果） 

SSH 成果報告会に参加した中高全生徒を対象に

VGR の伸長に関するアンケートを実施した。また，

生徒の感想などの自由記述を使い，ユーザーローカ

ルのテキストマイニングツールのワードクラウド法

を用いての分析を行った。 

（https://textmining.userlocal.jp/ ） 

１年次生アンケート結果 

２年次生アンケート結果 

３年次生アンケート結果 

 自由記述についてのワードクラウド法の結果 

対面とオンラインとの併用ではあったが，全校生

徒が参加する形態で実施することができた。放課後

の座談会にも井口先生の講演に興味関心を持った多

くの生徒が参加し，研究内容や自然科学全般につい

てより詳しい説明を直接受けることができた。生徒

アンケート結果も多くの項目で肯定的回答割合が

80％を超えており，例年肯定的回答割合が低い「海

外での活動意欲（V）」の項目も３年次では75％と高

いことから，生徒の（V）の伸長に効果があったと言

える。ワードクラウド法の結果からは，名詞の出現が

多く，生徒には理科の学習などで学んだ内容を活用

しながら基調講演を聞いていたと思われる。 
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（２）美作サイエンスフェア 

理科主任 南 洋明 

１．実施に当たって 

昨年度に引き続き本年度も新型コロナに代表され

る感染症が広がりを見せる中，開催の可否について

検討し，２部制（90分で入れ替え），参加者の人数制

限を設ける（各回 100 名まで）など工夫して開催に

至った。外部への周知，参加者受付方法，当日の感染

予防対策など十分配慮し，実施会議を何度も行った

結果，安全に実施することができた。 

２．研究開発の仮説 

地域と連携し，地域の子どもたちが科学体験を行

うことで科学の楽しさを知り，科学的な見方・考え方

を育て，自然科学の裾野を広げ，地域に貢献する（V）

とともに，参加生徒の科学的コミュニケーション能

力（R）を高めることができる。 

○ 日時 令和５年９月 23日（土）13:00～16:00 

○ 場所 美作大学６号館 

〇 参加校・企業 

津山工業高等専門学校（3），美作高校（1），林野高校（1），

勝間田高校（1），岡山建築士会（1），津山高校（3），

津山高校科学部（1），津山中学（1）（合計12ブース） 

○ 参加生徒・引率教員 

実験講師・運営委員として，本校高校生40名，本

校教員 18名，津山中学生23名，他校生徒20名，他

校理科教員及び教育関係者12名が参加 

３．研究開発の内容と方法 

 科学体験・ものづくり体験ができる12ブースを出

展した。新規に，岡山建築士会の参加もあった。入場

者数は合計342名（保護者，幼児及び小学校低学年，

小学校高学年，中学生）であった。（第１部：174名，

第２部：168名） 

 近隣小学校の行事と重ならなかったため、令和元

年度の 312 名（参加者制限なし）を上回っており、

未就学の子どもたちも43人が参加した。 

＜来場者の様子＞ 

今回で９回目を迎え，来場者アンケートでは「もっ

と色んな実験をしてみたい。」「お兄さんや、お姉さん

がやさしく教えてくれてうれしかった。とても楽し

かった！来年もまた来たいと思った。」「学生さんの

説明や対応が本当に素晴らしく、感心しました。」と

いう肯定的な感想がほとんどを占めた。この活動を

きっかけとして、地域に活動が根付いてほしい。 

 

 

４．検証（成果と課題）  

来場者へのアンケート結果の抜粋より， 

①実験の中身…おもしろい 97%，まあまあ 3% 

②来年は…ぜひ来たい80%，来たい 20% 

③理科を勉強するのに…役に立つ 83% 

④もっと不思議を調べてみたくなった…77% 

と好意的な回答が多く，地域の子ども達に科学の

楽しさを伝え，科学的コミュニケーションを育成す

ることが出来ていると考えられる。 

 Google formsでの申し込みや，googleの自動返信 

メールの設定など，昨年度のノウハウを引き次いで 

効率よく受付，参加者への連絡ができた。個々の質問 

への対応もメールを通して事前に行ったため，当日 

運営上の支障はなかった。 

当日の安全面に関しては，消毒・換気・健康観察を

実施することにより，参加による感染拡大はなかっ

た。また，実験での事故やトラブルもなく順調に終え

ることが出来たのは大きな成果である。ブースの数

も館内に収まるように制限したことで，空間的に余

裕を持って体験実験を行うことができたことも効果

的であった。常時，ブースの様子を把握し，空き状況

などを参加者に伝えたことで，待ち時間もほとんど

なく体験してもらえた。 

ボランティア生徒も楽しくブース運営に関わるこ

とができ，生徒たちにとっても，科学コミュニケーシ

ョン能力の向上に加え，科学実験指導を通して科学

への理解（R）が向上するとともに，地域に貢献する

楽しさ（V）を感じたようである。訪れる来場者に適

切に対応し，頑張り抜く力（G）も伸長できたと思わ

れる。 

来年度は，新型コロナ感染拡大前の，時間・人数制限

なしの形に戻して実施することを考えている。また，

新たな団体にも声掛けし，学びの場を積極的に作っ

ていきたい。 

配付ポスター 



（３） ＳＳＨ科学部の活動 

科学部顧問 津田 拓郎  

１．研究開発の仮説 

 理数科生徒全員と，意欲ある普通科生徒・中学校生

徒が科学普及活動に参加し，科学的コミュニケーシ

ョン能力を高めることができる。また科学オリンピ

ックや科学系コンテスト，学会等へ向けた指導を行

いVGRと科学的能力を向上させることができる。 

２．研究開発の内容 

理数科生徒全員と，意欲ある普通科生徒・中学校生

徒が，本校SSHでの科学普及活動で講師を務めるこ

とで，地域にSSHの成果普及を行うとともに，科学

的コミュニケーション能力向上を図る。また，理数科

全員が科学部に所属し，物理・化学・生物・地学各分

野の専属顧問を配置し，課題研究の発展研究，学会発

表やコンテストに向けた学習など，カリキュラムを

超えたハイレベルな内容を扱う。科学部研修により

関係機関による専門的な指導を受け，科学的能力を

高める。 

Ⅰ 津山洋学資料館夏休み教室  

○ 主催・場所 津山洋学資料館 

○ 連携 津山工業高等専門学校 

津山洋学資料館 

○ 日時 令和５年８月５日（土）10:00～15:30 

○ 参加者 生徒：高校７名（実験補助） 

        教員：井上 直樹（実験講師） 

篠山 優也（実験補助） 

〇 概要 

実験「江戸時代のふしぎなインク」 

津山工業高等専門学校とともに小学校高学年 20

名を対象に，津山出身の蘭学者・宇田川榕菴が行っ

た江戸時代の化学実験を再現・体験する講座を実施

した。 

〇 内容 

  SSH科学部部員が実験講師として，小学生へ

講義を行った。隠顕インクとして，フェノールフ

タレイン溶液とアンモニア水を用いた実験，紺青

の合成，紺青を用いた絵の具の作製を行った。ま

た，実施後には参加生徒が活動内容をまとめたポ

スターを作成し，校内に掲示することで全校生徒

へ向け成果の還元を行い，科学系ボランティアへ

の参加を呼び掛けた。 

 

 

 

 

生徒作成ポスター 

Ⅱ ＳＳＨ科学部サイエンスキャンプ 

○ 概要  

校内において放課後に化学反応で走る燃料電池

カーの製作，顕微鏡を用いたゾウリムシの観察，

全国物理コンテスト物理チャレンジ実験課題等，

様々な科学実験・観察活動を行いながら科学的探究

技能を高めた。また，活動による成果物は９月の本校

学校祭で展示を行うことで，全校生徒に還元した。 

Ⅲ 青少年のための科学の祭典倉敷大会  

○ 主催 青少年のための科学の祭典倉敷大会実行委員会 

○ 連携 岡山県高等学校教育研究会地学分科会， 

岡山朝日高校ほか 

○ 日時 令和５年 11月11日～12日 

○ 場所  ライフパーク倉敷 

○ 参加者：教員 山本 隆史（地学・生物） 

○ 概要 

連携先と協力して「福徳岡の場の軽石を科学する」

と題した地学分野の実験観察ブースを出展し，県内

の小中学生を対象に，科学部顧問が実験観察講師を

行った。開発した実験教材を津山中学校理科教員や

科学部の生徒に還元し，次年度以降の科学実験ボラ

ンティアの教材開発に活用することで，科学部とし

て地域社会へ貢献しようとする態度（V）を育成した。 



Ⅳ つやま自然のふしぎ館ナイトミュージアム  

○ 主催・連携・場所 つやま自然のふしぎ館 

○ 概要 本校科学部員がつやま自然のふしぎ館内

の展示品の解説・説明等を行う。 

※新型コロナウイルス感染拡大に伴い中止とした。 

３．科学部活動全体への評価 

○ ボランティア活動に関する評価 

令和４年度に再開することができたいくつかの科

学系のボランティア活動での経験を踏まえ，令和５

年度は規模を拡大して実施することができた。特に

「美作サイエンスフェア」については，昨年度に構築

したGoogle formsを活用した事前予約制や２部構成

などの運営手法をいかした結果，350 名以上の来場

者があった。ボランティア生徒も全校で募集するこ

とで，中高併せて60名以上が参加し，新型コロナウ

イルス感染拡大前とほぼ同規模で実施することがで

きた。その他にも地元企業にも参加を募ることで，よ

り地域に根付いた科学イベントとしての一歩を踏み

出すことができた。次年度も多くの生徒が科学系ボ

ランティア活動に参加できるよう校内外で連携をと

りながら進めていきたい。 

 

○ 科学系コンテスト活動に関する評価 

令和５年度も物理・化学・生物・地学・中学校の各

専門の教員を科学部専属の顧問として配置し指導を

行った。また数学・英語・情報教員の指導により多く

の科学系オリンピックや英語研究発表の指導を行っ

た。特に11月４日（土）に開催された「サイエンス

チャレンジ2023」においては，９月から大会準備を

始め，参加３グループ（高校２グループ，中学１グル

ープ）が中高合同で練習を行うなど，連携強化に努め

た。昨年度よりGoogle Classroomを用いて日々の活

動内容を記録し，ウェブ上でメンバーが意見交換を

したり勉強会を行うなど新しい活動形態にもチャレ

ンジすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 成果と課題 

第３期で重点化している Google Workspace の

様々なアプリケーションを用いて，生徒は限られた

活動時間を有効に活用しながら成果の発信を行うこ

とができた。次年度以降も引き続き研究を行いたい。

さらに，令和５年度は理数科において，３年次になっ

ても課題研究を続け外部発表を行ったグループが６

グループ（令和４年度３グループ）と多く，継続研究

の成果を多くの学会等で発表し，評価を得ることが

出来たことも大きな成果であると言える（詳細は

P.50「５．大会成績，先進校視察等」を参照）。 
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５．大会成績，先進校視察等 

（令和５年３月～令和６年２月） 

Ⅰ 全国レベルでの入賞（参加賞相当を除く） 

①日本金属学会第８回「高校生・高専学生ポスター発表会」  

主催：日本金属学会  

日時：令和４年３月15日（水） 

・日本金属学会長賞「The research for Rust 

- Catalytic action of Titanium dioxide -」 

理数科３年 飯綱音羽・日下沙羅・長尾麻愛・ 

西原果穂・寄本詩織 

・最優秀賞「オイラーの円盤の重心位置の移動による

回転時間の変化」 

    理数科２年 後安竜之介・川端陽人・ 

内田新大・黒田直幹・池内聖悟 

・優秀賞「野球バットのしなりの解析」 

    理数科３年 須江雄大・寺元宏輔・水島遼平・ 

水杉晴紀・山根雄大 

Ⅱ 地域レベルでの入賞（参加賞相当を除く） 

① 中国・四国・九州地区理数科高等学校課題研究発表大会 

主催：中国・四国・九州地区理数科高等学校長会 

日時：令和５年８月17日 

・優秀賞「野球バットのしなりの解析」 

    理数科３年 須江雄大・寺元宏輔・水島遼平・ 

水杉晴紀・山根雄大 

Ⅲ 県レベルでの入賞（参加賞相当を除く） 

① 岡山物理コンテスト 2023 

主催：岡山県教育委員会 

日時：令和５年９月30日 

成績：優秀賞 理数科２年 朝木 夕翔 

      優秀賞 理数科１年 德田 淳史 

② サイエンスチャレンジ岡山 2023 

主催：岡山県教育委員会 

日時：令和５年11月 4日 

成績：実技競技①（化学・物理分野） 

レポート第２位・第３位 

③ 令和５年度「集まれ！科学への挑戦者」研究発表大会 

  主催：「集まれ！科学への挑戦者」実行委員会 

  日時：令和６年１月 21日 

・優秀賞「バックスピンする物体の跳ね上がり現象の解明」 

    理数科２年 浅倉修大・加賀寛大・全本和真・ 

黒川龍之介・的馬颯汰 

・優秀賞「氷筍の成長に及ぼす要因について 

～Factors Influencing the Growth of Ice 

Stalagmites～」 

理数科２年 常藤陸人・寺坂苺衣・森安歩友 

 

・優秀賞「牛のヨロイを構成する物質について」 

理数科２年 大﨏樟太・尾﨑正隆・小林歩夢・         

三谷介晟 

・優秀賞「モジホコリの変形体が子実体になる条件を探る 

～Factors that Affect the Formation of  

Fruiting Bodies of Slime Mold,  

Physarum～」 

理数科２年 安東さき・坂本澄々花・ 

佐々木悠衣・中野望羽・日野瑠名 

④ 第 23 回岡山県理数科理数系コース課題研究合同発表会 

主催：岡山県教育委員会 

  日時：令和６年２月２日 

・最優秀賞「バックスピンする物体の跳ね上がり現象の解明」 

     理数科２年 浅倉修大・加賀寛大・全本和真・ 

黒川龍之介・的馬颯汰 

・優秀賞「モジホコリの変形体が子実体になる条件を探る 

～Factors that Affect the Formation of  

Fruiting Bodies of Slime Mold,  

Physarum～」 

理数科２年 安東さき・坂本澄々花・ 

佐々木悠衣・中野望羽・日野瑠名 

 

Ⅳ 科学オリンピック国内予選参加人数（令和５年度） 

① 物理チャレンジ 2023           ３名 

② 第31回日本数学オリンピック   ２名 

第Ⅱ期～第Ⅲ期の科学コンテストエントリー数と 

入賞件数，科学普及活動参加人数の変容 

 

Ⅴ SSH先進校視察 

① 訪問 

・兵庫県立龍野高等学校 令和５年10月12日（木） 

「新たな知の創造～未来をつくる想像力を有し，

世界で活躍するサイエンスリーダーの育成～」と題

し，大学・企業等と連携した研究プログラムを開発す

る等，重厚な理科教育を実施・展開している。当日は

総合自然科学科の「課題研究」を参観した。当日の研

究活動は「リサーチラボノート」を活用しながら展開

していた。全ての研究記録を全員が丁寧に書き残し

ており，記載の仕方についてもノートの表紙裏に示

す等している。ノートは毎回の研究後に回収してお

り，教員が赤ペンで生徒の評価やフィードバックを

行っており，きめ細やかな指導を展開している。課題

11.5
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研究について，理科・数学以外にも地理・家庭科の教

員も指導に関わっている点，地域の特色を活かした

テーマ設定がなされている点は大変参考となった。

授業見学ののち，担当者と課題研究の指導体制や事

業全般の運営体制，企業・地域等との連携，カリキュ

ラム編成等についての情報交換を行うことができた。 

・兵庫県立姫路西高等学校 令和５年10月17日（火） 

「高度な『知』を有するグローバルサイエンティス

トの育成～ＡＩ時代を切り拓く～」と題し，データサ

イエンスを基盤とした様々な活動を実施・展開して

いる。自校で「データサイエンスコンテスト」，また

データサイエンスに関わる教員研修会を実施する等，

生徒の資質・能力，教員の指導力の向上に大きく貢献

している。当日は国際理学科の「データサイエンス研

究」を参観した。授業の内容としては，保体で実施し

た「体力テスト」のデータを用いて統計的な分析を行

うものであった。「標準化」，「ｔ検定」，「重回帰分析」

と，高校１年次が学ぶ内容としては難解なものであ

ったにも関わらず，生徒の呑み込みが非常に早かっ

た。１学期の「データサイエンス研究」や夏の「京都

大学研修」を通して，ビッグデータを活用した課題研

究を通して実践経験を積んでいたことが大きいと思

われる。授業見学ののち，担当者と課題研究の指導体

制や事業全般の運営体制，課題研究活動の評価の方

法等について情報交換を行うことができた。特に，生

徒の評価についてはルーブリックをもとにした自己

評価、他者評価、教員評価を実施しているとのことで

あった。収集したデータについては生徒にフィードバ

ック等して，生徒のメタ認知力の向上を図っている。 

２校を訪問した際に得られた新たな情報について

は，SSH推進会議，職員会議において報告すること

で全教員への還元を行った。 

② 来校 

 令和５年度も全国の高等学校の SSH 事業担当等

が本校を訪問し，SSH事業を中心に，授業改善や課

題研究活動など多岐にわたる情報を交換することが

できた。先進校視察と同様に，SSH推進委員会，職

員会議において報告することで全教員への還元を行

った。 

・芝浦工業大学柏高等学校 

 令和５年９月 13日（水） 

・鹿児島県立沖永良部高等学校  

令和５年９月28日（木） 

・広島県立三次中学校・高等学校 

令和 5年10月 11日（水） 

・千代田区立九段中等教育学校  

令和５年10月 25日（水） 

・山口県立岩国高等学校 

令和５年12月 15日（金）・16日（土） 

 



第４章 実施の効果とその評価 

 本章では，SSH第Ⅲ期２年次である令和５年度の事業実施効果とその評価に関して記述する。 

本校の SSH事業が SSH指定 10年間での成果をさらに継承・発展させ，『高い専門性とグローバルな視点

を兼ね備え，科学や科学技術が関連する科学的諸問題の解決に寄与できる，次世代トップサイエンティスト

の基盤となる‘Vision’，‘Grit’，‘Research Mind’（VGR）を育成する』ことに効果があったかを次に示

す手順で評価した。その他には，SSH第Ⅰ期での理数科卒業生（平成 28年度卒）の多くが本年度就職した

ことから，卒業生の進路についても調査し，次年度以降の SSH事業についての参考とした。 

 

〔評価方法〕 

１．高い専門性とグローバルな視点を兼ね備えた次世代トップサイエンティストの基盤となる

‘Vision’,‘Grit’,‘Research Mind’の育成についての評価 

１- ①要素の設定： 

｢高い専門性とグローバルな視点を兼ね備えた次世代トップサイエンティスト」に必要な資質・能力の

要素として‘Vision’，‘Grit’，‘Research Mind’の三要素を設定し評価した（図１）。 

１- ②質問項目，対象： 

高校全生徒を対象に，設定したVGR三要素それぞれに関して，それらの伸長による「意識や姿勢変化

を問う質問（＝以下A項目と記す）」と「行動変化を問う質問（＝以下B項目と記す）」を各３問ずつ計

18問設定し，４件法による質問紙アンケート調査を 12月に実施した。また，各 SSH事業で参加生徒に

自己評価を行わせ分析を行った。他には併設中学校３年生に対しても12月に同じ趣旨の調査を実施した。 

 １- ③分析： 

VGR三要素に関する各６つの質問の肯定的回答割合をそれぞれ算出し，科・年次・項目ごとにVGRの

伸長について分析することで，SSH事業実施の成果と課題を明らかにした。 

 ※ A項目（下線なし）：意識や姿勢変化を問う質問，B項目（下線あり）：行動変化を問う質問 

図１ VGR伸長に関する評価アンケート項目 

２．科学全般を扱う中高６年間の学際型課題研究カリキュラムと研修プログラムの開発についての評価 

２- ①個別調査：各学校設定科目と研修プログラムについて，４件法によるアンケートと自由記述形式で

回答させた。 

 ２- ②分析  ：生徒の回答や自由記述文章を解析し，SSH事業実施の成果と課題を明らかにした（各分

析結果は学校設定科目と研修プログラムの報告ページに記載）。 

  

  

 

 9-B.信頼性のある根拠やデータを用いて、論理的に説明・考察するようにしている。

 9-A.科学的な見方に基づいて物事を考えたいと思う。

 8-B.新たな発見を大切にし、それらを発表したり他者と議論している。

 8-A.独自なものやアイデアを作り出したいと思う。

 7-B.知らないことでも積極的に情報を集め、論理的に考えながら新たな結論を導き出している。

 1-A.将来はグローバルに活躍したいと思う。

 6-B.課題解決のためにあきらめず様々な方法でその解決を試みている。

 6-A.試行錯誤を乗り越えて取り組みたいと思う。

 5-B.将来の目標の達成のために、自分で決めたことを継続的に行っている。

 5-A.将来の目標に向かって日々努力しようとしている。

 4-B.課題に対して明確な目標を設定し、失敗してもあきらめず何度も取組もうとしている。

 4-A.様々な課題に対してもあきらめず，粘り強く取り組んで物事を成し遂げたいと思う。
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 3-B.現状の知識や考え方に満足せず、自分から新しい知識や考え方を探し求めている。

 3-A.新しいことを発見したり，新たな分野を切り拓いたりしていきたいと思う。

 2-B.将来自分が解決に向け貢献したい社会的課題を決めており目標としている。

 2-A.将来は世界と未来に貢献したいと思う。

 1-B.日頃から国際的な活動についての情報を見つけようとしている。

 7-A.未知の事柄に対し，真実を探究し明らかにしていきたいと思う。



３．教科指導における VGR育成方法の研究についての評価 

3- ①個別調査：各教科でVGRの三要素のうち特に育成したい要素を設定し，その育成を目指した授業実

践の成果を４件法によるアンケートと自由記述形式で回答させた。 

 3- ②分析  ：生徒の回答や自由記述文章を解析し，SSH事業実施の成果と課題を明らかにした。 

 

〔１．普通科の VGRアンケート結果について〕 

図２～４に普通科３学年のVGRアンケートの結果をまとめた。各グラフ内の数値は回答の割合（％）を示

している。
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図２ 普通科高校１年の VGRアンケート結果（N=140）
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図３ 普通科高校２年の VGRアンケート結果（N=176）
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図４ 普通科高校３年の VGRアンケート結果（N=155） 

 



ほぼ全ての回答において肯定的回答（「あてはまる」と「ややあてはまる」）の割合が過半数となっている

が，特に（G）の質問項目において肯定的回答の割合が高い結果であった。各年次において，様々な研修や

課題研究活動を通して（G）について着実に育成することができたことを表している。他には，１・２年次

の（R）の質問項目について，第Ⅱ期に比べ肯定的回答の割合が高くなっている。令和４年度１年次生にも

同様の傾向が見られ，第Ⅲ期から取り組んでいる「ミニ課題研究」をはじめとする学際的な課題研究活動の

実践より向上したと考えられる。 

しかし，各質問のA項目（意識や姿勢変化を問う質問）とB項目（行動変化を問う質問）の割合を比べた

とき，（V）の質問項目でB項目の肯定的回答割合が減少していることが確認できる。これは，VGRの伸長

を実感することができているが，それを自身の行動に移すまでには至っていないことが窺える。特に質問１

-B（日頃から国際的な活動についての情報を見つけようとしている。）と２-B（自分が将来的にどんな貢献

ができるかを考え，目標としている。）については，令和４年度と同じく肯定的回答割合が非常に低い結果で

あり，（V）の伸長を目指している各 SSH研究開発プログラムの改善が必要であると言える。 

 

〔２．理数科の VGRアンケート結果について〕 

図５～７に理数科３学年のVGRアンケートの結果をまとめた。各グラフ内の数値は回答の割合（％）を示

している。
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図５ 理数科高校１年の VGRアンケート結果（N=36）
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図６ 理数科高校２年の VGRアンケート結果（N=29）
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図７ 理数科高校３年の VGRアンケート結果（N=28） 

概ね普通科と同様の傾向であるが，例年に比べ特に高校３年次の「あてはまる」と回答した生徒の割合が

高い結果であった。この理由として，令和４年度のサイエンス探究Ⅱでの課題研究の充実により，３年次で

も研究活動を継続したグループが多く，それによりVGR伸長が実感でき，行動も変容したものと考えられ

る。他の年次でも普通科に比べ肯定的回答の割合が高くなっており，課題研究活動で高大連携やChromebook

など ICTを用いた新たな研究スタイルの確立により，多くの生徒が様々な科学的手法を用いながら課題の解

決に向け探究する力を身に着けることができ，そのことが反映されていると考えられる。 

以上のことから，過年度と同様に令和５年度も多くの生徒のVGRの伸長については良好であると言え，

課題研究を中心とした様々な SSHの取組によってVGRの伸長を実感し行動を変容させていると言える。 

 

〔３．普通科・理数科の VGRアンケート結果の比較について〕 

次に普通科・理数科のVGRアンケートの結果の比較を行った。図８は各質問項目について普通科と理数

科の肯定的回答の割合の差をまとめたものである。 

40

60

80

100
1-A

1-B

2-A

2-B

3-A

3-B

4-A

4-B

5-A
5-B

6-A

6-B

7-A

7-B

8-A

8-B

9-A

9-B

高１年普通科 高１年理数科

40

60

80

100
1-A

1-B

2-A

2-B

3-A

3-B

4-A

4-B

5-A
5-B

6-A

6-B

7-A

7-B

8-A

8-B

9-A

9-B

高２年普通科 高２年理数科

40

60

80

100
1-A

1-B

2-A

2-B

3-A

3-B

4-A

4-B

5-A
5-B

6-A

6-B

7-A

7-B

8-A

8-B

9-A

9-B

高３年普通科 高３年理数科
 

図８ 普通科と理数科の VGRアンケートでの肯定的回答割合の差（令和５年度） 
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図９ 普通科と理数科の VGRアンケートでの肯定的回答割合の差（令和４年度） 



全体的には理数科の方が肯定的回答の割合が高い傾向にあり，特に１・２年次で顕著な差が見られた。こ

の原因としては，SSH指定第Ⅰ～Ⅱ期に開発したプログラムが理数科を中心としていることから，理数科の

方がVGRの伸長とそれによる行動変化が顕著に表れたものと考えられる。しかし令和４年度の結果（図９）

と比べると，令和５年度は特に１年次生で普通科と理数科の肯定的回答割合の差は減少傾向にあり，第Ⅲ期

で実施している学際的な課題研究活動の充実化による成果であると考えられる。 

 

〔４．令和４年度と５年度での VGRアンケート結果の比較について〕 

同一生徒の年次進行によるVGRの伸長について分析するために，第Ⅲ期２年間での中心年次である令和

５年度２年次生について，各質問項目の令和４年度の肯定的回答割合と比較し，第Ⅲ期の SSH事業の成果

と課題について中間分析を行った。図 10・11は令和４年度と５年度のVGRアンケートの結果を基に，肯定

的回答割合を比較したものである。各質問項目の数値は令和５年度の肯定的回答割合（％）を表している。 

全体的には，普通科において令和５年度に肯定的回答割合が増加している質問項目が多く，２年間の肯定

的回答割合に有意な差があるかどうかについて等分散を仮定した t検定を用いて検証を行った（有意確率１%

以下の質問項目には＊＊を記している）。 
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図 10 肯定的回答割合の過年度との比較（普通科） 
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図 11 肯定的回答割合の過年度との比較（理数科） 

 結果として，普通科の（G）のB項目において令和４年度と５年度に有意な差がいくつか見られたことか

ら，年次が進行するにしたがって（G）が伸長し，（G）に関連した行動に変容が見られることが明らかとな

った。しかし，（R）については，いくつかのB項目で肯定的回答割合の減少に有意な差が見られた。この理

由の１つとして，生徒へのインタビューから２年間の課題研究活動での様々な試行錯誤によって，課題研究

の探究者として彼らの目指す理想が高度化したことが原因ということがわかった。また，（V）については普

通科理数科ともに２年間に有意な差は見られなかったことから，（V）については年次が進行しても（G）の
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ような伸長が実感できていないということも明らかとなった。今回の分析結果を踏まえ次年度は（V）と（R）

について「行動の変容」を実感できる場面の再設定を行いたい。 

 

〔５．VGR伸長についての総合的な分析について〕 

最後に今回のVGR伸長に関する計 18問の質問項目について回答傾向を比較分析することで，VGRの伸

長について総合的に考察を行った。方法としては，高校２年次のアンケート結果について，多次元尺度法を

用いて回答の類似性を２次元座標で表し，彼らの令和４年度のアンケート結果と比較した（図 12，13）。 

図 12，13の見方として，●は（V）に関する質問項目（１-A～３-B）の回答結果，△は（G）に関する質

問項目（４-A～６-B）の回答結果，×は（R）に関する質問項目（７-A～９-B）の回答結果をそれぞれ示し

ている。生徒の回答が似ている質問項目同士は，プロット間の距離は短くなり，逆に回答傾向が似ていない

質問項目同士はプロット間の距離は長く表示されている。また，各楕円は（V）（G）（R）それぞれの回答結

果の広がりを示している。分析の仮説としては，VGR三要素の各６問の質問項目のプロット間の距離は短

くなる（＝プロットは集まる）傾向にあると考えられる。そして，図 12・13のVGRの回答を含む各楕円の

面積について，令和４年度の面積 Sに対する令和５年度の面積 S’の比率（S’/S）求めた（表１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度結果            令和５年度結果 

図 12 各質問項目の回答傾向の類似性と過年度との比較（普通科） 
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令和４年度結果            令和５年度結果 

図 13 各質問項目の回答傾向の類似性と過年度との比較（理数科） 
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表１ 各質問項目の回答傾向の類似性について比較結果 

普通科 （V） （G） （R）  理数科 （V） （G） （R） 

S’/S 3.01 0.77 0.69  S’/S 1.18 1.99 0.39 

その結果，普通科・理数科ともに（R）については面積比（S’/S）が１より小さくなっていることから，年

次の進行により回答傾向が似てくる傾向が見られた。第Ⅲ期から実施している普通科１年次生でのミニ課題

研究や基礎統計学講座など課題研究の実践的場面を増やしたことが，（R）の回答傾向が類似してくる要因と

なったと考えられる。一方で（V）については普通科・理数科ともに（R）の傾向とは異なり，年次の進行に

より回答が分散する傾向にあることがわかった。（V）については，SSH事業の研修や講演会への参加の回

数等の違いが（V）の伸長の個人差に影響していることが考えられる。 

以上の結果をまとめると，本校の第Ⅲ期 SSH研究開発プログラムによって，概ね系統的にVGR育成がで

きており，どの年次においてもほとんどの生徒がVGRの伸長を実感できていると言える。そして，第Ⅱ期

までは理数科が中心となり SSH研究開発プログラムを実践してきたが，令和４年度から実施している１年

次生全員を対象とした「ミニ課題研究」等の学際的な課題研究活動の活性化から，普通科のVGR伸長も理

数科の様に一定の成果を得ることができた。次年度以降は普通科と理数科のVGR伸長に関する回答傾向が

さらに類似することを期待したい。しかし，いくつかの質問ではA項目とB項目の肯定的回答の割合に大き

な差があるという課題も明確となった。特に（V）の伸長については，全学年でグローバルに活躍したいと

いう（V）に関する意識は育成できているが，そのことをいかして目標の設定や情報の収集といった実際に

行動に移すことが十分でない生徒が多くいることが明らかとなった。同じく（G）についても，将来の明確

な目標やゴールをイメージしていても，その達成のために継続的な学習や課題研究活動が不十分と感じてい

る生徒が多くいるという結果であった。次年度以降のSSH事業は，こうした（V）や（G）の伸長をいかし，

実際に行動に移すことのできる場面を増やすことが課題であり SSH プログラムの改善が必要であると言える。 

 

〔６．サイエンス科目による VGRの伸長について〕 

学校設定科目ナチュラルサイエンスⅠ・Ⅱ，メディカル

サイエンスⅠ・Ⅱ，ソーシャルサイエンスⅠ・Ⅱ（以下

NS/MS/SSと記す）の受講によるVGR伸長の効果につい

て分析を行うため，NS/MS/SS選択者と非選択者でアンケ

ートのVGR各要素の肯定的回答割合を比較した（表２）。

その結果，令和４年度，５年度ともに選択者の方がVGR

全項目で肯定的回答割合が高いことから，研究計画通り

NS/MS/SSの受講がVGRの育成に効果があると言える。 

 

〔７．中学３年生の VGRアンケート結果について〕 

令和５年度も図１のVGR伸長に関する評価アンケートを併設中学校３年生に対しても実施した。
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図 14 中学３年の VGRアンケート結果（N=69） 

  （V） （G） （R） 

A R04_選択者 74% 88% 80% 

B R04_非選択者 63% 83% 68% 

 差（A-B） 11% 5% 12% 

  （V） （G） （R） 

C R05_選択者 74% 91% 87% 

D R05_非選択者 62% 84% 71% 

 差（C-D） 12% 7% 16% 

 

表２ NS/MS/SS受講による肯定的回答割合の違い 



特に質問４・６での肯定的回答の割合が高いことがわかる。この理由としてP.24に示している，中学３年

間での課題研究カリキュラムでのVGRの伸長に関するアンケート結果から，いずれの質問項目においても

肯定的回答割合が 80％以上（令和４年度 70％以上）と非常に高く，このことが質問４・６の結果の基底に

あるものと思われる。よって，中学校段階での課題研究活動は特に（G）の育成に効果が高いことが言える。 

 

〔８．卒業生の進路調査結果について〕 

SSH第Ⅰ期のうち平成 26年度から 28年度まで

本校の様々な SSHプログラムに取り組んだ理数科

卒業生の多くが本年度就職したことから，彼らの進

路について調査を行った（図 15）。結果としては，

約半数の生徒が理工系企業に就職し，開発やシステ

ムエンジニアとして活躍をしていることが分かった。

また，博士課程後期に進学している卒業生２名は，

それぞれ東京大学と京都大学で自然科学分野の研究

を続けており，今後研究者としての道を進んでいく

ことになると思われる。このように本校理数科卒業

生の多くは，本校在籍時に様々な SSHプログラム

でVGRを伸長させ，大学そして就職後も自然科学

に関係する活躍をしていると考えられる。今後は彼

らがトップサイエンティストとなり，津山サイエン

スネットワークの一員に加わることで本校生徒の

VGR育成に貢献してくれることを期待したい。 

 

〔９．教科指導における VGR育成の結果について〕 

P.37「第３章２．（６）教科指導でのVGR育成に関する取組」でも記載したように，令和５年度は教科指

導におけるVGR育成の視点を踏まえた授業実践について，各教科でVGRの三要素のうち，特に育成した

い要素を設定し，その育成を目指した授業を継続実践することで達成を試みた。そして，その成果を分析す

るために，５月と 11月の２回，表３に示す授業アンケートを４件法により全教科で実施した。  

表３ 教科指導における VGR育成アンケート 

１ この授業で今までになかった見方や考え方ができるようになり，新たな学習への意欲につながった。（V） 

２ 授業中，目標の達成に向けて最後まで粘り強く取り組もうとしている。（G） 

３ 授業を通して，この科目に関する興味・関心が高まっている。（R） 

４ 授業中の問いや他者の意見，課題によって，自分の考えを広げたり深めたりすることができている。 

５ この科目について，予習，復習，課題なども含め，学力をつけるために勉強方法を工夫できている。 

６ 自らの考えを記述したり話し合ったりする活動を通じて，他の人と考えを共有することができている。 

７ この授業に満足している。 

図15は（V）の伸長を目指し授業を実践した１年次生の物理基礎のアンケート結果をまとめたものである。

物理基礎では授業内で，身の回りの様々な自然現象を取り上げながら「広い視野と現象の科学的な見方（V）」

の伸長を目指し半年間授業を行った。VGRいずれの項目（図 15質問１～３）においても，２回のアンケー

ト結果は肯定的回答割合が 60％以上となってはいるが，５月に比べて 11月の方が減少する結果となった。

原因としては，学習の難度の増加や生徒の文理選択などが主な原因として考えられ，次年度以降もこうした

要因を踏まえた上での授業改善が必要であると言える。その他の教科の分析結果と年間での研究スケジュー

ルについては，P.72「関係資料」に掲載している。 

他には，このアンケートは自由記述形式での回答も行っており，自由記述回答をユーザーローカルのテキ

ストマイニングツール（ https://textmining.userlocal.jp/ ）のワードクラウド法を用いての分析も行った 

（図 16～18）。これは文章中で重要度の高い単語のスコアを高く設定し，その値に応じて単語を大きく図示

する方法である。これにより，各生徒の記述の共通点を可視化することができ，VGR各要素の育成の状況
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図 15 平成 28年度卒業生の進路について 
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を考察することができる。図 16～18は，同じく物理基礎のアンケートを回答した生徒の自由記述のワードク

ラウド法の結果である。 

 

図 17（G）についての自由記述のワードクラウド    図 18（R）についての自由記述のワードクラウド 

図 16からわかるように「身の回り」，「見方」といった（V）の伸長を伺わせる単語のスコアが高いことか

ら，（V）の伸長についても一定の成果が伺える結果であった。他には図 17，図 18からも「身の回り」，「身

近」といった（V）の伸長に関する単語が見られることから，（G）（R）の伸長にも（V）の伸長が影響を与

えていると考えられる。 

今後はこのような手法で各教員が授業アンケートを分析し，教科指導でのVGR育成の成果と課題につい

て振り返ることで，次年度の教科指導にいかす予定である。また，次年度も教科会議やOJTなど授業法に

ついて協議する場面において，指導力向上のための共通の話題として活用することで，全教員の教科指導力

向上に繋げたい。 

 

 

 

 

図 15 教科指導における VGR育成アンケート結果  図 16（V）についての自由記述のワードクラウド 
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第５章 研究開発成果の発信・普及 

本校 SSH事業での様々な成果は主に次に示す手法でその発信・普及を行った。 

・SSHの各取組の様子をブログに掲載したり，開発した資料や教材等を本校ホームページで公開 

・定期的に情報紙を作成し，近隣の小中学校へ配付，新聞等のメディアによる紹介 

・鳥取県 SSH２校との生徒・教員の交流により本校の SSH事業成果の紹介 

・全国 SSH指定校や「津山サイエンスネットワーク」により SSH事業の研究開発を協働している関係機

関へ研究開発実施報告書等の成果物を配付 

・SSH成果報告会や課題研究発表会の対面とオンラインを使った公開 

・本校オープンスクールや近隣地域での学校説明会における SSH事業の紹介 

・地域の博物館等と連携した SSH科学部による実験教室の開催 

・学校訪問などの学校交流において，本校の取組の紹介や成果物の配付 

今後もこうした活動を継続し，様々な地域に本校 SSH 事業の活動内容について紹介を行いたい。同時に

本校の教員が SSH 事業全体について見直すことで，各教員の担当する授業や分掌などより多くの場面で

VGR育成の視点を取り入れた活動を実践していきたい。 

第６章 校内におけるＳＳＨの組織的推進体制 

管理職・各課長・主任・理数科長・SSH推進室長からなる「SSH推進委員会」を置き，SSH推進の企画

や方針決定を行う。下部組織として「SSH 推進室」を設置し，SSH 担当管理職を中心に理数科委員会と協

働で運営・推進にあたる。校務

分掌では SSH 推進室・理数科

委員会専属教員を３名置く。

SSH業務分担表により，各課・

各年次団・各教科に業務を割り

当てる。 

SSH 推進委員会は週１回開

催し，SSH担当管理職を中心に，

各分掌や年次で共通理解を図り

ながら学校全体で取り組む体制

をとる。毎月の職員会議では活

動計画と成果を報告，全教職員

で情報を共有し，共通理解のも

とで SSHの取組を進める。 

令和５年度 岡山県立津山高等学校 SSH運営指導委員  

氏  名 役 職 所       属 職  名 
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赤松 史光 

大村 誠 

甲本 智之 

杉山 雅人 

鈴木 孝義 

永禮 英明 

野田 和恵 

秦野  琢之 

藤井 浩樹 

松浦 拓也 
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高知県立大学文化学部文化学科 

美作市立大原中学校 

京都大学国際高等教育院 

岡山大学異分野基礎科学研究所 

岡山大学学術研究院環境生命科学学域 

神戸大学大学院保健学研究科 

福山大学 
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第７章 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性  
SSH第Ⅲ期では，「高い専門性とグローバルな視点を兼ね備えた次世代トップサイエンティストの育成」という研

究開発課題の基，「科学全般を扱う中高６年間の学際型課題研究カリキュラムの開発」，「科学技術人材育成の

ための研修プログラム」，「教科指導でのＶＧＲ育成の研究」という３つの目標とそれらを達成するために「津

山サイエンスネットワークの拡大・充実」を行いながら研究開発を進め，次に示す成果と課題が明らかとなった。 

１．VGR育成について，行動を変容させる場面の設定 
普通科の VGR 伸長が第Ⅱ期に比べ理数科と同じような伸長傾向にあることから，第Ⅲ期において１年次

より新たに普通科も行っている「ミニ課題研究」や「統計学基礎講座」は，一定の成果をあげたと言える。

しかし，「グローバルな活躍」や「将来の目標に向かっての行動」といった（V）の伸長による行動変容につ

いてはまだ多くの生徒が不十分であるという結果であった。（G）（R）についても同様の傾向が伺える箇所

もあることから，次年度は VGR の伸長により，生徒が意識の変容だけでなく行動の変容が実感できる場面

を課題研究や様々な研修の中で設定していきたい。具体的には，第Ⅱ期で構築した理数科での課題研究活動

や研修プログラムの手法を活用し，生徒にとって未知の世界との出会いや新たな発見の機会を提供するだけ

でなく，他者と協働で学びあい，活躍できる場面を増やすことで（V）の伸長を目指したい。 

２．学際型課題研究活動や研修の更なる充実 

 上述したように，令和４年度より普通科１年次生も「ミニ課題研究」を実施することで，１年次生全員が

実践的な課題研究活動を取り組む環境を設定することができた。そして，第Ⅱ期までの理数科課題研究指導

で構築したラボノートを活用した対面指導とGoogle Classroomを用いたネットワーク上での指導という形

態を応用し，学校全体でより大規模な課題研究活動が実施できたことは大きな成果であると言える。さらに

は，近隣 SSH 校と課題研究発表交流を行うことで，普通科でも研究発表の機会を増やし課題研究レベルを

向上させることができたことも成果と言える。今後は学際型課題研究をさらに活性化させるために，津山サ

イエンスネットワークを活用しながら自然科学分野だけでなく人文科学，社会科学分野の研究機関と連携し

ながら文理融合型の課題研究や研修を実施することでその達成を図りたい。理数科課題研究では，３年連続

で全国レベルでの入賞があった。新型コロナウイルス感染拡大により活動が制限されるなか，上記の ICTを

活用しながら学会等で研究成果を発表し評価を得ることができたことは，非常に大きな成果であると言える。

今後はこの手法を改良し普通科の学際型課題研究カリキュラムに応用していきたい。 

３．全教員での教科指導における VGR育成の研究 

令和５年度も教務課企画係と連携しながら各教科で VGR の視点を取り入れた「６年間の学習指導計画」

を設定し，全教科で VGR 育成の授業実践を行うことができた。特に全教員が授業による成果をアンケート

調査により分析できる環境を設定することができたことは成果である。これにより各教員が VGR 育成の視

点を持ちながら授業計画と実践，振り返りというPDCAサイクルを回すことができた。更に教員相互の授業

見学や各教科，OJTなどいろいろな場面で指導法について協議を行う際の共通の話題として全教員の授業力

の向上に繋げることができるようになった。他にもChromebookなど ICTを活用して，新たなVGR育成の

視点を踏まえた教科指導方法の研究実践も行うことができた。次年度も研究を継続し，教科指導での VGR

の育成を通じて本校の授業力の更なる向上を目指したい。同時に授業改善について先進的な研究を行ってい

る学校への視察等を行いながら，本校の教科指導におけるVGRの育成研究に還元したい。 

４．SSH研修・講演プログラム等の更なる充実 

令和５年度はほぼすべての SSH 研修や講演を現地や対面で実施することができた。しかし，令和４年度

までに構築したGoogle Workspaceのアプリケーションを用いた事前・事後学習研修や研修レポート・ポス

ター作成，Google Classroom を用いた生徒への成果の還元など，ICT を活用した研修形態を今後も活用し

ながら対面とオンラインを併用し，多くの生徒に SSH研修・講演を通じてVGR伸長の機会を提供していき

たい。同時に本校教員も SSH研修・講演プログラムに参加することで，教科指導でのVGR育成につなげる

ことができるよう，今以上に組織的に SSH事業を運営していかなければならない。 

５．地域の理科教育拠点校としての成果の発信 

 地域や全国に向けて「SSH成果報告会」や「S探Ⅱ課題研究発表会」を公開したり，定期的に情報紙を配

付するなど，継続的に本校 SSH事業の成果を発信することができた。また，SSH科学部を中心として「美

作サイエンスフェア」を再開することができ，地域の高校・大学・高専・企業と協働で科学教育の普及を行

うことができた。他にも，地域の小中学校に学習指導として本校生徒が理科の学習支援を行うなど，地域へ

の還元を効果的に行うことができた。次年度は地域の小中学校とさらに連携した新たな科学教育支援活動を

企画・実施することで，地域の科学教育の基盤育成に貢献していきたい。 



令和５年度 運営指導委員会の記録 

第１回 SSH運営指導委員会 

【開催日】 令和 5 年 7 月 20 日(木) 

【場  所】 岡山県立津山高等学校  

【内 容】 13：10～15：10 

１）開会 

２）岡山県教育委員会挨拶 

３）校長挨拶  

４）議長選出 

５）研究協議 

議長 福山大学 名誉教授 秦野 琢之 

①令和 4年度実施内容報告・ 

令和 5年度事業計画 

    ②質疑応答 

③指導助言・意見交換 

６）諸連絡・閉会 

 

※運営指導委員の一部はオンラインでの参加とな

った。 

 

【質疑応答・指導助言・意見交換】 

○課題研究中間発表会について 

  

生徒が選んだ研究テーマについて，牛のヨロイ

やバイオマス灰の研究など地場産業に注目したテ

ーマがいくつかあったこと，多くのグループが身

近で不思議な現象をテーマの題材にしていること

が良かった。研究動機として「おもしろかったか

ら」というものが多かったので，現象を応用して

何か便利な物が作れないか等の発想が加わるとさ

らに良くなる。 

 また，生徒が先行研究の調査を行う際，自分た

ちの研究する事象が，どのような先行研究と関連

しているかをしっかり考えることが大切である。

調査の中で，自分たちが行う研究は，今までの先

行研究と比べて何が新しいことなのかをしっかり

考えておくことが大切である。ただ，生徒が先行

研究を調べる際，インターネットを活用すること

は可能だが，著作権などの問題で先行研究の論文

を入手できないものがあるかもしれないので，そ

の場合の対応を考えていく必要がある。 

 牛の研究に関しては，近くの農業高校などと連

携を行い，研究環境を確保しつつ協働した活動を

行えば，本校だけでなく，提携先の学校でもメリ

ットがある。 

 

 

  

 

○令和 4年度 SSH事業の評価と令和 5年度事業

計画について 

 

成果報告会の際に行った中学校 1 年次生から高

等学校 3 年次生対象のアンケートにおいて，責任

感や使命感，将来のイメージができる項目が，年

次が上がるにつれて良い結果となっており，良い

活動ができているため，その効果が出ていると評

価ができる。「自分で決めたことを最後までやる力」

などをどのように伸ばしていくかが今後の着眼点

である。   

グローバルな視点を持って活動することに関す

る行動変容を測るアンケート項目では，「日頃から

国際的な活動についての情報を見つけようとして

いる」だけでなく，「言語に親しむ必要があるため，

英語だけでなく，他の言語も勉強しようとしてい

る。」や「英語のラジオを聞いている。」などの質問

項目を増やしてもよい。一方で，「世界へ」という

だけでなく，「地域に」貢献する人を育てることも

大切である。また，今回のアンケートのように意

識変容と行動変容を紐付けた形式の調査だと，あ

る 1 人の生徒がどれだけできるように成長してい

ったかを知ることができ，今後の参考にできる。

しかしながらこのアンケートの分析では，意識変

容と行動変容の肯定的回答の割合の差を使用して

いるので，意識変容，行動変容どちらの項目も肯

定的な回答をした場合，「差」で判断するのは難し

く，再考したほうが良い。 

第Ⅲ期で普通科においても課題研究を充実させ

ていることについて，1,2年次生の理数科・普通科

を合わせて，研究グループが約 100 あり，教員の

負担が大きい。上級生が下級生を指導するなど，

生徒どうしが助け合いながら行う活動を検討する

とよい。いくつかの柱となるテーマを提示して，1

つのテーマを多角的に研究すると，相乗効果が生

じて VGRを引き出すことができる。 

生徒が研究において街中でとるようなアンケー

トでは倫理的な問題が生じる可能性があるため，

国や自治体が公表している専門的なデータを用い

るとよい。 

ジェンダーに関しては，世間ではまだまだ「研

究の分野は女性に向いていない」などの無意識の

バイアスが残っており，女子学生の志を挫くこと

に繋がるため，保護者や地域の方々の意識改革を

促すなど女子学生を後押しをしてほしい。 

 
 

 

 

 

 

 

【関係資料】 



第２回 SSH運営指導委員会 

【開催日】 令和 5 年 12 月 16 日(土) 

【場  所】 岡山県立津山高等学校 

【内 容】 13：00～15：00 

１）開会 

２）岡山県教育委員会挨拶 

３）校長挨拶 

４）研究協議  

議長 福山大学 名誉教授 秦野 琢之 

①SSH第Ⅲ期（R04～R08）事業計画 

令和 5年度 SSH年度事業報告 

今後の課題について 

    ②運営指導委員より指導・助言 

５）諸連絡・閉会 

 

※運営指導委員の一部はオンラインでの参加とな

った。 

 

【質疑・指導助言・意見交換】  

○課題研究発表会についてのコメント 

 

 いずれのグループも，発表，スライドともに高

いレベルであった。 

「おもしろいと感じたので」という研究動機があ

った事について，なぜおもしろいのかという十分

な説明があると，細かい動機が伝わってくる。動

機付けを詳細に説明できると，研究結果をどのよ

うに社会に反映させられるか，研究をどう深掘り

していくか考えていくことが容易になる。また，

社会へ還元させていくことを目的とした実験で

は，「なぜ自分たちが研究しようとしていること

が社会では実践されていないのか」を考えること

で，社会で問題になっていることが見えてくる。 

 3つものグループが英語での発表を行ったこと

について，これまでの津山高校の努力の積み重ね

であり，引き続き今後に期待する。また，多くの

1年次生が質問を行っていたことについて，意識

の高さがうかがえた。 

今回の発表で疑わしいデータがほとんど無かっ

たことは，データ解析の学習に力を入れた成果で

ある。また，理論通りにいかなかったことを正直

に発表することはサイエンスである。 

 今回の発表での質疑を受けて，生徒が新たにど

のようなことを考えたか，また他者の発表を見

て，新たな視点に気付き，自分の研究にどう生か

そうと考えたかが，多面的な視点で物事をみる力

を付け，グルーバルな思考に繋がっていく。 

 

 

 

○今後の SSH事業についての助言指導 

 

 VGR伸長と「意識変容」，「行動変容」につい

てのアンケート結果に対して，内部進学と外部の

中学校から進学してきた生徒で違いがあると，高

校のプロジェクトにどのような傾向があるかが見

える。外部からの中学校から進学してきた生徒の

成長が大きければ，良いと言えるだろう。また，

アンケートから生徒の教科への興味の移り変わり

も把握できるが，様々な分野の学習を通して自分

にとって特定の教科が得意でないと発見すること

は重要であろう。授業全般にアンケートをとる

と，授業ごとに目的や回答が異なるため，様々な

意見の回答が混在する結果となり，分析が困難に

なってしまう。また質問 1（この授業を通して，

今までになかった物の見方や考え方ができるよう

になり，新たな学習への意欲に繋がった）では，

「何に対して変化したか」が曖昧であり，回答が

難しい。アンケートの問い方によっては，生徒の

多様な意見が反映されない場合があることも考え

ておく必要がある。 

 これまでの卒業生がどのような進路を辿ってい

るかを追跡していくことは，この先の津山高校の

SSH事業の方向性を決めることに繋がり，津山

高校オリジナルの SSH事業を実現することに寄

与する。 

 ディベートなどの活動を行い，意見を伝える能

力を身に付けると，アクティブに行動する原動力

が備わってくる。 

 学際的な課題研究活動の取組は，学校設定科目

の NS，MS，SSを融合していけばできる。ま

た，例えば人文的な側面においてバイオマス発電

について考えてみても，地域にある多くの課題が

見えてくるので，1つのテーマに関して理系的な

側面から研究するグループと人文的な側面から研

究するグループができ，この 2つのグループが研

究に対しての課題を共有して意見交換していくの

もよい。地域には課題がたくさんあるので，生徒

が外へ出て地域で何か問題を見つける機会を設け

るとよい。 

 地域においても，グローバルにおいても女性の

リーダーが必要となっていくだろう。高校時代か

ら女性のリーダーを育成することを考えてほし

い。 

  



令和４年度～令和５年度入学　教育課程編成表

現代の国語 2 2 2 ｢現代の国語｣及び「言語文化」

言語文化 2 3 3
論理国語 4 1 2 1 2 1 2
文学国語 4 2 1
古典探究 4 3 3 2 3 2 2
*言語文化探究 1 1 1
地理総合 2 1 1 1 1 1 「地理総合」及び「歴史総合」

□ 4 □ 2 □ 3 □ 2 □ 3

歴史総合 2 2 2
□ 4 □ 2 □ 3 □ 2 □ 3

□ 4

*発展日本史 2 ■ 3
*発展世界史 2 ■ 3
*発展地理 2 ■ 3
*地理歴史総論 1 ▼ 1
公共 2 2 2 2 「公共」

政治・経済 2 ■ 3
数学Ⅰ 3 3 「数学Ⅰ」

数学Ⅱ 4 1 3 3 3
数学Ⅲ 3 1 2
数学Ａ 2 2

1 1 △ 1

速修数学Ｂ ◇ 1
数学C 2 1 1 1 2
*数学続論 2 ○ 2
*数学総合 2 ○ 2
物理基礎 2 2 「基礎を付した科目」を３科目

物理 4 ◆ 3 ◆ 5
化学基礎 2 1 1 1
化学 4 2 5
生物基礎 2 1 2 1
生物 4 ◆ 3 ◆ 5
*理科探究 4 4

保健 体育 7～8 2 3 2 3 2 2 3 2 「体育」及び「保健」

体育 保健 2 1 1 1 1 1
音楽Ⅰ 2 ◎ 2 ◎ 2 「音楽Ⅰ」「美術Ⅰ」「書道Ⅰ」のうちから

音楽Ⅱ 2 ◎ 1 ◎ 1 １科目

音楽Ⅲ 2 ○ 2 ○ 2
美術Ⅰ 2 ◎ 2 ◎ 2
美術Ⅱ 2 ◎ 1 ◎ 1
美術Ⅲ 2 ○ 2 ○ 2
書道Ⅰ 2 ◎ 2 ◎ 2
書道Ⅱ 2 ◎ 1 ◎ 1
書道Ⅲ 2 ○ 2 ○ 2
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 3 4 3 「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ」

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 4 3 3 3
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ 4 4 4 3
論理・表現Ⅰ 2 2 2

◇ 2 ◇ 2 2 2
速修論理・表現Ⅱ ◇ 1 ◇ 1

家庭 家庭基礎 2 2 2 「家庭基礎」

情報 情報Ⅰ 2 ※ ※ 「情報Ⅰ」

理数 理数探究 2～5 ※ ※ 「理数探究」（理数科）

*地域創生学 *地域創生学 1 ▽1 (外1) ▽1 (外1)  ▽1 (外1)

Ｃ　共通科目単位数計 31 31～32 (外1) 29～ 33 32～34 (外1) 31～ 33 20 18～19 (外1) 14
家庭 フードデザイン 2～6 ○ 2

理数数学Ⅰ 4～8 4 理数科は「理数数学Ⅰ」の履修をもって

理数数学Ⅱ 9～14 2 4 4 「数学Ⅰ」の履修に替える。

◇ 3 ◇ 3
速修理数数学特論 ◇ 2 ◇ 2

◆ 3 ◆ 5 理数科は理科的分野３科目の履修をもって

理科の必履修科目の履修に替える。

理数化学 2～12 1 4 5
◆ 3 ◆ 5

*理数物理探究 1 △ 1
*理数化学探究 1 △ 1
*理数生物探究 1 △ 1

音楽 音楽理論 2～8 ▼ 1 △ 2
△ 1

美術 素描 2～16 ▼ 1 △ 2
△ 1

◇ 2
速修Practical EnglishⅠ ◇ 1

*Practical EnglishⅡ 2 ○ 2
*英語理解 1 △ 1
*十六夜ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄⅠ(iPⅠ) 1 1
*十六夜ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄⅡ(iPⅡ) 1 1 1
*十六夜ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄⅢ(iPⅢ) 1 1 1
*ｻｲｴﾝｽﾘﾃﾗｼｰⅠ(ＳＬⅠ) 2 2 2
*ｻｲｴﾝｽﾘﾃﾗｼｰⅡ(ＳＬⅡ) 1 ▼ 1 △ 1 △ 1
*ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ(ＳＳE)1 △ 1
*サイエンス探究Ⅰ 1 1
*サイエンス探究Ⅱ 2 2
*サイエンス探究Ⅲ 1 1
*ｿｰｼｬﾙｻｲｴﾝｽⅠ 1 ◇ 1
*ｿｰｼｬﾙｻｲｴﾝｽⅡ 1 ◇ 1
*ﾅﾁｭﾗﾙｻｲｴﾝｽⅠ 1 ◇ 1 ◇ 1
*ﾅﾁｭﾗﾙｻｲｴﾝｽⅡ 1 ◇ 1 ◇ 1
*ﾒﾃﾞｨｶﾙｻｲｴﾝｽⅠ 1 ◇ 1 ◇ 1
*ﾒﾃﾞｨｶﾙｻｲｴﾝｽⅡ 1 ◇ 1 ◇ 1

Ｄ　専門科目単位数計 3 3 1～ 5 1～ 2 1～ 3 14 16 20
Ｅ　特別活動（ﾎｰﾑﾙｰﾑ活動時数） 3 1 （39） 1 （39） 1 （39） 1 （39） 1 （39） 1 （39） 1 （39） 1 （39）

Ｆ　総合的な探究の時間 3～6 「総合的な探究の時間」

Ｃ+Ｄ+Ｅ+Ｆ　週当たり授業時数計 35 35～36 (外1) 35 35～36 (外1) 35 35 35～36 (外1) 35

自然ｺｰｽ 理数科

必履修科目

第１年次 第２年次 第３年次 第２年次 第３年次 共通 共通

共通 人文コース

共通

単

位

数

単

位

数

単

位

数

単

位

数

単

位

数

第１年次 第２年次 第３年次

単

位

数

単

位

数

単

位

数

2

日本史探究 3

教
科

科
目

標

準

単

位

数

校

内

名

称

国

語

地

理

歴

史

地理探究 3 □

2

□ 2

世界史探究 3 2

公

民

数

学 数学Ｂ 2
◇

理

科

芸

術

外

国

語

論理・表現Ⅱ 2 2

理

数

理数数学特論 2～6

理数物理 2～12

2

2

理数生物 2～12 2

※

英語

*Practical EnglishⅠ 1～2

サ

イ

エ

ン

ス

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※



以下，普通科用

以下，理数科用

※文部科学省のＳＳＨ指定の特例により，「情報Ⅰ｣２単位にかえて「サイエンスリテラシーⅠ」を実施する。

・＊印の教科・科目は学校設定教科・科目である。

・３年次人文コースにおいて｢発展日本史｣｢発展世界史｣｢発展地理｣(■印)を履修する場合は，2年次に履修した科目（「世界史探究」「日本史探究」「地理探
究」）と同じ分野の科目から選択し，かつ，３年次の｢世界史探究｣｢日本史探究｣｢地理探究｣（□印）とは異なる分野の科目を履修する。

・地理歴史において，｢地理探究｣は｢地理総合｣の後に履修する。
・数学において，｢数学Ⅱ｣は｢数学Ⅰ｣の後に，｢数学Ⅲ｣は｢数学Ⅱ｣の後に履修する。
・理科において，「化学」は｢化学基礎」の後に，「生物」は「生物基礎」の後に履修する。

・２～３年次人文ｺｰｽにおいて，◇からは２単位を選択する。

・２年次自然ｺｰｽにおいて，◇からは「数学B」を含めて２単位を選択する。

・３年次自然ｺｰｽにおいて，◇からは「論理表現Ⅱ」を含めて２単位を選択する。

・「地域創生学」（▽印）は四校（津山，津山東，津山工業，津山商業）の希望者が受講する。

※文部科学省のＳＳＨ指定の特例により，「総合的な探究の時間」３単位(各年次１単位)にかえて「十六夜プロジェクトⅠ～Ⅲ」を実施する。

※文部科学省のＳＳＨ指定の特例により，「サイエンス探究Ⅰ」の履修をもって，「総合的な探究の時間」の1単位の履修に替える。「理数探究」の代替科目で
ある「サイエンス探究Ⅱ～Ⅲ」の履修をもって，「総合的な探究の時間」の３単位の履修に替える。

※文部科学省のＳＳＨ指定の特例により，「情報Ⅰ｣２単位にかえて「サイエンスリテラシーⅠ」を実施する。

・＊印の教科・科目は学校設定教科・科目である。
・地理歴史において，｢地理探究｣は｢地理総合｣の後に履修する。
・理数において，｢理数数学Ⅱ｣は｢理数数学Ⅰ｣の後に履修する。

・２～３年次において，◇からは３単位を選択する。

・３年次において，△からは２単位を選択する。
・「地域創生学」（▽印）は四校（津山，津山東，津山工業，津山商業）の希望者が受講する。



令和３年度入学　教育課程編成表

国語総合 4 5 5 ｢国語総合｣

国語表現 3 △ 2 △ 2 △ 2
現代文Ｂ 4 2 3 2 2 2 2
古典Ａ 2 ○ 2
古典Ｂ 4 4 3 3 2 2 2
*古典探究 1 ◇ 1
世界史Ａ 2 2 2 「世界史Ａ」「世界史Ｂ」から

世界史Ｂ 4 3 ♯ 4 １科目

日本史Ｂ 4 ♯ 3 ♯ 4 ♯ 3 ♯ 3 ♯ 3 ♯ 3 「日本史Ａ」「日本史Ｂ」

地理Ｂ 4 ♯ 3 ♯ 4 ♯ 3 ♯ 3 ♯ 3 ♯ 3 「地理Ａ」「地理Ｂ」

*発展世界史 2 ＠ 2 から1科目

*発展日本史 2 ＠ 2
*発展地理 2 ＠ 2
*世界史探究 2 △ 2
*日本史探究 2 △ 2 △ 2 △ 2
*地理探究 2 △ 2 △ 2 △ 2
現代社会 2 2 ＠ 2 2 △ 2 「現代社会」又は

倫理 2 △ 2 「倫理」・「政治・経済」

数学Ⅰ 3 3 「数学Ⅰ」

数学Ⅱ 4 1 3 3 3
数学Ⅲ 5 1 2
数学Ａ 2 2
数学Ｂ 2 3 ◇ 3
数学Ｂ 2 速修数学Ｂ ◇ 2
*数学続論 2 2
*数学総合 2 ○ 2
*数学探究Ａ 3 ◇ 3
*数学探究Ｃ 2 速修数学探究Ａ ◇ 2
*数学探究Ｂ 2 2
物理基礎 2 2 「基礎を付した科目」を３科目

物理 4 ◆ 4 ◆ 3
化学基礎 2 1 1 2 1
化学 4 2 5
生物基礎 2 1 2 1
生物 4 ◆ 4 ◆ 3
*理科探究 2 2
*物理探究 2 △ 2
*化学探究 2 △ 2
*生物探究 2 △ 2

保健 体育 7～8 3 2 2 2 2 3 2 2 「体育」及び「保健」

保健 2 1 1 1 1 1
体育 *スポーツ科学 2 ○ 2

音楽Ⅰ 2 ◎ 2 ◎ 2 「音楽Ⅰ」又は「美術Ⅰ」

音楽Ⅱ 2 ◎ 1 ◎ 1 又は「書道Ⅰ」

音楽Ⅲ 2 ○ 2 △ 2
美術Ⅰ 2 ◎ 2 ◎ 2
美術Ⅱ 2 ◎ 1 ◎ 1
美術Ⅲ 2 ○ 2 △ 2
書道Ⅰ 2 ◎ 2 ◎ 2
書道Ⅱ 2 ◎ 1 ◎ 1
書道Ⅲ 2 ○ 2 △ 2
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 3 4 3 「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ」

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 4 4 4 3
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ 4 4 3 3
英語表現Ⅰ 2 2 2
英語表現Ⅱ 4 ◇ 2 ◇ 2 2 2 2 2
英語表現Ⅱ 4 速修英語表現Ⅱ ◇ 1 ◇ 1

家庭 家庭基礎 2 2 2 「家庭基礎」

情報 社会と情報 2 0※ 0※ 「社会と情報」

*地域創生学 1 ▽ (1) ▽ (1) ▽ (1)
Ｃ　共通科目単位数計 31 30～ 32 28～ 33 32～ 34 30～ 33 20 16～ 19

理数数学Ⅰ 4～7 4 「理数数学Ⅰ」「理数数学Ⅱ」

理数数学Ⅱ 9～13 2 4 4 「課題研究」および

理数数学特論 2～7 ◇ 3 ◇ 3 「理数物理」「理数化学」「理数生物」

理数数学特論 2～7 速修理数数学特論 ◇ 2 ◇ 2
理数物理 2～12 2 ◆ 4 ◆ 4
理数化学 2～12 1 5 4
理数生物 2～12 2 ◆ 4 ◆ 4 「理数数学Ⅰ」の履修をもって「数学Ⅰ」

課題研究 2～6 ※ の履修に替える。

*理数物理探究 2 △ 2 理科的分野３科目の履修をもって

*理数化学探究 2 △ 2 理科の必履修科目の履修に替える。

*理数生物探究 2 △ 2
音楽 音楽理論 2～8 △ 2 △ 2
美術 素描 2～16 △ 2 △ 2
家庭 フードデザイン 2～6 ○ 2

英語理解 4～10 ○ 2 △ 2 △ 2
異文化理解 2～6 1
時事英語 2～6 ◇ 2
*Practical　EnglishⅠ 1 △ 1
*Ａｃｔｉｖｅ　ｗｒｉｔｉｎｇ 1 △ 1
*Practical　EnglishⅡ 2 ○ 2
*十六夜ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄⅠ(iPⅠ) 1 1
*十六夜ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄⅡ(iPⅡ) 1 1 1
*十六夜ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄⅢ(iPⅢ) 1 1 1
*ｻｲｴﾝｽﾘﾃﾗｼｰⅠ(ＳＬⅠ) 1 2 2
*ｻｲｴﾝｽﾘﾃﾗｼｰⅡ(ＳＬⅡ) 1 1
*サイエンス探究Ⅰ 1 1
*サイエンス探究Ⅱ 2 2
*サイエンス探究Ⅲ 1 1
*ｿｰｼｬﾙｻｲｴﾝｽⅠ 1 ◇ 1
*ｿｰｼｬﾙｻｲｴﾝｽⅡ 1 ◇ 1
*ﾅﾁｭﾗﾙｻｲｴﾝｽⅠ 1 ◇ 1 ◇ 1
*ﾅﾁｭﾗﾙｻｲｴﾝｽⅡ 1 ◇ 1 ◇ 1
*ﾒﾃﾞｨｶﾙｻｲｴﾝｽⅠ 1 ◇ 1 ◇ 1
*ﾒﾃﾞｨｶﾙｻｲｴﾝｽⅡ 1 ◇ 1 ◇ 1

Ｄ　専門科目単位数計 3 3～ 4 1～ 6 1～ 2 1～ 4 14 19 15～ 18
Ｅ　特別活動（ﾎｰﾑﾙｰﾑ活動時数） 3 1 1 1 1 1 1 1 1
Ｆ　総合的な探究の時間 3～6
Ｃ+Ｄ+Ｅ+Ｆ　週当たり授業時数計 35 35 35 35 35 35 35 35

*
サ
イ
エ
ン
ス

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

英語

単
位
数

単
位
数

国
語

地
理
歴
史

公
民

数
学

教
科

科
目

標
準
単
位
数

校
内
名
称

理
科

芸
術

外
国
語

15～16

理
数

単
位
数

単
位
数

第１年次 第２年次 第３年次

単
位
数

自然ｺｰｽ 理数科

必履修科目

第１年次 第２年次 第３年次 第２年次 第３年次 共通 共通

共通 人文コース

共通

単
位
数

単
位
数

単
位
数



以下，普通科用

以下，理数科用

・２～３年次において，◇からは３単位を選択する。

・３年次において，△からは２単位を選択する。
・「地域創生学」（▽印）は四校（津山，津山東，津山工業，津山商業）の希望者が受講する。
※文部科学省のＳＳＨ指定の特例により，「サイエンス探究Ⅰ」の履修をもって，「総合的な探究の時間」の1単位の履修に替える。「理数探究」の代替科目
である「サイエンス探究Ⅱ～Ⅲ」の履修をもって，「総合的な探究の時間」の３単位の履修に替える。

※文部科学省のＳＳＨ指定の特例により，「情報Ⅰ｣２単位にかえて「サイエンスリテラシーⅠ」を実施する。
※文部科学省のＳＳＨ指定の特例により，「総合的な探究の時間」３単位(各学年１単位)にかえて「十六夜プロジェクトⅠ～Ⅲ」を実施する。

※文部科学省のＳＳＨ指定の特例により，「社会と情報｣２単位にかえて「サイエンスリテラシーⅠ」を実施する。

・理数において，｢理数数学Ⅱ｣は｢理数数学Ⅰ｣の後に履修する。

・数学において，｢数学Ⅱ｣は｢数学Ⅰ｣の後に，｢数学Ⅲ｣は｢数学Ⅱ｣の後に履修する。

・理科において，「化学」は｢化学基礎」の後に，「生物」は「生物基礎」の後に履修する。

・２～３年次人文ｺｰｽにおいて，◇からは２単位を選択する。

・２年次自然ｺｰｽにおいて，◇からは「数学B」を含めて２単位を選択する。

・３年次自然ｺｰｽにおいて，◇からは「論理表現Ⅱ」を含めて２単位を選択する。

・「地域創生学」（▽印）は四校（津山，津山東，津山工業，津山商業）の希望者が受講する。

※文部科学省のＳＳＨ指定の特例により，「総合的な探究の時間」３単位(各年次１単位)にかえて「十六夜プロジェクトⅠ～Ⅲ」を実施する。

※文部科学省のＳＳＨ指定の特例により，「情報Ⅰ｣２単位にかえて「サイエンスリテラシーⅠ」を実施する。

・＊印の教科・科目は学校設定教科・科目である。
・地理歴史において，｢地理探究｣は｢地理総合｣の後に履修する。

・地理歴史において，｢地理探究｣は｢地理総合｣の後に履修する。

・３年次人文コースにおいて｢発展日本史｣｢発展世界史｣｢発展地理｣(■印)を履修する場合は，2年次に履修した科目（「世界史探究」「日本史探究」「地理
探究」）と同じ分野の科目から選択し，かつ，３年次の｢世界史探究｣｢日本史探究｣｢地理探究｣（□印）とは異なる分野の科目を履修する。

・＊印の教科・科目は学校設定教科・科目である。



 

  令和５年度中学校教育課程編成表     岡山県立津山中学校  
                                                    

学
校
教
育
目
標 

(1)「人間形成」敬愛の念を抱き、互いに錬磨し、自己

の未来を切り拓く人間の育成 

(2)「真理追究」知的好奇心と科学的探究心に満ち、生

涯を通して真理を追究する人間の育成 

(3)「社会貢献」進取の気概と世界的視野を持ちながら、

広く社会の発展に貢献する人間の育成  

指
導
の
重
点 

(1)自主自立型人間として、価値ある生き方を求めて 

努力し、広く国際社会や地域社会に貢献する人間

を育成する。 

(2)生徒の思考力・判断力・発信力・主体性を向上さ

せる。 

(3)生徒の自主活動を充実させる。  

年 間 授 業 日 数  授 業 時 数 の 配 当  

学  年  １ ２ ３ 

 
 

 
 

特 

別 

活 

動 

 
 

 
 

学 

校 

行 
事 

区分     学年  １ ２ ３ 

日  数  205 206 198 儀 式 的 行 事 
11 

(9.9) 
12 

(10.8) 
11 

(9.9) 

授 業 時 数 の 配 当  文 化 的 行 事 
16 

(14.4) 
16 

(14.4) 
16 

(14.4) 
        学年 
区分 

１ ２ ３ 健康安全・体育的行事  
26 

(23.4) 
24 

(21.6) 
24 

(21.6) 

各 
 

 
 

 
 

教 
 

 
 

 
 

科 

必 
 

修 
 

教 
 

科 

国  語  156(140.4) 156(140.4) 156(140.4) 旅行・集団宿泊的行事  
6 

(5.4) 
13 

(11.7) 
26 

(23.4) 

社  会  117(105.3) 117(105.3) 156(140.4) 勤労生産・奉仕的行事  
3 

(2.7) 
4 

(3.6) 
3 

(2.7) 

数  学  166(149.4) 166(149.4) 166(149.4) 計 
62 

(55.8) 
69 

(62.1) 
80 

(72.0) 

理  科  117(105.3) 156(140.4) 156(140.4) 
総合を特活に代替する場合は、その時間数を（  ）書きで外数として記入すること  

音  楽  50( 45.0) 39( 35.1) 39( 35.1) １日の時程表  その他学校の教育活動に関する事項  

美  術  50( 45.0) 39( 35.1) 39( 35.1) （通常）  
① 教育課程の時間数の算定 

１学期を 13 週、２学期を 18 週、

３学期を８週として授業時数を算

定しており、年間 39 週で 1 時限

45 分授業を行う。 

② 学校選択教科の設定 

・「ｻｲｴﾝｽ探究基礎」に全学年年間

39 時間を充て、自然科学の実験な

どを通して思考する力、工夫する

力、学ぼうとする力を育てる。 

・“イングリッシュ”ロードに全

学年年間 39 時間を充て、会話や討

論などを通して、英語による表現

力、発信力を身に付ける。 

③ 「十六夜プロジェクト」の設定 

総合的な学習の時間として中１サ

ポートプログラム・エクスプレッ

ション・課題探究活動などを全学

年年間 78 時間行い、論理的に考え

る力やコミュニケーション能力な

どを育成する。 

④ チャレンジタイムの運用 

水曜日、木曜日の 7 限をチャレン

ジタイムとして授業を行う。内容

は教科の深化発展型学習に充てる

ほか、総合的な学習の時間の補充

時間・体力作り等に充てる。 

⑤ 学校行事・生徒会活動・部活動

の設定 

活動内容により、中高合同で実施

するものと、個別に計画し実施す

るものを設定する。 

⑥ 評価 

定期考査は５回実施。観点別評価

は毎学期末、５段階評定は学年末

に通知する。  

保健体育  117(105.3) 117(105.3) 117(105.3)  8:15 

 

 8:25 

 

 8:35 

 8:40 

 

9:25 

9:35 

 

10:20 

10:30 

 

11:15 

11:25 

 

12:10 

 

12:50 

 

13:35 

13:45 

 

14:30 

14:40 

 

15:25 

 

15:40 

 

15:50 

 

17:30 

 

職員朝礼 

 

朝の会 

 

 

１校時 

 

 

２校時 

 

 

３校時 

 

 

４校時 

 

昼食 

休憩 

５校時 

 

 

６校時 

 

 

７校時 

 

清掃 

 

帰りの会 

 

 

 

最終下校 

技術・家庭  78( 70.2) 78( 70.2) 39( 35.1) 

外 国 語 156(140.4) 156(140.4) 156(140.4) 

選 
 

択 
 

教 
 

科 

国  語   

 

 

 

 

 

社  会     

数  学     

理  科     

音  楽     

美  術     

保健体育     

技術・家庭     

外 国 語    

サイエンス探究基礎 39( 35.1) 39( 35.1) 39( 35.1) 

“イングリッシュ”ロード 39( 35.1) 39( 35.1) 39( 35.1) 

道徳  
（特別の教科である道徳）  

39( 35.1) 39( 35.1) 39( 35.1) 

総合的な学習の時間(  )は

特活に代替した時間数 (内数) 
78( 70.2) 78( 70.2) 78( 70.2) 

（  ） （  ） （  ） 

特別  
活動  

学級活動  39( 35.1) 39( 35.1) 39( 35.1) 

生徒会活動  (10(9)) (10(9)) (10(9)) 

総 授 業 時 数  
[(   )内の時数を除く ]  

1241  

(1116.9) 

1258 

(1132.2) 

1258 

(1132.2) 



　課題研究テーマ一覧
令和５年度　十六夜プロジェクトⅠ　ミニ課題研究テーマ一覧

ゼミ 班番号 研究テーマ

0101 　お店の売上と店内BGMの関係

0102 　AIを使って津山市を盛り上げよう！

0103 　人気CMを作るのに必要な要素とは？

0201 食材とお皿の色の組み合わせと食欲

0202 視覚情報による味覚の変化

0203 ゆるキャラの人気になる秘訣を外見から紐解く

0301 聞き間違いを減らすには

0302 芸術ってなぜ学ぶの？～視覚芸術と主要3教科との関係性～

0303 侘びが与える心理効果

0401 私たちはどう建てるか

0402 文字と感情の伝わりやすさの関係性

0403 気候×建築様式

0501 字幕翻訳について

0502 第三次世界大戦は始まっているのか

0503 現代、昔の若者のコミュニケーションに対する思考

0504 流行語に国民性や価値観が反映されているのか

0601 なぜ、日本原に駐屯地があり、有事のときにはどう動くか？～奈義との関わりと主任務～

0602 護法祭における烏護法と犬護法の区別

0603 さんぶ太郎の現実と伝説の桶狭間～地方のおとぎ話の正体とは～

0701 もし織田信長が天下を統一していたら

0702 もし元寇で日本が負けていたら

0703 I love you は月が綺麗ですねって訳すんだって

0704 宮沢賢治流　I love you .～言葉で広がる独自の世界～

0801 中山間地域の可能性を探ろう

0802 津山市における日本語を母語としない外国人への日本語教育

0901 年金を増やそう！～生活費が赤字にならない将来設計へ～

0902 津山市首都化計画～津山城再建してみた～

1001 ～戯曲と原作の違い～

1002 動物を野生下と飼育下で比較してみると？

1003 動物の生活環境と異常行動の関係

1004 近親交配と動物園の未来

1101 期待値からみた宝くじ～宝くじを当てる～

1102 「ドットアンドボックス」の必勝法

南（化学） 1201 アロマの成分の抗菌作用について

難波（家庭） 1301 気候変動に具体的な対策を

1401 数学と音楽の関係性

1402 各地域の神話と地理的条件のつながり

1403 平安時代と現代の桜の捉え方の違い

1404 インドと牛の裏話〜なぜヒンドゥー教では牛が神聖視されているのか〜

1501 フットボールのシステムの今と未来

1502 ストレッチが運動に及ぼす効果

1601 ジャンプ力を向上させてみた

1602 筋力アップによる投球の変化

1603 身体パフォーマンスの向上～Running編～

1701 美の万国共通性

1702 日本語と他国の言語の関係について

1703 日本語とポルトガル語の関係

1704 奇祭と地域の関係性

分野 班番号 研究テーマ

2101 連成ばね振り子のおもりの個数による共振周期の変化

2102 連成振り子におけるおもりの重さと周期の関係

2103 糸の張力は共振周期を変化させることができるのか

2104 連成振り子の共振周期について

2201 金属樹生成時の色素の脱色について

2202 触媒の変化によるアセチルサリチル酸の収率の変化について

2203 ビタミンCを加熱することによる変化

2204 糖の種類と野菜の変色の関係について

2301 レインボーゾウリムシの作成

2302 ゾウリムシの化学走性の研究

2303 ゾウリムシの増殖と濃度の関係の研究

岡田
（数学）

小原
（国語）

花房
（数学）

岸本
（国語）

春名
（地歴）

立石
（保体）

川村
（美術）

小河原
（書道）

丸川
（英語）

二宮
（英語）

安井
（情報）

令和５年度　サイエンス探究Ⅰ　ミニ課題研究テーマ一覧

理
数
科
１
年
次

物理

化学

生物

門間
（英語）

植月
（数学）

鳥越
（保体）

山本
（国語）

普
通
科
１
年
次



分野 研究テーマ

姫新線、因美線の存続について考える ～津山市を走る赤字ローカル線～

未来への挑戦状　ー商店街編ー

津山の商店街を活性化project!

過去の違憲判決から考える同性婚の解決について

探偵アニメの犯罪者(クリミナル) ～名探偵は有罪か無罪か～

ベストセラー本から見る日本の流行の移り変わり

方言周圏論から考える若者言葉

移民と少子化 ～日本の少子化による経済的影響に着目して～

ポリティカル・コレクトネスについて

津山市存続の危機！私達の故郷はどうなる？子孫繁栄のススメ！

理想の留学制度作ってみた

フードツーリズムで町おこし

津山城の再建は必要なのか

戦争の推移

流行語から紐解く言語の"共通点と相違点"

洋楽を用いた英語勉強法 ～認知特性別～

賢くなる本の読み方

コード進行による曲の印象の変化

ＣＤジャケットのデザインについて

災害時の最短物資輸送ルートの検討

シャープペンシルの芯の動摩擦係数測定

人間は重力何倍まで耐えうるのか

インクの拡散速度の温度変化

フードロス×モノ ～余った皮と種の有効活用方法～

花粉と受粉ってなんか似てる

ピーマン嫌い全員集合！！

腐りにくいおにぎりの具は何か！？

神経衰弱の勝率を挙げる方法の模索

大学の校章のトレンド ～植物編～

プロテインクライシスでみらいがくらいっす ～ミルワームをそえて～

糖の代謝と食事

シャンプー・トリートメントによる髪の毛のダメージについて

道徳心を育てる媒体とは

海馬を刺激して、記憶力を高めよう

採血しやすい人はどんな人？ ～またこれが痛いんだなぁ～

ボールの支配率と勝率の関係

スランプを予防・脱却する方法

運動後の正しいケア方法

手のひらの大きさと身長の関係

出産後の体力回復からスポーツや運動への復帰まで

錯視と色と横断歩道

エナジードリンクによって運動能力は向上するか

筋肉の舞台裏 ～身体の秘密とスポーツテストの記録向上～

勉強前の過ごし方と記憶の関係

日常生活に潜むフォント

何色が一番強いのか

リラックスvsハイテンション　～より能力を発揮できるのはどっち！？～

GAKUSHU START DUSH!! ～小学一年生の授業体験を通して分かりやすい授業構成について学ぼう～

学校はブラック企業！？

教育におけるChromebookの有効性

分野 研究テーマ

スリンキードロップ現象の力学的解明

バックスピンする物体の跳ね上がり現象の解明

ラジオノイズを利用した指向性アンテナの製作

牛乳にインクを滴下したときの模様に関する研究

氷筍の成長に及ぼす要因について
～Factors Influencing the Growth of Ice Stalagmites～

バイオマス灰の有効利用に向けた成分分析

牛のヨロイを効率的に落とす物質についての研究

モジホコリの変形体が子実体になる条件を探る
～Factors that Affect the Formation of Fruiting Bodies of 
Slime Mold, Physarum ～

津山高校で発見した花酵母の特性
～Characterization of Flower Yeasts in Tsuyama High School～

令和５年度　十六夜プロジェクトⅡ　課題研究テーマ一覧

　課題研究テーマ一覧

令和５年度　サイエンス探究Ⅱ　課題研究テーマ一覧

国際関係学

保健・
スポーツ

法学・
経済学

社会学・
文化学

文学

外国語

理
数
科
２
年
次

普
通
科
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年
次

芸術

工学・
物理学

生物学・
農学

医療・福祉

生活科学

教育

物理

化学

生物



【関係資料】       教科指導における VGR育成アンケート結果 

教科指導における VGR 育成の視点を踏まえた授業実践として，令和５年度は次の日程で研究を行った。 

教科指導における VGR育成アンケートの質問項目 

質問１ この授業で今までになかった見方や考え方ができるようになり，新たな学習への意欲につながった。（V） 

質問２ 授業中，目標の達成に向けて最後まで粘り強く取り組もうとしている。（G） 

質問３ 授業を通して，この科目に関する興味・関心が高まっている。（R） 

質問４ 授業中の問いや他者の意見，課題によって，自分の考えを広げたり深めたりすることができている。 

質問５ この科目について，予習，復習，課題なども含め，学力をつけるために勉強方法を工夫できている。 

質問６ 自らの考えを記述したり話し合ったりする活動を通じて，他の人と考えを共有することができている。 

質問７ この授業に満足している。 

アンケート結果（教科_科目_対象年次_回答人数_育成要素） 

 

国語_論理国語_２年次_35人_(R)                国語_文学国語_２年次_65人_（G） 

 

数学_数学Ⅱ_２年次_35人_(R)                   数学_数学Ⅲ_３年次_18人_（G） 
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各質問項目の数値は令和５年度の肯定的回答割合（％）を表している。 



アンケート結果（教科_科目_対象年次_回答人数_育成要素） 

 

地歴_地理 B_３年次_35人_(G)                地歴_日本史 B_２年次_65人_（R）  

理科_物理基礎_１年次_141人_（V）        理科_生物基礎_１年次_141人_（V） 

 

理科_化学基礎_１年次_35人_(R)              英語_コミュニケーション英語Ⅲ_３年次_65人_（R） 

 

家庭科_家庭基礎_１年次_35人_(V)                   情報_情報Ⅰ_１年次_65人_（V） 
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各質問項目の数値は令和５年度の肯定的回答割合（％）を表している。 



SSⅠ NSⅠ MSⅠ

4/19 水

4/26 水 ハイレベル英語

5/10 水

5/17 水

5/31 水

6/7 水 ハイレベル英語

6/21 水

6/24 土
第２回ワークショップ

早稲田大学アジア太平洋研究科
天児 慧 名誉教授

第２回ワークショップ
岡山大学学術研究院
環境生命科学学域
氏原 岳人 准教授

第２回ワークショップ
津山中央病院
武田 洋正 医師
泉原 真光 医師

6/28 水

7/12 水 病院実習事前学習

８月
初旬

津山中央病院
病院実習

9/13 水 ハイレベル英語

9/27 水

10/4 水

10/7 土
第３回ワークショップ
さくら北浜法律事務所
本元 宏和　弁護士

第３回ワークショップ
福山大学

秦野 琢之 名誉教授

第３回ワークショップ
ピースウィンズジャパン

稲葉 基高　医師

10/18 水

10/25 水 ハイレベル英語

11/1 水 ハイレベル英語

11/8 水 ハイレベル英語

11/15 水

11/22 水

11/25 土
第４回ワークショップ
東洋大学文学部史学科

岩下 哲典 教授

第４回ワークショップ
岡山大学異分野基礎研究所

鈴木 孝義 教授

第４回ワークショップ
津山第一病院
坂手 洋二 医師

11/29 水

12/13 水 ハイレベル英語

12/20 水 ハイレベル英語

1/10 水 ハイレベル英語

1/17 水 ハイレベル英語

1/31 水

2/14 水

2/17 土
第５回ワークショップ

東京外国語大学総合国際学研究院
山口 裕之 教授

2/21 水

令和５年度 学校設定科目NS／MS／SS 実施計画（２年次生）

合同ガイダンス

第１回ワークショップ事後研究（合同）

京都大学京都大学大学院　人間・環境学研究科　杉山 雅人 教授

第１回ワークショップ（合同）　

第１回ワークショップ事前研究①（合同）

第１回ワークショップ事前研究②（合同）

ハイレベル数学

ハイレベル数学

京大研修（京都大学・総合人間学部）
全体会・OB/OG交流・文理別研修等

京大研修事前学習

第２回ワークショップ　事後研究

第２回ワークショップ事前研究

ハイレベル数学

ハイレベル数学

ハイレベル数学

ハイレベル数学

第３回ワークショップ事後研究

第３回ワークショップ事前研究①

第３回ワークショップ事前研究②

ハイレベル数学

ハイレベル数学

第４回ワークショップ事後研究

第４回ワークショップ事前研究①

第４回ワークショップ事前研究②

１
学
期

２
学
期

３
学
期

土5/20

ハイレベル数学

第５回ワークショップ（NS/MS合同）事前研究①

第５回ワークショップ（NS/MS合同）事前研究②

SS/NS/MS合同報告会（報告書作成）

第5回NS/MS合同ワークショップ
岡山大学大学院自然科学研究科

内田 哲也 教授

ハイレベル数学



SSⅠ NSⅠ MSⅠ

4/19 水 ハイレベル英語

5/17 水

5/20 土
第１回ワークショップ

神戸大学大学院人文学研究科
梶尾 文武 准教授

5/31 水

6/7 水 ハイレベル英語

6/14 水 ハイレベル英語

6/21 水

6/24 土
第２回ワークショップ

津山信用金庫
松岡 裕司 理事長

第２回ワークショップ
岡山大学学術研究院
環境生命科学学域
氏原 岳人 准教授

第２回ワークショップ
岡山大学生殖補助医療
　田﨑 秀尚 助教

6/28 水

7/12 水

ハイレベル英語

令和５年度 学校設定科目NS／MS／SS 実施計画（３年次生）

１
学
期

第１回ワークショップ事後研究

ハイレベル数学２学期以降

第２回ワークショップ事前研究

まとめ・合同報告会（報告書作成・配布）

第２回ワークショップ事後研究

ハイレベル数学

ハイレベル数学

ハイレベル数学

第１回ワークショップ事前研究

第１回ワークショップ
広島大学病院国際リンパ浮腫治療センター

光嶋 勲 特任教授



 

＜用語集＞ 

○ 高い専門性とグローバルな視点を兼ね備え，科学や科学技術が関連する科学的諸問題の解決に寄与できる，

次世代トップサイエンティストの基盤となる‘Vision’，‘Grit’，‘Research Mind’(VGR)育成を学校全体で研究開発 

 

Vision：「見通す力」と表現している。SSH事業や研究開発実施報告書，広報資料等では「V」と省略される。関

連する力として「想像力・広い視野・科学的視点」などを想定している。 

 

Grit：「最後までやり抜く力」と表現している。SSH 事業や研究開発実施報告書，広報資料等では「G」と省略さ

れる。関連する力として「粘り強さ・協調性・継続性」などを想定している。 

 

Research Mind：「探究し，解き明かす力」と表現している。SSH 事業や研究開発実施報告書，広報資料等では

「R」と省略される。関連する力として「好奇心・探究心・思考力」などを想定している。 

 

○ 学校設定教科「サイエンス」に関する用語 

(1)～(4)は学校設定教科「サイエンス」の課題研究に係る学校設定科目または研究者育成のための学校設定科目

である。詳細は「第 3 章 研究開発の内容 １．学校設定科目について」を参照のこと。 

 

(1) 十六夜プロジェクト 略称「iP」  

普通科の「総合的な探究の時間」の代替として開設した。ディベートやグループ研究等の活動を通して，論

理的思考・論理的表現などの研究基礎力や問題解決力を育成している。名称は旧本館の西側にある「十六夜山」

と呼ばれる前方後円墳に由来する。 

(2) サイエンス探究 略称「S 探」 

 理数科の「総合的な探究の時間」「理数探究」の代替として開設した。講義・実験・実習，課題研究，外部講

師の講演等を通し，科学的思考力を育成し，課題解決に対する主体的・創造的態度を育成している。 

(3) サイエンスリテラシー 略称「SL」  

普通科及び理数科の「社会と情報」または「総合的な探究の時間」の代替として開設した。プレゼンテーシ

ョン能力や情報機器活用力などの研究基礎力や英語による科学的コミュニケーション能力を育成している。 

(4)ソーシャルサイエンス／ナチュラルサイエンス／メディカルサイエンス 略称「SS／NS／MS」  

選択科目であり希望する高校２・３年次生が受講できる。各界で活躍する研究者や専門家によるワークショ

ップや，本校教員による教科の枠を超えた発展的な学習を行い，高度かつ幅広い研究者としての資質能力を育

成している。 

 

○ Global Science Okayama 略称「GSO」  

岡山県エキスパート活用事業の校内呼称である。本事業を活用し，月に１度外部指導者４名を招聘し，SSH

海外研修参加者と希望者（若干名）に英語コミュニケーション，サイエンスリテラシー等の指導を行っている。

名称は SSH 第Ⅰ期に活用した岡山県のグローバル人材育成事業「グローバル・サイエンス OKAYAMA」（現

在は実施していない）に由来する。 



 



 



〒 7 0 8 - 0 0 5 1 岡山県津山市椿高下 6 2

TEL(0868)22-2204 FAX(0868)22-3397

http://www.tuyama.okayama-c.ed.jp/

岡 山 県 立 津 山 高 等 学 校
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